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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　花の庭園







　頰ほおを撫なでる風が運んでくるのは、芽め吹ぶいた若わか草くさや雪ゆき解どけで湿しめった土の匂におい。春の匂いだ。


　高地の山やま裾すそ、その麓ふもとを覆おおう森から香かおる息吹いぶきはルビーウルフにとって馴な染じみ深く、そして懐なつかしい。


「機き嫌げんが良さそうだな」


　隣となりの馬上から、金きん髪ぱつの青年が語り掛かけてくる。振ふり返ると、柔にゆう和わに微笑ほほえむ翠みどりの瞳ひとみがルビーウルフを捉とらえていた。


「山は懐かしいからね。レターナを思い出すよ。草木の匂いに混まじって水や獣けものの匂いもする。そういうのはどの森も同じだけど、都市じゃ味わえないんだ」


　ルビーウルフが育ったのは、ここより北方に位置するレターナという森だ。人が引き払はらった廃はい鉱こうで、盗とう賊ぞくや狼おおかみの仲間たちに囲まれて暮くらしていた。──一年ほど前までは。


　山から離はなれなければならなくなった出来事は、正直思い出したくもない。しかし、それを言葉にしたり表ひよう情じように出すのを、ルビーウルフは自じ制せいしていた。あの惨さん劇げきを止められなかったという罪ざい悪あく感を背せ負おっているのは、彼女だけではないのだ。


　ルビーウルフの言葉に、金髪の青年──ジェイドは曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべていた。やはりこの話題は、彼にとってもあまり好ましくないらしい。ルビーウルフは気分を入れ替かえるように深しん呼こ吸きゆうをして、にかっと快かい活かつに笑ってみせた。


「こう天気がいいと、馬をかっ飛ばしたくなるね」


「だめだ。人里なんだから」


「人里ねぇ……。人なんて見当たらないけど？」


　鐙あぶみをぐっと踏ふんで、ルビーウルフは鞍あん上じようで腰こしを浮かした。片かた手てで眉まゆ庇びさしを作り、ぐるりと周囲を見み渡わたしてみる。


　山やま裾すそに点てん在ざいする集落の一つだ。荒あれ地ちにぽつぽつと民家は見受けられるが、人ひと影かげはない。畑の手入れがなされているところを見ると、生活の気配はあるのだが。


「警けい戒かいしているのかもしれないな。こういう所では、余所よそ者ものは珍めずらしいだろうから」


　ジェイドも同じく、周囲に視し線せんを巡めぐらせながら言う。


　たしかに、それはあるだろう。ただの旅人ならまだしも、ルビーウルフもジェイドもよく目立つ容よう姿しをしている。特にルビーウルフの、葡ワ萄イ酒ン色の短髪と紅こう玉ぎよくの瞳は遠くからでも目に付く鮮あざやかさだ。男物の古着を無む造ぞう作さに着ているけれど、彼女の素す性じようを知らない者は大たい抵てい、その赤に目を奪うばわれ、無む遠えん慮りよに眺ながめ回す。


　当初はそれを煩わずらわしく思っていたルビーウルフだが、名乗ったとたんに平ひれ伏ふされるのに辟へき易えきして、今ではもう、見たければ好きなだけ見ればいいよと諦あきらめきっていた。だから必要以上に名乗りを上げたり素性が割われることは避さけている。愛用の長ちよう剣けんも布ぬので包んで背せ負おい、用がなければ抜ぬいたりしない。


　そして何より警戒される要よう因いんはルビーウルフでもジェイドでもなく、二人に追つい従じゆうする二頭の獣──狼のフロストとケーナだろう。人の多い所では人々を驚おどろかさないために、身を隠かくすよう指し示じしているのだが、このような寒村ではそれもあまり意味をなさない。なので狼たちも、ルビーウルフらの馬の後方からひょこひょこと付いてきている。


　小さくて、森に呑のみ込まれかけている村だ。使われなくなった古ふる井い戸どには蔓つるが絡からまり、屋根や壁かべが崩くずれた民家も見受けられる。通り道となる轍わだち跡あとも、普ふ段だんの往おう来らいが少ないためか、細くて頼たよりない。


　都市から離れてしまえば、この国──グラディウスはどの土地もこのように寂さびしげな風景ばかりだ。金鉱こう山ざんで栄さかえた時代はすでに遠い過か去ことなり、山脈に囲まれた高地では耕こう作さくもままならず、地方からじわじわと枯かれていく国。


　そんなグラディウスを率ひきいて立つのがルビーウルフだ。神国という特とく殊しゆな国が故ゆえ、女王とならざるを得なかった。


　両親のない彼女は唯ゆい一いつの王族。それでもルビーウルフは盗賊として名乗る。生みの親には悪いけれど、育ててくれた盗賊たちや狼が、ルビーウルフにとっては家族と呼べるものなのだ。女王という自覚はあっても、その信念だけは曲げられない。


　ルビーウルフのそんなわがままを許ゆるしてくれるジェイドや王おう城じようの者たちとも、今ではすっかり親しくなって、盗賊団だんにいた頃ころのように笑っていられる。けれど──


　春の晴天を仰あおぎ、陽光の眩まぶしさに目をすがめた。上空を滑かつ翔しようする鳥が高い声で鳴く。視し界かいを閉とざせば、まるで一年前の、まだ何も知らず何も起こらなかった頃のような優やさしい春の匂においがする。


　変わったのは、ルビーウルフを取り巻まく環かん境きようだ。そして、さらに変えていかなくてはいけない。


「こんな小さな村にも働き手が増ふえるように、頑がん張ばんなきゃね」


　ルビーウルフはぽつりと小さくつぶやいた。ジェイドはそれを聞き拾い、そうだな、と答えを返す。独ひとり言に返事があったことに、くすぐったい思いがした。けれど不快ではなく、むしろ安心するのは、ルビーウルフにとってジェイドは仲間だから。


　これから先のことを、ルビーウルフだって不安に思うことがある。その不安を拭ぬぐってくれるのは、いつもジェイドだ。兄弟のように育ってきた狼おおかみたちとは違ちがった何かを、彼には感じる。


　ジェイドの言葉で安心した時、本当はありがとうと言いたい。けれど照れ臭くさくて、いつもはぐらかしてしまう。


　今回もその例に漏もれず、ルビーウルフは馬の腹はらに拍はく車しやを当て、歩調を速めて少しジェイドから距きよ離りを取った。そして振り返る。


「競走しよう。負けたら罰ばつだよ」


　言うなり、馬を走らせた。罰という言葉に、ジェイドは慌あわてて追ってくる。追いつかれないように馬を操あやつりながら、ルビーウルフはきゃらきゃらと笑った。





　　　　†




　山やま間あいの僻へき地ちに、その屋や敷しきはあった。


　赤い煉れん瓦がは風雨に晒さらされて少し色味を落とし、優しげとも寂しげとも言える風ふう貌ぼうを見せている。しかし、その周囲を取り囲む庭は華はなやかであり、それでいて森との調和を保たもっていた。


　広いアプローチを取り囲むアーチは藤ふじ棚だなになっており、白しら藤ふじが甘あまい香かおりを放って満開だ。蔓の合間から差し込む光を受けて、花はな房ぶさが微笑ほほえむように白々と輝かがやく。吹ふき抜ぬける風に乗って舞まい上がる花か弁べんは春の雪を思わせ、石いし畳だたみに積もった白い花を踏むのさえ惜おしくなるほどの見事さだった。


　アーチを抜けて目にした風景も、風ふう雅がに魅みせてくれる。明るい黄色のビオラに薄うす桃もも色の雛ひな菊ぎく、紫むらさきの斑ふが入った蘭らんと、滝たきのような雪ゆき柳やなぎ。花か壇だんで区切られることなく、溢あふれるように咲さき乱みだれ、一見無む造ぞう作さなようにも見える庭だが、ルビーウルフは一目でこの庭が気に入った。ここの手入れを任まかされている庭にわ師しはきっと、庭を人工的に造つくるのではなく、植物の生成長を手助けして花を咲かせる人だ。開花の季節を待つ木や苗にも、慈いつくしむように手入れをした跡あとが見受けられる。


「陛へい下か！　ジェイド様！」


　ルビーウルフとジェイドの姿すがたを目にし、二人の少年が駆かけ寄よってきた。仕立ての良い服を着て、幼おさない中にも品ひん格かくのある顔立ち。共に鉄てつ紺こんの瞳ひとみで、髪かみも同じ鉛なまり色。片方が髪を束ねている以外、見分けるのはなかなか難むずかしい。髪を結ゆう紐ひもを解ほどいてしまえば、それこそどっちがどっちかわからなくなってしまうこの二人は双ふた子ごの魔ま導どう騎き士し見習い、リオンとティグル。グラディウスの現げん宰さい相しよう、ロベール・エルカインドの息子むすこたちだ。


「お二人の到とう着ちやくを、ハリス殿どのは楽しみにしておられますよ」


　髪を束ねた少年──双子の兄、リオンが敬けい礼れいと共に告げる。


　ルビーウルフとジェイドが訪おとずれることを報しらせるため、双子は先行してこの屋敷に赴おもむいていたのだ。今はまだ十四歳さいで見習いの二人だが、父親に倣ならって魔導騎士を志こころざし、腕うで前まえは相当なものだとジェイドが言っていた。


　ルビーウルフらが下馬すると、双子の弟であるティグルが馬の口取り縄なわを引いて、厩きゆう舎しやへと馬を連れていく。それを見送り、兄のリオンはルビーウルフとジェイド、そして狼たちを屋敷の主あるじのもとへと導みちびいた。


　屋敷の中も庭と同じく、よく手入れがなされていた。しかし調度品の類たぐいはなく、窓まどの縁ふちや階かい段だんの踊おどり場には庭で育てたのであろう花が品良く活いけられ、ポプリも飾かざられている。その他の装そう飾しよく品ひんといえば、簡かん素そな額がくに飾られた絵画をいくらか見かけたくらいだ。その絵画も、この屋敷の庭を様々な角度から描えがいたものや、周辺の村の風景が題材のようだ。家人の誰だれかの趣しゆ味みなのだろう。


　リオンはルビーウルフたちを応おう接せつ室しつに案内すると、弟の手伝いをするために外へ戻もどった。


　応接室にも、絵画が飾られていた。その中の一枚まいに目を留とめたルビーウルフだったが、応接室で待っていた者への挨あい拶さつが先と考え、絵画から目線を外す。


　ルビーウルフたちを出で迎むかえたのは、老年に差し掛かかった紳しん士しだった。頭とう髪はつも髭ひげも白く、丸顔には穏おだやかな笑い皺じわが深く刻きざまれている。


　ルビーウルフとジェイドに深々とお辞じ儀ぎをした、その紳士の名はハリス・ベネディクト。グラディウスの西さい域いき、エインフェルの領りよう主しゆを務つとめる伯はく爵しやくだ。


　ハリスはルビーウルフとジェイドの顔を見て、懐なつかしそうに微笑んだ。


「ご立りつ派ぱになられましたね、ジェイド様。陛下もご無事で戻られましたこと、お喜び申し上げます。お噂うわさ通り、獣けものの騎士を従したがえていらっしゃるのですね」


　フロストとケーナに向けたハリスの眼まな差ざしは物もの珍めずらしそうだったが、とても好意的だ。狼たちも彼に対し、何ら警けい戒かいする素そ振ぶりもない。本心からルビーウルフたちを歓かん迎げいしている証あかしだ。


　ハリスはもともと、城じよう下か都市ベイタスに屋敷を構かまえる貴き族ぞくだった。しかし十六年ほど前、ルビーウルフが王城を離れるきっかけとなった権けん力りよく闘とう争そうの折、ジェイドの父であり二代前の宰相ゲイリー・コルコットを弁べん護ごする発言をしたとして、このような僻へき地ちへと追いやられてしまったのだとか。ジェイドも幼い頃には父に連れられ、ハリスの屋敷に遊びに行ったことがあるそうで、その見事な庭は今でも鮮せん明めいに覚えているという。


　そしてルビーウルフが王城へ舞い戻り、女王として即そく位いした今、枯れていくばかりのグラディウスを再さい興こうするために提てい案あんした開かい拓たくの地に選ばれたのが、ハリスに任まかされているエインフェルだった。


　グラディウスを取り囲む高い山脈のうち、エインフェルの山は比ひ較かく的標高が低い。そして僻へき地ちゆえ人が少なく、開拓の際さいに立ち退のいてもらう必要もない。


　しかし、開拓といっても、いきなり山を切り崩くずしにかかるわけにもいかない。まずこの地に、工事に携たずさわる者たちが逗とう留りゆうするための施し設せつを建設しなければいけないし、人が少ないとはいえ周辺の村民にも理り解かいを得る必要がある。今回はその話し合いのため、ルビーウルフたちはハリスのもとに赴おもむいたのだ。


　といっても、そういった話はすべてジェイドに任せてあるため、ルビーウルフは暇ひまを持て余あましながら部屋の中を見み渡わたし、先ほどから気になっている絵画をぼんやりと眺ながめていた。それに気づいたハリスがジェイドとの会話を中ちゆう断だんし、恐きよう縮しゆくそうに苦く笑しようする。


「いや、お恥はずかしい。私が趣味で描かいたものでして……。下手の横好きではありますが、その絵は自分でも気に入っているのです。先王ご夫ふ妻さいを──陛下の父君と母君の、ご成せい婚こん祝しゆく賀が祭さいを描いたものですよ」


　説明を聞き、ルビーウルフは納なつ得とくした。王城にも先王と王おう后こうの肖しよう像ぞう画がはあったけれど、ここの絵は描かれている二人がとても若わかい。民間の子こ供どもから花を受け取る王と王后の姿すがただ。王后の表ひよう情じようも初うい々ういしく、年ねん齢れいは今のルビーウルフと同じか少し上、といったところだろう。王城の肖像画は畏かしこまって椅い子すに座すわり、年齢も三十を過すぎた頃ころのもので、ずいぶん印象が違ったから、同じ人たちを描いたものなのかどうか判はん断だんに迷まよっていたのだ。


「陛下は父君にも母君にも、よく似にていらっしゃいます」


　壁に掛けられた絵を眺め、ハリスは懐かしそうに微笑ほほえんだ。


　絵の中の二人を見て、ルビーウルフは特に何の感かん慨がいも抱いだかない。血の繫つながりがあるのなら似ているのも当然かな、くらいの感想だ。この絵が気になったのは単に、祝賀祭の風景がとても幸せそうに描かれていたから。


　ルビーウルフにとって、父は盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングの首領モルダで、母は白はく狼ろうヴィアンカだ。だから、この絵の二人が両親だと言われても困こまってしまう。しかし、それをハリスやジェイドの前で態たい度どに出して、彼らを不ふ快かいにさせても仕方がない。なのでルビーウルフは曖あい昧まいに笑い、狼たちを膝ひざ元もとに呼よんで、もう絵画には興味がない素そ振ぶりを見せる。


　しかしジェイドらは、そのまま絵の話を続けた。


「そういえば俺も以前、ハリス殿どのに肖像画を描いていただいたんです。父がハリス殿にお願いしたそうで」


　言って、ジェイドは上着の内ポケットから首くび飾かざりを取り出した。


　金の浮うき彫ぼりの中央に、翡翠ひすいが一粒つぶ嵌はめ込まれたロケットだ。それを受け取ったハリスは蓋ふたを開き、驚おどろいたように感かん嘆たんした。


「これはまた、懐かしい。たしかに私が描かいたものです。ゲイリー様の形見でございますね……」


　忠ちゆう臣しんと慕したわれた故こ人じんを思い出してか、ハリスはどこか寂さびしげに笑った。そして恭うやうやしく、首飾りをジェイドに返す。


「ね、見せて」


　ルビーウルフが手を出すと、ジェイドは渡してくれた。蓋を開け、そこにあったのは幼おさない少年の笑え顔がお。小さな絵なのに、髪かみの一本一本まで繊せん細さいに描かれている。


「可愛かわいいじゃないか。親父おやじさんの形見なら、首から下げてればいいのに」


　首飾りの中の絵を眺めながらルビーウルフが言うと、彼は苦笑した。


「中に入っているのが自分の肖像画だからな。大切なものには違いないから、こうして持ち歩いてはいるのだが」


　たしかに、自分の絵を大事に持ち歩くというのは奇き妙みようなものだ。父親の形見という経緯いきさつを知らなければ、自じ己こ愛あいが強いと勘かん違ちがいされるかもしれない。


　ジェイドもルビーウルフと同じく両親のない身だから、形見に縋すがる気持ちが少なからずあるのだろう。ルビーウルフだって、この名前に拘こだわるのはモルダがつけてくれた名だから。


　赤毛赤せき眼がんの、狼の子。ヴィアンカの娘むすめであることに誇ほこりを持てというモルダの意思が込こめられた名前。だからルビーウルフは、元の名──シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスの名で呼よばれることをあまり好ましく思ってはいない。そう呼ぶ人々にとっては、そちらのほうが馴な染じみ深いのだと理り解かいしているから強く拒きよ絶ぜつはしないけれど。


　それにしても、この絵のジェイドはずいぶん明るくて活発そうだ。小さい子こ供どもと十九歳さいの青年では性せい格かくにも違いが出るだろうが、彼の育ての親である魔ま導どう師しを思い出し、育った環かん境きようというのはやっぱり大きく影えい響きようするんだろうなとルビーウルフは思った。


　首飾りをジェイドに返すために彼の顔を見上げると、穏おだやかに笑んだ翠みどりの瞳ひとみと視し線せんが絡からんだ。真ま面じ目めで誠せい実じつな匂においのする微笑み。


　拙つたないながら女王をやっているルビーウルフを、騎き士しであるジェイドは鷹おう揚ように見守ってくれている。こうして目が合った時にはそれを強く感じて、なんとなく嬉うれしくなる。


　そんな二人の様子を、ハリスはにこやかに眺めていた。優やさしげな老ろう紳しん士しの眼まな差ざしは、ブラッディ・ファングの長老を思い出させる。


　その時だった。慌あわただしい足音が近づいて、ノックから間かん隔かくを置かずにドアが開かれた。ルビーウルフやジェイドの視し線せんを集めたその人は、来客がここにいることを知らなかったらしく、驚いたように目を丸くした。それから大慌てでお辞じ儀ぎをする。その拍ひよう子しに、手にした籠かごから花やポプリがぱらぱらと零こぼれ落ち、これまた慌ただしく拾い集めた。


　山やま鳩ばとの羽のような、温かみのある濃こい灰はい髪がみを緩ゆるく束ねた若い娘だ。歳としはジェイドより少し上だろうか。二は十た歳ち前後に見える。瞳はオリーブの実のような灰味の緑。服を保ほ護ごするために身に着けているらしい前まえ掛かけは土や草花の汁しるで汚よごれていた。


「あ、あの、申し訳わけありません。もうおいでになっているとは存ぞんじませんでしたので……。ご無礼、お許ゆるしください」


　もう一度深く頭を下げ、せっかく拾った花を今度はばさばさと豪ごう快かいに落とした。もともと無礼だなんだと気にするルビーウルフではないから、そんな愉ゆ快かいな彼女の行動に、今にも声を立てて笑い出しそうになってしまう。


　己おのれの失しつ態たいに赤面しながら花を拾う彼女を、ハリスは咎とがめるでもなくゆったり笑って、花を拾う手伝いをしてやった。それからルビーウルフらに向き直り、彼女を手で示しめしながら言う。


「娘のクラリッサです。──クラリッサ、そんなに慌ててどうしたのですか？」


「女王陛へい下かがおいでになると聞きましたので、庭の花で飾りつけをしていたんです。出で遅おくれてしまいましたけど……」


　答えて、クラリッサは恥はずかしそうに俯うつむいた。


　屋敷の中に飾られていた花やポプリは、彼女の手によるものだったようだ。貴き族ぞくの娘が手ずから花を摘つんだりポプリを作ったりというのはなかなか珍めずらしい。そのような行こう為いは手が荒あれるので、侍じ女じよや召めし使いにやらせるものだ。ルビーウルフも王おう城じように戻もどった当初、部屋の雑ぞう巾きん掛がけを自分でやって、はしたない、と怒おこられたことがある。今ではすっかり黙もく認にんされているけれど。


　しかし、こんな片かた田舎いなかでは屋や敷しきで働く者も少なく、必要なことは自分でやらなければいけないのだろう。人にあれこれ世話をされるのが苦手なルビーウルフは、そんなクラリッサに好感を抱いだいた。


　もじもじと恥ずかしそうにしているクラリッサに、ジェイドは丁てい寧ねいに礼をして名乗り、初めましてと言って微笑ほほえみ掛けた。するとクラリッサは一いつ瞬しゆんだけきょとんとして、それから取り繕つくろうように明るく笑った。


「騎士様、ですよね。先にいらっしゃった見習いの男の子たちにお話は伺うかがっています。女王陛下のことも、狼おおかみの騎士様たちのことも。この冬には皆みな様さまで隣りん国ごくにもおいでになったのですよね？　トライアン王が奥おく方がたをお迎むかえになったそうですが、どのような方ですの？　ぜひお話を聞かせてください」


　花籠を腕うでに下げたまま、クラリッサは興こう奮ふん気味に捲まくし立てる。また花をぽろぽろ落としているけれど、本人は気づいていない。いろんな問いをぶつけられ、ジェイドはたじたじになった。


「トライアン王の奥方は……その、普ふ通つうの方です。民間から嫁とついでいらした方なので、まだ公おおやけの場にはお出ましにならないようですが」


　言葉を選びながら、ジェイドは差し障さわりなく答えた。


　グラディウスと同じく誇ほこり高い神国であるトライアン。その王の伴はん侶りよは自国の血けつ統とうであるべきだ。しかし現げんトライアン王の妻つまは、それに準じゆんじない。亡ぼう国こくの姫ひめ君ぎみをトライアンの民たみと偽いつわり、迎え入れたのだ。よって、この事実は決して他言してはならない。もし口を滑すべらすようなことがあれば、トライアン王の妹姫の怒いかりを買うことになる。


　ジェイドの応おう答とうに、クラリッサはまだまだ物足りなさそうにしている。都市の人間に会う機会が少なく、この際さいに好こう奇き心しんを満たしたいのだろう。それにしても、ルビーウルフや狼たちにはあまり興味を示しめさない。どうも彼女は、人当たりの良いジェイドに好感を持ったようだ。──ルビーウルフとしては、なんだか面おも白しろくない光景だ。別にクラリッサのことが嫌きらいというわけではないけれど。


「クラリッサ、陛下もジェイド様も今日はお疲つかれでしょうから、また明日になさい」


　ハリスがやんわりと注意すると、クラリッサは不ぶ躾しつけな態たい度どに出てしまったと恥はじて顔を赤くした。そして花籠をテーブルに置き、そそくさと出て行こうとする。しかし、それをハリスが呼よび止めた。


「ところでクラリッサ、テレジアはまだ戻もどっていないのですか？」


　その問いに、クラリッサは表ひよう情じようを暗くした。そして声の調子を落とし、はい、と頷うなずく。ハリスは溜ため息をついた。


「困こまりましたね。馬車は一台しかないというのに……」


「どうかなさったのですか？」


　ジェイドが訊たずねると、ハリスは少し言いにくそうに苦く笑しようして答えた。


「上の娘むすめが馬車を勝手に使ってしまうのです。どうも、この屋敷での生活が気に入らないらしく、よく都市へ出向いているようで。懇こん意いにしてくださる貴き人じんの邸てい宅たくに泊とめていただいているようなので、恐きよう縮しゆくしきりです。けれど、馬車がなければ医者のいる町にも行けませんし……」


「誰だれか具合悪いの？」


　今度はルビーウルフが訊ねた。ハリスは老年に差し掛かっているけれど、とても健康そうだ。クラリッサも潑はつ剌らつとして、どこか悪いようには見えない。
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「いいえ、この屋敷の者は皆元気ですよ。ただ、付近の村にはご老人が多くいらっしゃいますから、医者のいる町まで定期的に馬車で送り迎えしているのです。本当なら、馬車をもう一台用意したいところですが、あまり贅ぜい沢たくができる身でもありませんので……」


　言葉の後半は本当に言いにくそうに、ハリスは声をすぼめた。けれど、そこに含ふくまれる感情は恥じではなく、病気の者を気き遣づかうがための落らく胆たんだ。村民のために奉ほう仕ししてやれない自分を、不ふ甲が斐いなく思っているらしい。


　このような僻へき地ちに送られても、誰かを恨うらむことなく、土着の民に尽つくす。その行為は一見、貴族の戯たわむれか偽ぎ善ぜんのようにも思えるが、ルビーウルフの嗅きゆう覚かくはハリスの感情に混まじりけがないと嗅かぎ取っていた。普通、歳を取ると老ろう獪かいになっていくものだが、ハリスはその真ま逆ぎやくなのだ。ここまで潔けつ浄じようを保たもった心根の匂においは珍しい。


　今後もし、ハリスを王城の高官として招まねくことがあっても、彼はその要求を蹴けるだろう。ここで好きな絵を描かいて、周囲の村民の手助けをして暮くらすことがハリスにとっては最上の選せん択たくなのだ。


「それは大変お困こまりでしょう。必要なものがあればご遠えん慮りよなさらずおっしゃってください。可か能のうな限かぎり、手配します」


「けれど……」


　ジェイドが申し出ると、ハリスは戸と惑まどったように白はく眉びを歪ゆがめた。ジェイドは微笑ほほえみを深くして、言う。


「急病人が出ては大変です。急きゆう務むですよ。それに今後、この地には往おう来らいが増ふえるのです。物ぶつ資しを積んだ、たくさんの馬車が行き来します。そのうちの一台をハリス殿どのに預あずかっていただいても、何ら問題ありません」


「くれるって言ってる物は素す直なおに貰もらっときなよ」


　ルビーウルフが念押しのように付け加えると、ハリスは深く頭を下げて、ありがとう存ぞんじます、と礼を述のべた。その隣となりでクラリッサも同じように頭を下げている。彼女は顔を上げると、胸むな元もとで十指をきつく組んで晴れやかに笑った。


「お優やさしいんですね、ジェイド様。さすが、先王に仕えた高潔なるゲイリー・コルコット様のご子息。わたしにできることがあれば、何でもお手伝い致いたしますわ」


「いえ、ご令れい嬢じようのお手を煩わずらわせることなどございせん。──摘つんできていただいた花もポプリも、とても見事です。ご厚こう意い、感かん謝しや致します」


　ジェイドが微笑むと、クラリッサは見る間に頰ほおを朱しゆに染そめた。しかしジェイドは、そんなクラリッサの様子にはあまり感心がないらしい。彼としては単に社交辞令を述べただけのようだが、ルビーウルフはなんだか落ち着かない。その気持ちを紛まぎらわすように伸のばした手は、無む意い識しきにジェイドの服の裾すそを引っ張っていた。


「ルビーウルフ？　どうした？」


「別に、なんでもない」


　すぐに手を離はなして、ルビーウルフはそっぽを向いた。しかし、彼がこちらを向いてくれたことで少し安あん堵どしたのは確たしかだ。ジェイドはルビーウルフの行動の意図が摑つかめずに首を傾かしげていたけれど、実はルビーウルフだって、どうしてそんなことをしたのか自分でもよくわからない。


　女王と騎士らしくないやり取りに、クラリッサは首を傾げた。そしてくすりと笑い、ハリスにそっと耳打ちをする。聞こえないように配はい慮りよしたようだが、普ふ通つうの人間より優すぐれた聴ちよう力りよくを持つルビーウルフの耳は彼女の言葉を造ぞう作さなく聞き拾っていた。


「女王陛へい下かは可愛かわいらしい方ですね。まるでジェイド様の妹君のようで」


　クラリッサに悪気なんてないのはわかる。でも、少しむっとしてしまった。暗に子こ供どもっぽいと言われた気がしたのだ。彼女からしてみれば、十六歳さいになったばかりのルビーウルフなんて子供かもしれないけれど。


　ルビーウルフは狼おおかみたちに目配せをして、部屋から出ようとドアに向かった。どうせルビーウルフがここにいたってジェイドの役には立たないのだし。それなら、外で庭を見て回ったほうが幾いく分ぶんか楽しそうだ。


「ルビーウルフ、どこへ行くんだ？」


「外で遊んでくる」


　狼たちを引き連れて出て行こうとするルビーウルフを、ジェイドは迷まよわず追いかけてきた。ハリスとクラリッサに一礼し、ルビーウルフと同時にドアを潜くぐる。


「ついてこなくていいのに。ハリスとの話、まだ途と中ちゆうだったんだろ？」


「今日中にすべて決めなくてもいいことだ。それより、ルビーウルフを一人にはしておけない。女王が騎き士しを置いて、ふらふら出歩かないでくれ。追いかけていくのも一苦労だ」


「一人じゃないよ。フロストとケーナが一いつ緒しよだ。それに、あたしは女王じゃなくて」


「盗とう賊ぞくだろう？　わかっているさ」


　歩きながら、ルビーウルフは斜ななめ後ろをちらっと振ふり仰あおいだ。いつもと同じ距きよ離りにジェイドがいる。


　それを確かく認にんすると、ルビーウルフの口元には自然と笑えみが戻もどっていた。





　　　　†




　ハリスの屋や敷しきに到とう着ちやくしてから数日後、ルビーウルフや狼たち、そして騎士見習いの双ふた子ごは、屋敷の庭で遊ぶのが日課になっていた。というより、彼女たちは他ほかにすることがほとんどない。


　庭のどこかに隠かくれた双子をケーナが匂においで捜さがし当てたり、ルビーウルフが双子に剣けんの稽けい古こをしてやったり。


　手て空すきの時には、そんな遊びの輪にジェイドも駆かり出された。疲つかれ知らずのルビーウルフとケーナに加え、まだまだ子供な部分が目立つ双子の相手はけっこうきつい。それでも、ルビーウルフの楽しそうな姿すがたを見ることが、ジェイドにとって何よりの褒ほう美びだ。


　以前はルビーウルフに近づくジェイドに対して苛か烈れつな威い嚇かくを繰くり返していたフロストが、最近ではずいぶん大人しくなったことは大いに助かっている。ある一いつ件けんでフロストが負ふ傷しようした際、自じ尊そん心しんのために治ち療りようを拒こばむ彼に、ジェイドが強気な態度で諭さとしたことが一いち因いんになっているらしい。といっても、フロストがジェイドに屈くつしたわけではなく、あくまで威嚇をしなくなっただけだ。彼が命令を聞く相手は唯ゆい一いつルビーウルフのみで、ジェイドが呼びかけても無む視しするばかり。同じ狼でも、気立ての良いケーナとは大違いだ。


　もちろん、遊んでばかりもいられない。ハリスの案内で土地の状じよう況きようを見て回ったり、周辺の集落を訪たずねて開かい拓たくについての説明を行ったりする際さいにはルビーウルフも同行した。


　神国の民は王を神しん聖せい視ししているため、彼女の言葉は絶ぜつ大だいな説得力を持つ。開拓に不安を示していた者も、ルビーウルフがジェイドの説明を復ふく唱しようするだけで、協力的な態度に変わった。


　そして、ハリスの存そん在ざいも大きかった。エインフェルの村々は十数年に亘わたって彼の温情を受けてきたのだ。老人や急病人のために馬車を出すことはもちろん、医者に掛かるための費用もハリスが負ふ担たんしているらしい。


　その見返りに、ハリスは村の者たちが畑を耕たがやす姿や生活の風景を絵に描かく。人々への奉ほう仕しは決して善ぜん行こうなどではなく、そうして絵の題材になってくれることへの礼だというのだ。彼らの生き生きした姿を描きたいから、彼らには元気でいて欲ほしいのですとハリスは笑っていた。


　そうした日々を過すごし、数日後には王おう城じようへ一いつ旦たん戻もどる段だん取どりとなった。


　これから長い時間を掛けて、このエインフェルからグラディウスを変えていく。山を切り開いて海へ続く道を造つくるのだ。たとえそれが自分たちの代で終わらずとも、必ず成し遂とげてみせる。


　ジェイドはルビーウルフと、そう誓ちかった。




　第２章　雪ゆき柳やなぎの下で







　夕方近く、ジェイドが馬の手入れをしていると、クラリッサが厩きゆう舎しやへやってきた。彼女は馬には乗れないから、ここへ来てもあまり意味はないはずなのだが。


「明日、お帰りになるのですね」


「はい。けれど、またすぐ戻って参ります。ハリス殿どのにもクラリッサ殿にも、お世話になり通しで申し訳わけないのですが。今後もご迷めい惑わくをお掛かけするでしょうし」


　ジェイドがそう言うと、クラリッサは慌あわてた様子で首を左右に振ふった。


「迷惑だなんてそんなことありませんわ！　わたしはジェイド様にお会いできて、とても嬉うれしかったのです！」


　彼女が語調を強めて言ったことに驚おどろいて、ジェイドは目を丸くした。するとクラリッサは、さらに慌てて言葉を付け加える。


「あ、あの、もちろん陛下や騎き士し見習いの子たちともお話ができて楽しかったです。わたし、十五年以上この地から離はなれていませんので……」


　父のハリスと共にエインフェルに送られ、屋敷住まいとはいえ山やま間あいで育った人だ。幼おさない頃ころに暮くらした都市の話をジェイドやルビーウルフ、そして双ふた子ごの騎士見習いから聞いていたクラリッサの様子はとても楽しそうだった。それでも、彼女は一言も帰りたいとは言わなかった。きっとハリスと同じく、クラリッサもここでの生活が気に入っているのだろう。


「あの……」


　クラリッサは顔を伏ふせた。何か迷まよっているような、そんな様子だ。しばしそうしていたかと思うと、意を決したようにジェイドの顔をぱっと見上げた。


「先ほど、姉が戻ってきたのです。それで、どうしてもジェイド様にご挨あい拶さつがしたいと申しておりまして……」


「そうですか。では、馬車も戻ってきたのですね。喜ばしいことです」


　少しばかり冗じよう談だんめかして言うと、クラリッサは小さく笑った。


「ルビーウルフを呼んできます。姉君はどちらに？」


　ジェイドの問いに、クラリッサは再ふたたび俯いた。そして周囲を窺うかがうように目線を巡めぐらせ、声をわずかに潜ひそめた。


「実は、姉は戻ってきたのですが、また屋敷の外へ出てしまったのです。長く家を空けて、馬車も勝手に使ったことを咎とがめられるのではと心配しているようで……。陛下がいらっしゃるのに出歩いていたご無礼を詫わびる気持ちはあるようなのですが、都市で陛下のお噂うわさを聞いて、その……一人で戻るのは怖こわい、と」


　眉まゆ尻じりを下げ、クラリッサは困こまったように言う。しかしその説明に、ジェイドは妙みように納なつ得とくしてしまった。


　狼おおかみを引き連れ、盗とう賊ぞくと名乗る女王だ。『暁あかつきの女じよ傑けつ』と呼ばれる豪ごう胆たんな性せい格かくで、頼たのもしく思える気き質しつの持ち主だが、それは一歩間ま違ちがえると威い圧あつ的で恐おそろしい存そん在ざいとなる。クラリッサの姉は、そんな強きよう烈れつな印象を与えるルビーウルフの噂を聞いて顔を合わせるのが怖くなったのだろう。それでクラリッサに頼たのみ、誰か後ろ楯だてになってくれそうな人──ジェイドを味方につけたいとか、そんなところか。


　けれど、ルビーウルフはただの荒あらっぽい娘ではない。この春で十六になったというのに、子供じみた悪戯いたずらをしてジェイドを困らせることもあるし、仲間を何より大切にする信念を持つ。ほんの少し彼女の傍そばにいるだけで、最初に受けた印象は綺き麗れいに拭ぬぐわれてしまうのだ。ジェイドも当初、ルビーウルフをとんでもない猛もう獣じゆうだと呆あきれたが、今では彼女を敬けい愛あいしている。


　とはいえ、クラリッサの姉が女王の咎めを受けるのではないかと怯おびえてしまっているのなら、クラリッサを通して説得しても戻ってはこないだろう。春になったといっても夜は冷えるし、このまま放ほうっておくわけにはいかない。


　ジェイドは自分の馬に鞍くらを置き、馬ば房ぼうから出した。そして騎乗し、クラリッサの手を取って引っ張りあげる。彼女が落馬しないよう背はい後ごから抱かかえ込こみ、手た綱づなを操あやつった。


「姉君の所まで道案内をお願いします。日が落ちてしまう前に、急ぎましょう」


「は、はい！」


　目線が高くなり、不安定な馬上に緊きん張ちようしたのかクラリッサは上ずった声を上げた。


　空はすでに斜しや陽ようで、赤味を帯びた雲がたなびき、燦さん然ぜんと輝かがやく西日は山の端はへと近づいている。


　二人が乗った馬は庭の土を蹴け立たて、颯さつ爽そうと駆かけ出した。
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　クラリッサの言葉に従したがい、ジェイドは馬を走らせる。森の中の分かれ道をいくつも過すぎた頃ころ、違い和わ感を覚えた。


　分かれ道に差し掛かかるたび、クラリッサは迷いを見せるのだ。はじめは記き憶おくを手た繰ぐり寄よせるのに手間取っているのだと思ったが、どうも様子がおかしい。まるで、行き先などどこでもいいと──クラリッサが指し示す先に、彼女の姉はいないのではないかと感じ始めた。


　しかし、そんな疑ぎ念ねんをクラリッサにぶつけるのも失礼だと思い、彼女の指示通りに馬を走らせ──とうとう、彼女への疑うたがいを回かい避ひできない状じよう況きようとなった。行き着いた先では道が途と切ぎれ、渓けい流りゆうが姿すがたを現あらわしたのだ。


　轟ごう々ごうと唸うなるような音を立て、濁にごった水が渓谷の間を流れていく。山さん頂ちようの雪ゆき解どけ水が地面から染しみ出しているのか、水位は高そうだ。


「あ、あの、申し訳わけありません。わたし、道を間違えてしまったみたいで……」


「クラリッサ殿、一体どうなさったのですか？　あなたの意図は把は握あくしかねます」


　ジェイドが言うと、クラリッサは押おし黙だまってしまった。仕方なくジェイドは下馬し、クラリッサに手を貸かして彼女も馬から降おろした。


「慣なれない馬に乗って、お疲つかれでしょう。しばらく休きゆう憩けいしたら引き返します。ハリス殿どのが心配なさいますよ」


　これ以上、彼女の噓うそに付き合う義ぎ理りはない。日が落ちる前にクラリッサの姉を連れ戻そうと急いで出てきたため、外出する旨むねを誰にも伝えていないのだ。娘がいなくなればハリスは心配するだろうし、ジェイドはルビーウルフの騎士だ。これ以上、彼女の傍そばを離れるわけにはいかない。


　意図の摑つかめない狂きよう言げんに振ふり回された苛いら立だちを隠かくすため、ジェイドは小さく溜ため息をついた。するとクラリッサは、慌あわてた様子で弁べん明めいする。


「噓は……噓は、半分です。姉が戻ってきたのは本当なのです。けれど……」


　少し迷まよいを見せながらクラリッサはジェイドを見み据すえた。


「わたし、ジェイド様にお伝えしたいことがあるのです。それを姉に相談したら、人のいない所へ行って伝えたほうがいいと言われたので……」


「伝えたいこと、ですか？」


「はい。あの、わたし……」


　クラリッサが何かを言いかけた時だった。周囲の低木の枝えだ葉はが揺ゆれたかと思うと、ジェイドのすぐ背はい後ご──馬の足元に矢が突つき刺ささった。それに驚きよう駭がいした馬が棹さお立だちになって暴あばれる。


　ジェイドはとっさに馬を宥なだめようとしたが、前脚を振り上げた馬に近づくことはできない。鬣たてがみを振り乱みだした馬は嘶いななき、飛び跳はねるように駆け出してしまった。


　馬が突とつ然ぜん暴れだしたことに驚き、クラリッサは悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。


　腰こしに携たずさえたサーベルを抜ぬき、ジェイドはクラリッサを庇かばうように構かまえた。そして矢が飛んできた方向を睨にらみ据える。


「矢を向けるな！　人がいる！」


　渓けい流りゆうの轟ごう音おんに負けないよう、声を張はり上げた。


　このような森の中だ。猟りよう師しが野生の獣けものと間ま違ちがえて、馬に射い掛かけたのかもしれない。いや、それどころか、人間を鹿しかか何かと間違えて射てしまうことだってある。そのような事じ故こを防ふせぐためには、とにかく声を上げて人間であることを相手に知らせなければいけない。


　しかし、そんなジェイドの考えとは裏うら腹はらに、次の矢が複ふく数すうの角度から続けざまに飛んできた。ジェイドはそれらをことごとく切り払はらい、猟師の勘かん違ちがいなどではないと確信した。


　通つう常じようのものより太い矢だ。弓は一本の木材と弦つるで構こう成せいされる単弓ではなく、クロスボウだろう。素人しろうとにも扱あつかいやすいため、主に戦場で用いられる武ぶ器きだが、重量もあるので狩しゆ猟りようの道具としては不向きなはず。射手には明らかな殺意があった。それも相手は複数だ。


　切り払われた鏃やじりや羽は巻まきが地面を打って跳ね、クラリッサは座すわり込こんだまま悲鳴を上げた。頭を抱かかえて固く目を瞑つむり、震ふるえている。


　射手の目的も分からない状じよう態たいでは下手に動くこともできない。とにかくクラリッサを守らなければ。


　矢を番つがえるためか、しばしの間があった。それから、また矢が束になって飛んでくる。打ち払い損そこねた一本がジェイドの頰ほおを掠かすめ、茂しげみへ消えた。


　頰を伝う血を拭ぬぐう余よ裕ゆうもなく、打だ開かい策さくを考える。クラリッサを連れて逃げるにしても、相手の武器は射しや程てい距きよ離りの長いクロスボウ。立って走れば無む防ぼう備びな背せ中なかに射掛けられてしまう。


　クロスボウの欠点は、弦を巻くために掛かる時間だ。その間に呪じゆ文もんで応おう酬しゆうするしかない。矢が飛んでくる方向を見み極きわめ、ジェイドは呪文を唱え──茂みの向こうに、淡あわい光を見た。
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　ジェイドがいないことに気づいたのは、日ひ暮ぐれになった頃ころだった。


　最後に会った時、彼は馬の様子を見てくると言っていた。だからルビーウルフは、まず厩きゆう舎しやを見に行った。すると、ジェイドの馬もいないという事じ態たい。すぐに妙みようだと感じた。


　ハリスにそのことを告げると、彼は驚おどろいた様子でこう言った。クラリッサの姿も見えないのです、と。


　二人が揃そろって姿を消した。ということは、ジェイドとクラリッサが一いつ緒しよにいる可か能のう性せいは高い。しかし、なぜ誰にも告げずに出て行ったのか。


　ジェイドと別れてから、ルビーウルフは庭でリオンとティグルに剣けんの稽けい古こをつけてやっていた。それも普ふ通つうの打ち合いでなく、庭木に身を隠しながら相手の背後を取る練習だ。王おう城じようではお行ぎよう儀ぎのいい剣けん術じゆつしか学べないから、より実じつ践せんに近いこの訓練を双ふた子ごは遊び感覚で楽しみ、そしてルビーウルフに一いつ矢しも報むくいることができない実力の差に子こ供どもらしく悔くやしがっていた。


　そうした訓練方法だから、ジェイドが何かの用事で外に出るにしても、ルビーウルフに声を掛けられなかったのかもしれない。だとすると、どうしても急がなければいけない事じ情じようがあったのか。


　何にしろ、夜になっても戻もどってこないというのはおかしい。ルビーウルフは捜さがしに行くと言ったのだが、ハリスやリオンたちはそれを止めた。せめて朝になるまで待ったほうがいいと言うのだ。


　たしかに、女王であるルビーウルフを夜間の森に出向かせるのは危き険けんと感じるだろう。しかしルビーウルフは山で育ったのだ。夜の森でも平気で走り回るだけの暗あん視し能のう力りよくも鍛きたえられている。


　それでも、ルビーウルフは彼らの忠ちゆう告こくに従したがった。心配はしたけれど、ジェイドは自分の意思で帰ってくると信じていたからだ。


　だが、朝になって帰ってきたのはジェイドではなく、彼の馬だけ。手た綱づなにはクラリッサのハンカチが結びつけられ、メッセージが書き込まれていた。ジェイドと共にグラディウスを去る、と。


「そんなの、噓うそだ」


　文面をリオンが読み上げると、ルビーウルフは無む意い識しきにそうつぶやいていた。リオンもティグルも同意して頷うなずいたが、二人とも困こん惑わくし、何も言えないでいる。ハリスも、こんなことはあり得ない、何かの間違いだと言いながらも動どう揺ようは隠かくせなかった。


　ハンカチはたしかにクラリッサの物だとフロストとケーナが匂においで確かく認にんした。獣けもの同士なら、馬が見聞きしたものを聞きだせるかと思ったが、神しん経けい質しつな馬は狼おおかみには心を開かない。


　ルビーウルフは、それ以上何も考えられなかった。だって、ジェイドは昨日まで一緒にいて、ルビーウルフが子供じみた悪戯いたずらをしても笑って許ゆるしてくれていたのに。


「騎き士しが逃げ出してしまうだなんて、お噂うわさ通りの方ですのね、陛へい下か」


　応おう接せつ室しつでクラリッサのメッセージを前に呆ぼう然ぜんとしていた一同に、突然やってきた女が開口一番にそう言った。


「テレジア、口を慎つつしみなさい。久ひさ々びさに帰ってきたと思ったら……。女王陛下の御ご前ぜんですよ」


　普ふ段だんは穏おだやかな笑えみを絶たやさないハリスが、眉まゆを顰ひそめて苦言を呈ていした。しかしテレジアは、ふん、と嘲あざけるように鼻で笑う。それに激昂したのはルビーウルフではなく、騎士見習いの少年たちだった。


「陛下に対し、なんと無礼な！」


「分を弁わきまえぬ言動は、たとえハリス殿のお身内であろうと許ゆるしません」


　リオンとティグルは続けざまに声を荒あらげる。そして狼たちも、頭を低くして威い嚇かくの姿し勢せいになった。テレジアはそれに怯ひるんだ様子を見せ、しゃなりと身をくねらせる。


「まぁ、怖こわい。やはり噂は本当ですのね。気にいらぬ者はことごとく獣けものの餌えさにするだなんて、非ひ道どうもいいところ」


　顔を背そむけ、怯おびえた振りをしているけれど、テレジアには明らかに侮ぶ蔑べつの匂においを感じた。


　顔を縁ふち取どる茶ちや髪ぱつを胸むな元もとまで伸のばし、首も指も宝ほう石せきで飾かざり立てている。裾すそが魚の尾おのように広がった細身のドレスを着て、華はなやかな印象だ。しかし、鼻につく化け粧しよう品ひんの匂いが白粉おしろいをどれほど使っているのか物語っている。瞳ひとみは鳶とび茶ちやで、紅べにを引いた唇くちびるは石榴ざくろの実のように赤い。年ねん齢れいは二十代後半か、すでに三み十そ路じだろう。クラリッサとは少し歳の離れた姉し妹まいということになる。


　それにしても、ずいぶん印象の違う姉妹だ。ハリスの娘でクラリッサの姉だと思うと、そんな馬ば鹿かなと言いたくなってしまう。その場の全員の不ふ興きようを買っても、テレジアはまるで平気な顔だ。
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「クラリッサも、普ふ段だんは大人しい子なのに大だい胆たんなことをしましたわね。もっとも、妹の真剣な相談に軽はずみな助言をしてしまったわたしにも責せき任にんはあるのかもしれませんけど」


「どういうことだ？」


　困こまり果てた顔を作っているテレジアにルビーウルフは問う。するとテレジアは、いかにも楽しげな一いち瞥べつをルビーウルフに寄よ越こした。


「実はわたし、昨日の夕ゆう刻こくに一度戻もどってきていましたの。けれど女王陛へい下かがいらっしゃるとクラリッサに聞いて、自分勝手に振ふる舞まってお父様を困らせていることを咎とがめられるのではないかと怖こわくなって……。一晩ばん、馬車で過すごしましたわ。けれど、クラリッサに会った時に、あの子わたしにこう言いましたの。女王陛下の騎士様を愛してしまった、想おもいを伝えてもいいだろうか、って。そんな突とつ飛ぴなことをいきなり相談されたものだから、驚いてしまって。あの子にそんな度ど胸きようはないと思っていましたから、好きなら攫さらってしまえばいい、だなんて言ってしまいましたの。でも、一晩過ぎてみると心配になって、様子を見に来たらこの騒さわぎ──わたしの責任ですわ」


　嗚お咽えつし、テレジアは両手で顔を覆おおった。しかし、それは口元に浮うかんだ笑えみを隠すため。ルビーウルフは嘲ちよう笑しようの匂いを嗅かぎ取っていた。


　テレジアの言葉に、ハリスやリオンたちは戸と惑まどって顔を見合わせていた。けれどテレジアは構かまわず続ける。


「お父様やクラリッサが自じ慢まんにしてらっしゃる庭を見ていただきたくて、お友達を連れて参りましたのに……。ベネディクト家の恥はじを晒さらす結果になってしまって、残念です」


　言うと、テレジアは半分開けたままにしてあったドアの向こうに目線をやった。その合図で部屋の中に入ってきたのは、テレジアと同年代の男。黒くろ橡つるばみの瞳は、どこか超ちよう然ぜんとした印象だ。彼は微笑ほほえむでもなく無む造ぞう作さに一同を眺ながめ渡わたし、それからルビーウルフに対して深く一礼した。その拍ひよう子しに、褐かつ色しよくの髪かみがさらりと額ひたいにかかる。


「フィッツアラン侯こう爵しやく家のカミーユ様ですわ。陛下でしたらご存ぞんじでしょう？」


　さも当然と言わんばかりに、テレジアはルビーウルフに目を向けた。しかし、ルビーウルフの記き憶おくの中にこんな人物はいない。会っていたとしても忘わすれているだけかもしれないけれど。


　ルビーウルフは無む意い識しきに斜ななめ後ろを見上げていた。そうすると、ルビーウルフに代わってジェイドが適てき切せつな応おう対たいを──


　馴な染じんでしまった動作に、しかし捜さがした人の顔はなかった。胃の腑ふを摑つかまれたような息苦しさを感じて、ルビーウルフはぎりっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。


「マルクス・フィッツアラン殿のご子息ですね、存じております。私はリオン・エルカインド。そして弟のティグル。グラディウス宰さい相しよう、ロベール・エルカインドの息子むすこです」


　ルビーウルフが返答に困っていると察したリオンが、堂々とした素そ振ぶりでテレジアたちの気を引く。その隙すきにティグルが、城じよう下か都市ベイタスに屋や敷しきを構える侯爵家の長男です、と耳打ちしてくれた。


　しかしテレジアはそんな双ふた子ごの連れん携けいになどごまかされず、くすりと嘲笑を漏もらした。


「宰相閣かつ下かのご子息はお二人ともご立りつ派ぱですこと。子こ供どもでもしっかりしてらっしゃいますわね」


　双子を褒ほめた裏うらで、ルビーウルフを小馬鹿にした発言。この女王は十四歳さいの騎士見習いたちより物知らずだと間かん接せつ的に言ったのだ。しかし、表向きには賞しよう賛さんの言葉であるため、リオンもティグルも文もん句くは言えない。


　ハリスは困こまったように溜ため息をついた。


「テレジア、あなたはもう下がりなさい。私たちは今後のことを話し合わなければいけませんので。それと、必要な時にはあなたが知っていることを話していただきますから、今までのように出歩かないでください。──カミーユ様には、とんだ失しつ態たいをお見せしまして心苦しく思います。どうぞ、ごゆるりと」


　父親に追い出され、テレジアはつまらなそうな顔でその場を辞した。カミーユも彼女に伴ともなわれて部屋から出て行く。


「なんて無礼な女だ」


「陛下を愚ぐ弄ろうするなんて」


　ドアが閉しまったとたん、リオンとティグルは怒いかりを噴ふん出しゆつさせた。するとハリスが恐きよう縮しゆくしたように、申し訳ございません、と詫わび入った。テレジアが彼の娘むすめであることを忘れていたらしい双子は、もごもごと言い淀よどんで気まずそうに顔を見合わせる。そして救いを求めるような目でルビーウルフを見やった。


　目線で発言を求められたルビーウルフは、仕方なしに話を切り出す。


「テレジアは噓うそをついてないよ。いや、一つあるとすれば、あの人はあたしを恐おそれちゃあいないってことくらいかな。堂々としたもんだ」


「でも……！」


　リオンは反はん論ろんしかけたが、すぐに口を噤つぐんだ。この双子も、ルビーウルフの野性的な嗅きゆう覚かくのことはよく理り解かいしている。


「だけど、ジェイド様が何も言わずにいなくなるなんて、僕は信じられない……」


　声の調子を落とし、ティグルがつぶやく。気持ちに余よ裕ゆうがなくなったのか、言こと葉ば遣づかいは少年のそれに戻っていた。


「これは何かの間違いです。クラリッサがジェイド様を思し慕ぼしていたにしろ、このような愚おろかな真ま似ねをする娘ではありません。それに、もし仮かりにあの子がジェイド様への想いを告げていたとしても、ジェイド様がそれに応おうじるなどあり得ません。私にはわかります」


　まっすぐにルビーウルフを見つめ、ハリスは言った。自分の娘の行動を責めているのではなく、誠せい実じつなジェイドが何も言わずに姿すがたを消すなどおかしいと、彼は考えている。その点についてはルビーウルフも同じ考えだ。しかし──


「陛下はどうなさいますか？　もちろん、ジェイド様を捜しに行きますよね？」


　ルビーウルフが頷うなずけば、今にも駆かけ出していきそうな勢いきおいでリオンが指示を待つ。隣となりでは、ティグルも同じように急せかすような目つきでルビーウルフを見つめている。


　足元にケーナが擦すり寄よってきた。不安そうな顔つきだ。ということは、きっとルビーウルフも今はそんな顔をしているのだろう。


　ぐっと拳こぶしを握にぎり、ルビーウルフは双子の少年たちを見み据すえた。


「今日一日だけ、待ってみよう。あいつが理由もなく、何も言わずにいなくなるなんてことはないんだから、何か事情があるんだ。それに──」


　続きの言葉は、なかなか言えなかった。いや、言いたくなかった。溜め息で沈ちん黙もくをごまかし、適てき当とうな文もん句くで締め括くくる。


「王城に戻る予定がずれ込むから、お前たちもそのつもりでいてくれ。勝手な行動はするなよ」


　それだけ言って、ルビーウルフは踵きびすを返した。部屋を出る際さい、追いかけてきたのは狼おおかみたちだけ。双子は棒ぼう立だちになってルビーウルフを見送り、ハリスは沈ちん痛つうな面おも持もちで深く一礼した。
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　この屋や敷しきの庭は、庭園というより花の森だ。どの季節でも色いろ鮮あざやかな花が咲さくよう、植物の種類を選び抜ぬいて育てている。しかし人工的な部分はあまり感じない。剪せん定ていされているはずなのに、枝えだ葉はは伸び伸びと太陽に向かっている。


　庭の各所には長なが椅い子すが置かれている。ハリスが絵を描えがく時、それを利用するのだろう。藤ふじ棚だなのアーチの傍そばにも一脚きやく、設もうけられていた。そこに腰掛け、ルビーウルフは白しら藤ふじの甘あまい香かおりを胸むねいっぱいに吸すい込こむ。


　ジェイドは戻ってくる。だから捜しに行く必要なんかない。ハリスだって、これは何かの間違いだと言っていた。ハリスはジェイドを、そして娘のクラリッサを信じている。


　けれど、あのハンカチのメッセージは本物だ。クラリッサの持ち物だと、狼たちの嗅覚が判はん断だんしたのだ。


　そしてテレジアの言葉に噓はないと、ルビーウルフは自身の嗅覚で知った。テレジアは明らかにルビーウルフを嫌きらっているが、クラリッサに相談を受けて助言をしたことは本当だろう。


　花の香りを胸に溜ため、一気に吐はき出した。どうしようもなく気が重い。腹はらの中に石でも詰つまっているような感覚だ。


　思い出してみると、ルビーウルフたちがここへ来た当初からクラリッサはジェイドを気に入っている様子だった。クラリッサにはジェイドを慕したう気持ちがあったのだろう。


　問題は、ジェイドがそれに応おうじたかどうかだ。ハリスはあり得ないと言っていたけれど、根こん拠きよなんてない。もしも二人が合意して共に姿を消したのなら、捜さがしに行くのは野や暮ぼというものだ。


　先ほども、リオンとティグルにそう言おうとした。けれど言えなかった。言うと負けを認みとめてしまうようで嫌いやだった。──何に対して『負け』なのかは、よくわからないけれど。


　春風が、吹ふき溜まった白藤の花か弁べんを巻き上げた。ひらりしゃらり舞まう花弁が頭や顔に降ふりかかる。


　それらを手で払い除のけていると、足元に伏せていた狼たちがぱっと立ち上がった。その視し線せんの先にいたのは、先ほどテレジアと共にいた男──カミーユ・フィッツアラン。


　白藤の花びらが舞う中、カミーユは貴き族ぞく然とした堂々たる足取りでルビーウルフに歩み寄った。そして胸に手を当て、丁てい寧ねいな礼をする。


「お隣、よろしいですか」


「あいてるから好きにすれば？」


　ルビーウルフが素そっ気なく答えると、カミーユはもう一度深く礼をしてから長椅子に腰掛けた。すると、すかさず純じゆん白ぱくの獣けもの──雄おす狼のフロストも長椅子に飛び乗り、二人の間にふてぶてしく座り込んだ。鼻先をつんと上に向け、カミーユには一いち瞥べつもくれない。


　まるで、しばらく前までジェイドにしていた態度そのままだ。ジェイドに威い嚇かくをしていた頃ころは、どうにか仲良くなってもらえないものかと苦心したけれど、今はそんなフロストの行動がとても頼たのもしく思える。


　大きな獣が突然割り込んできたことにカミーユは少々驚いたようだが、すぐに平静を取り戻した。そして物珍しそうにフロストとケーナを見比べる。


「鎖くさりはつけないのですか？」


「あ？」


　不ぶ躾しつけな問いに、ルビーウルフは不ふ機き嫌げんな声こわ音ねを上げた。


「こいつらは犬じゃない。野生の狼に鎖なんていらない」


　鎖や首輪で繫つないでしまったら、それはもう家か畜ちくだ。兄弟同然に育ってきた彼らを、そんな扱あつかいにはしたくない。


　ジェイドは、そんなことは言わなかった。どんなにフロストが牙きばを剝むいて唸うなろうと、鎖で繫いで無理やり服従させようなんてしなかった。それどころか、群むれの一員として認められようと懸けん命めいだった。ジェイドのそんな行動を見て、はじめは狼たちを恐おそれていた王おう城じようの者たちも、今ではすっかり馴な染じんでしまっている。フロストはともかく、ケーナの気立てが良いというのも大きく影えい響きようしているのだろうけれど。


　機き嫌げんを損そこねてしまったルビーウルフに、カミーユは諭さとすような口調で言った。


「そのように思ってらっしゃるのは、陛へい下かや一部の方々だけです。狼は家畜を盗ぬすみ、人を襲おそうもの。どんなに馴れていると言われても、普ふ通つうの人間には脅きよう威いです。それに、狼の騎き士し様たちのためにも、せめて首輪で野生のものと区別をつけたほうがよろしいかと存ぞんじます。我われ々われや一いつ般ぱんの者には狼の個こ体たいなど識しき別べつできませんから、家畜を襲うために山から下りてきた狼と勘違いされ、討うち果はたされてしまうやもしれません」


　正せい論ろんに、ルビーウルフは言い返せなかった。


　狼の顔や表情は人と同じく、それぞれ違う。けれど、普通の人間には見分けようもないのだ。ルビーウルフがそれを識別できるのは狼の養母に育てられたから。狼の言葉を理解し、彼らの言い分も聞くことができる。


　盗とう賊ぞくの仲間たちはそんなルビーウルフを受け入れてくれていたし、むしろそれを誇ほこりに思えと言ってくれた。そしてジェイドも、狼たちと言葉を交かわすルビーウルフを奇き異い視しすることなく鷹おう揚ように見守ってくれて──


　考え事をすると、つい彼のことを思い出してしまう。雑ざつ念ねんを振り払うようにルビーウルフは勢いきおいよく立ち上がった。今は誰とも話したくない。


「お待ちください、陛下」


　その場を去ろうとしたルビーウルフをカミーユが立ち上がって制せい止ししたけれど、ルビーウルフはそれを無視する。しかし、次に彼が言った言葉に、思わず足を止めてしまった。


「グラディウスを率ひきいて立つのは陛下です。それをお忘わすれなきよう」


「……わかってるよ」


　小さく答え、ルビーウルフは歩き出す。歩調が少し速かったのは、その場から走って逃にげ出したい気持ちを抑おさえていたから。しかし、そんな弱みを他人に見せたくない。いつだって余よ裕ゆうの態たい度どでいたいと思うのは、自じ尊そん心しんだけでなく、ルビーウルフの中の野や性せいがそうさせるのだ。一いつ瞬しゆんでも隙すきを見せたら、捕とって食われてしまう。それが獣だ。


　屋や敷しきの裏うら手てに移うつったルビーウルフは、真っ白な雪ゆき柳やなぎが密みつ生せいしている下に潜もぐり込こんだ。ここなら誰かが来ても、そうそう見つからないだろう。


　潜り込むのに、背せ負おった長ちよう剣けんは枝えだに引っ掛かって邪じや魔まだった。剣帯ごと外し、腕うでに抱かかえる。


　細やかな金の装そう飾しよくに真っ赤な房ふさ飾かざり。この〈導みちびきの剣〉を扱えるということが、グラディウス王家の血ち筋すじを示しめす。これを掲かかげ、民たみを率いてくれと言ったのはジェイドだ。ルビーウルフは自身の目的を果たすため、その要求を受け入れた。


　この国を豊ゆたかにすることがルビーウルフとジェイドの共通した目標だった。生き真ま面じ目めな彼が、それを放ほう棄きするとは考えられない。


　けれど、不安になってしまう。盗賊であることに拘こだわり、ジェイドの手を煩わずらわせていたと自分でわかっていたから。そんな異い質しつで未み熟じゆくな女王の相手をするのは、さぞかし大変だったろうと容よう易いに想そう像ぞうできるから。


〈導きの剣〉を傍かたわらに置き、膝ひざを抱え込む。膝ひざ頭がしらに額をつけて、小さく溜ため息を零こぼした。


（何を迷まよっているの、ルビー）


　気だるく頭を持ち上げてみると、そこには砂すな色の身を屈かがめ、雪柳の下に潜り込んできたケーナがいた。フロストもいる。


（あなたにとって、ジェイドは必要な人ではないの？）


「だけど、逃げ出したものを追いかけて捕つかまえたって、その後はどうなるんだ？　女王らしく処しよ罰ばつするか？　力で押さえつけて屈くつ服ぷくさせるか？──そこまでして、あいつの生き方を邪魔する権けん利りなんかないよ」


（本気で言っているの？）


　ケーナは静かに問う。しかし、ルビーウルフは顔を伏ふせ、もう答えなかった。今は何も考えたくない。


（だめだ、ケーナ。今のルビーウルフは深手を負った獣けもののようなものだ。気が立っている）


　落ち着いた声こわ音ねで言ったのはフロストだった。


（俺おれはあの男──ジェイドのことを認めたわけではない。だが、ルビーウルフ。お前があの男を群れの仲間とするなら、俺はそれを受け入れよう。あいつの武勇は俺も評ひよう価かしているからな）


　それだけ言うと、フロストは黙だまった。


　きゅうぅ、と鼻を鳴らし、ケーナもしばし黙もくす。それから、迷いながらも切り出した。


（私たちとルビーは違うわ。私たちは、どうしたってルビーより先に死ぬもの）


「わかってる」


　突つっ撥ぱねるような声音でルビーウルフは答えた。


　狼おおかみと人とでは、寿じゆ命みようは大きく違ちがう。ルビーウルフの養母であるヴィアンカも十数年生き、老ろう衰すいで亡なくなった。だからケーナもフロストも、二十年後には生きてはいないだろう。だけど──


「わかってるけど……なんで今、そんなことを言う必要があるんだ！」


　顔を上げ、ルビーウルフが怒ど鳴なるとケーナは耳を伏せて畏い縮しゆくした。すると、見かねたフロストが割わって入ってくる。


（今、この時だから言う必要があったんだ。俺たちがいなくなれば、お前は否いや応おうなく孤こ立りつする。普ふ通つうの人間たちと盗賊たちとでは、お前に対する認にん識しきが違う。獣の性さがが強いお前では、人の群れには馴な染じめない。その橋渡しができるのは、悔くやしいがあの男しかいない。お前も、それはわかっているはずだ）


「そんなの、ないものねだりだ。あいつはもういない。ジェイドがいなくたって……」


　立りつ派ぱに女王をやってみせる。


　そう言おうとして、ルビーウルフは口を噤つぐんだ。ジェイドの後ろ楯だてがなければ、まともな挨あい拶さつすらできないと、先ほどテレジアにカミーユを紹しよう介かいされて思い知ったではないか。


　この国に必要なのはルビーウルフの血筋だ。本当なら、一いつ刻こくも早く世よ継つぎを残すことに専せん念ねんしなければいけない。どうせ、国を動かす知識などないのだから。


　表立って言う者はいないけれど、誰もが急せかす気持ちを抱いている。ルビーウルフには匂においでわかる。ルビーウルフの実母は子こ供どもができにくい体質だったそうだから、それをルビーウルフが受け継ついでいるとしたら一大事だ。今後の大きな懸け念ねん材料となるだろう。


　多くの人がそう思っている中、ジェイドだけは違った。ルビーウルフに対し、血筋を残すための『国の部品』的な考えは一いつ切さい持っていない。いつだってルビーウルフの意思と自由を尊そん重ちようしてくれる。


　それに甘あまえていたんだと、今になって気づいた。ジェイドがいかに、ルビーウルフの自尊心を傷きずつけないよう配はい慮りよし、その気き遣づかいすら悟さとられまいとしていたか。


　誠意の体現みたいな男。だからルビーウルフは彼を捜さがしに行くのは嫌いやなのだ。ジェイドが自分よりクラリッサを選んだと、現実を突きつけられるのが怖こわいから。


　哀かなしい、じゃない。よくわからない感情。あえて言い表すなら──腹はらが立つ。


　それは、何も言わずに姿を消したジェイドに対する不満か、それとも彼を唆そそのかしたのかもしれないクラリッサに向けた怒いかりか、または紳しん士したるジェイドに見み捨すてられるような不ふ甲が斐いない自分自身への自じ己こ嫌けん悪おか。──たぶん、それらを全部ひっくるめた感情だ。


　何かを考えようとしても、思考が鈍にぶってしまう。軽い眩暈めまいにも似にた不ふ快かい感かん。ルビーウルフはその場に寝ね転ころがり、丸くなった。


　ここで寝てしまったら風か邪ぜを引くだろうか。でも、構かまわない。少しくらいなら平気だ。寝ている間に、もしジェイドが帰ってきたら、それでいい。


　うとうとして、だんだん瞼まぶたが閉とじてくる。睡すい魔まに誘さそわれるまま意識を手放そうとした時だった。ケーナが鼻をひくつかせ、小さくつぶやいた。


（ジェイドの匂においがする）


　その言葉に、ルビーウルフは飛び起きた。雪ゆき柳やなぎの枝えだが葡ワ萄イ酒ン色の髪かみに絡からみついたけれど、気にしてはいられない。


「どこ!?」


　片かた手てで〈導みちびきの剣けん〉を引きずりながら、雪柳の茂みから這はい出す。それについてきたケーナとフロストがルビーウルフに急せかされ、小走りに先せん導どうする。だが、どうも足取りは軽かろやかではない。


（ジェイドの匂いだけど、何か違うわ。本人じゃない）


　戸と惑まどいながらケーナが言う。その言葉通り、狼たちが先導した場所にジェイドはいなかった。いたのは、マルメロの木の下で長なが椅い子すに腰こし掛かけ、手の中の何かを眺ながめているハリスだけ。ハリスはルビーウルフたちに気がつくと、持っていた何かをさっと上着の内側に隠かくした。


「何を隠したの？」


「いえ、これは……」


　間かん髪はつ入れずにルビーウルフが問うと、ハリスは戸惑ったように言い淀よどむ。その不ふ審しんな態たい度どは、ただでさえ神しん経けいを尖とがらせているルビーウルフの癇かんに障さわった。


　フロストに目線で合図を送る。するとフロストはハリスの上着の隙すき間まにすっと鼻先を差し込み、隠されたものを銜くわえて引っ張り出した。そして奪とり上げたものをルビーウルフに差し出す。


　金の浮うき彫ぼりの首飾り。翡翠ひすいが中央に嵌はめ込まれている。ジェイドが持ち歩いていた、父親の形見だ。


「どうしてこれをお前が持っているんだ」


「ジェイド様からお預あずかりしたのです」


　焦あせりを見せるハリスに、ルビーウルフは疑ぎ念ねんを搔かき立てられる。感情を抑おさえることができず、ぎりっと鋭するどくハリスを睨にらんだ。


「だったら、なんで隠す必要があった？　やましいことがないんなら、隠さなくてもいいだろう」


「それは……申し上げられません」


　深く頭を下げようとしたハリスの胸むな倉ぐらを、ルビーウルフは摑つかんだ。黙もく秘ひは許ゆるさない。暴ぼう力りよくを振ふるうつもりはなかったが、頭を下げることでごまかされるのは嫌いやだった。しかし──


「そこで何をしているの!?　お父様に乱暴はしないで！」


　金切り声を上げ、駆かけ寄よってきたのはテレジアだった。顔を真っ青にしてルビーウルフとハリスの間に割わって入り、その身を楯たてにしてハリスを庇かばう。そしてルビーウルフと狼おおかみたちを憎にく々にくしい眼まな差ざしで睨みつけた。


「なんて人……！　お父様をその獣けものたちに食わせようというの!?　あんまりだわ、こんな人が女王だなんて！」


　悲鳴じみた声でテレジアは喚わめき散らす。その声を聞きつけて、リオンとティグル、そしてカミーユが駆けて来た。何が起こっているのか把は握あくできていない彼らに、テレジアは憐れん憫びんを誘さそう声こわ音ねで救いを求める。


「助けてくださいませ、陛へい下かがお父様を……！　狼に襲おそわせるつもりだったのです！　ひどい……！　この方はそうやって、人を脅おどして屈くつ服ぷくさせてきたのだわ！　こんなやり方では、グラディウスは本当に荒こう廃はいしてしまう！」


「テレジア、落ち着きなさい。私は大だい丈じよう夫ぶですから……」


「でも、お父様！　クラリッサもいなくなって、お父様にまで何かあったら、わたしは……」


　恐きよう慌こうをきたして泣き崩くずれたテレジアを、ハリスが宥なだめようとする。しかし、テレジアの痛いたましい様子に、双ふた子ごの少年たちとカミーユは非ひ難なんの目をルビーウルフに向けた。


「陛下、何があったのですか？」


「まさか、本当にハリス殿どのを……？」


　疑うたがわしそうな眼差しで、リオンとティグルが問う。不安げで、間違いであって欲ほしいと願う感情が嗅かぎ取れた。


　けれど、ルビーウルフがハリスに詰きつ問もんしたのは事実だ。言い訳わけをするつもりはない。感情を抑えられないほど焦あせっている自分に気がついて、閉へい口こうしてしまう。


「陛下、それはたしかにジェイド様からお預かりした物です。だからこそ私は、ジェイド様が姿すがたを消すなどあり得ないと考えております。けれど、ジェイド様とのお約束で、お預かりした経緯いきさつについては申し上げられません。どうかご容よう赦しやください」


　嗚お咽えつするテレジアの背せ中なかを擦さすりながら、ハリスが言う。


　ハリスは噓うそをつける性せい格かくではない。それはルビーウルフもよくわかっている。けれど、何な故ぜだろう。それでも疑ってしまう。噓の匂いなんてしないのに、誰も彼もが疑わしい。


　焦りや不安で嗅きゆう覚かくが鈍にぶっているのか。神経が過か敏びんになって、周囲の者すべてが敵てきに見える。


　今のルビーウルフをフロストは手負いの獣けものと譬たとえたが、まさしくその通りだった。傷きずを負った獣は外敵に襲われやすいため、必要以上に警けい戒かい心しんが強くなる。ルビーウルフに向けられる、負の感情だけを嗅覚が嗅かぎ取る。


　リオンとティグルの失望。ハリスの落らく胆たん。カミーユの侮ぶ蔑べつと──テレジアの嘲ちよう笑しよう。


　ハリスの胸に顔を埋うずめ、泣いていたはずのテレジアは赤い唇くちびるに弧こを描えがいていた。鳶とび茶ちやの瞳ひとみをすっと細め、ルビーウルフを嘲あざ笑わらっていた。


　それを察したフロストとケーナが牙きばを剝むいて唸うなる。するとテレジアは怯おびえた様子で小さく悲鳴を上げた。


　女王の騎士を志こころざしている双子は、とっさにテレジアとハリスを庇かばった。狼たちの前に立ちはだかり、両手を広げる。


　それを見守っていたカミーユが、ルビーウルフに向かって言った。


「やはり、獣に鎖くさりは必要でしょう。愛あい玩がんしている動物を自由にしておきたいというお気持ちはわかりますが、それでは陛下も獣たちも、いずれ不幸な思いをする結果になってしまいます」


　ルビーウルフが手で制せいすると、狼たちは唸るのをやめた。けれど、カミーユは首を横に振る。ルビーウルフの指し示じしか聞かない狼たちを野放しにしておくのは、どうあっても賛さん成せいではないらしい。


　反はん論ろんはできなかった。今の状じよう況きようではルビーウルフが何を言っても、みっともない自じ己こ弁べん護ごになってしまう。


「……少し、考えさせて。ハリスも、感情的になって悪かった」


　それだけ言うと、狼たちを引き連れてルビーウルフはその場を去った。


　どうして、こんなことになったんだろう。何度も自問自答してみるけれど、辿たどり着く結論は結局同じ。


　ジェイドがいないから。いつもなら、感情的になっても彼が止めてくれる。


　いつの間にかジェイドに依い存ぞんしてしまっている自分が情なさけなくて、人目につかない場所に移うつったルビーウルフは握にぎり拳こぶしを庭木の幹みきに強く叩たたきつけていた。




　第３章　迷まい子ごを迎むかえに







　クラリッサが目を覚ましたのは明け方になってからだった。


　目覚めた彼女は、自身が服を着ていないことにひどく驚おどろいていた。ずぶ濡ぬれのままにしておくこともできないし、失礼を承しよう知ちでジェイドが脱ぬがし、焚たき火の傍そばで木の枝えだを組んで干ほしておいたのだ。


　もちろん下着だけのままでも風か邪ぜを引いてしまうので、枯かれ草や木の葉をかき集めて毛もう布ふの代わりにした。


「目が覚めましたか。後ろを向いていますから、服を着てください」


　木の葉の中にうずくまって狼ろう狽ばいしているクラリッサに背せを向け、ジェイドは言った。


「あの……何があったのですか？」


　服を着たクラリッサが問う。どうやら、恐きよう怖ふで一部の記き憶おくが欠けてしまったらしい。振り向いてもいいかと確かく認にんを取ってから、ジェイドはクラリッサに向き直った。そして昨日から今までについての経緯いきさつを簡かん潔けつに述のべる。


　あの時、茂しげみの向こうに見た光に危き機き感を覚えたジェイドはとっさに防ぼう御ぎよの呪じゆ文もんを唱えた。竜たつ巻まきを纏まとう、風の鎧よろいだ。しかし、相手の攻こう撃げきはそれに勝まさる威い力りよくを持っていた。


　放たれた炎ほのおは竜巻に拡かく散さんされ、防ふせぐことができた。けれど、それに伴ともなう爆ばく発はつが、風を纏ったジェイドとクラリッサを渓けい谷こくへと弾はじき飛ばしたのだ。


　雪ゆき解どけ水で増ぞう水すいした川に流され、クラリッサと逸はぐれないように手を摑つかんでおくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。川かわ幅はばが広がり、流れが緩ゆるやかになった所でようやく川から這はい上がることができたものの、寒さと疲つかれでクラリッサが倒たおれ──今に至いたる。


「心当たりはありませんか？」


「何が、ですか？」


　ジェイドが問うと、クラリッサは顔を伏ふせた。明らかに何かを隠かくそうとしている態たい度どだ。


「我われ々われを襲おそった者たちに心当たりはありませんか？　あなたやハリス殿どのを憎にくむ者などいないだろうとは思いますが、逆さか恨うらみということもあります。──それとも、標的はクラリッサ殿ではなく、俺おれでしょうか。それならいろいろと説明がつく」


　屋や敷しきから引き離はなし、孤こ立りつさせてから命を狙ねらう。クラリッサの行動がそのための手引きだったとしたら、姉がどうのこうのと噓うそをついていたのも理り解かいできる。


　それに、ジェイドを恨うらむ者はたくさんいるだろう。先代の宰さい相しようとその息子むすこを断だん罪ざいし、排はい斥せきしたのはジェイドだ。そして、ルビーウルフを女王として即そく位いさせたのも。


　それによって、甘あまい汁しるを吸すっていた者たちも陰かげから引きずり出され糾きゆう弾だんされたが、すべてとはいかない。見み逃のがしてしまっている者、またはジェイドとルビーウルフの新しい体制を疎うとましく思っている者もいるだろう。国内すべての賛さん同どうを得うるなど、不ふ可か能のうに近いのだから。


　クラリッサは伏せていた顔を上げた。ジェイドに疑われていると悟さとったのだろう。両手を地面につき、懇こん願がんの眼まな差ざしで見上げてくる。


「わたしは……わたしはジェイド様に危き害がいを加える真ま似ねなど致いたしておりません！　どうか信じてください！　あれはきっと、テレジア様が……」


　そこまで言って、はっとしたように口を噤つぐんだ。だが、もう遅おそい。


「テレジア様？　テレジアとは、クラリッサ殿の姉君のお名前ではなかったですか？　なぜ、そんな他人行ぎよう儀ぎな呼よび方を？」


　ジェイドが訊たずねると、クラリッサはしばし迷い、観念したように溜ため息をついた。


「わたしは、ハリス様の本当の娘むすめではありません。幼おさない頃に実の両親が亡なくなったので、ハリス様が養女として引き取ってくださったのです。だからテレジア様も、本当のお姉様ではないのです」
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「それは……不ぶ躾しつけなことを訊いてしまいました。申し訳わけありません」


　そういうことは、あまり他人には触ふれてほしくないことだろう。ジェイドは謝しや罪ざいしたが、クラリッサは小さく笑って首を左右に振った。


「いいえ、謝あやまっていただく必要はありません。ハリス様はとても親切にしてくださいますもの。──わたしの父は、長年ハリス様のお屋敷で庭にわ師しとして仕えていました。その才さい能のうをきっと受け継ついでいるはずだからと、今でもお屋敷の庭仕事を全部わたしに任まかせてくださるのです。季節ごとに花を咲さかせて、そのたびにハリス様が喜んでくださるのが嬉うれしくて、本当に感謝しています」


　溢あふれるような花の庭園。あれをクラリッサが造つくり上げたのかと思うとジェイドは感かん嘆たんしてしまった。そしてハリスのクラリッサに対する気遣いにも頭が下がる。


　ただの養女として令れい嬢じようらしく育てていたら、それまで使用人の娘という立場だったクラリッサはさぞかし居い心地ごこちが悪かっただろう。しかし、ハリスはクラリッサに役目を与あたえた。彼女の才を見み抜ぬき、実の父親と同じ仕事をさせることで、クラリッサに自信と誇ほこりを身に付けさせたのだ。


　ハリスに感謝し、クラリッサは微笑ほほえんでいた。だが、ふいに表情が暗くなる。


「ハリス様はとてもお優やさしいです。でも、テレジア様は……昔から、気き性しようの激はげしい方でした。だから……こんなことを言うと、ハリス様にもテレジア様にも失礼だとわかっていますが、あの方ならどこでどんな恨うらみを買っているとも知れません」


　つまり、クラリッサはこう言いたいのだ。我々はテレジアを恨む者に襲われた。テレジアを取り巻まくいざこざに巻き込こまれただけなのだ、と。


「なるほど、わかりました」


　この際さい、クラリッサの主しゆ張ちようが本当かどうかはどうでもいい。とにかく屋敷に戻もどることが最優ゆう先せんだ。何も告げずに出てきて、一ひと晩ばん戻もどらなければ大変な騒さわぎになっているだろう。クラリッサがジェイドを連れ出した不ふ審しんな行動について問い質ただしたいが、この様子では正直に話してくれそうもない。それに、クラリッサだって危あやうく死ぬところだったのだ。彼女が無関係である可か能のう性せいも捨すてきれない。


　ともかく、押おし問答をしている暇ひまがあったら、一いつ刻こくも早く屋敷に向かって出発すべきだ。


　流された川から、ここはさほど離れていない。水の流れる音が地面を通して響ひびいてきている。上流に向かい、川かわ沿ぞいを進めば戻れるはずだ。


　ルビーウルフは今頃どうしているだろう。心配してくれているだろうか。──いや、彼女のことだから、勝手にいなくなったことを怒おこっているかもしれない。戻ったら、拳こぶしの一発も食くらう覚かく悟ごをしておいたほうが良さそうだ。


　そう考えると、なんだか笑ってしまった。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをぎらつかせ、眦まなじりを吊つり上げて怒っている彼女の顔が目に浮かぶようだ。この場にいなくても、その存そん在ざいはジェイドを力づけてくれる。


「では、急いで戻りましょう。ハリス殿が心配なさいますよ」


　クラリッサを促うながし、ジェイドは出発の準じゆん備びを始めた。焚たき火に砂すなをかけて消し、その上から木の葉で覆おおって形けい跡せきも消した。そんなジェイドの行動を不思議そうに見ていたクラリッサに、ジェイドは小さく微笑む。


「ルビーウルフが教えてくれたんです。なので、焚き火はこうやって消すものだと身に付いてしまって」


　盗とう賊ぞくとして、狼おおかみの娘として、山で育った少女だ。以前、ルビーウルフと旅をした時、ジェイドが食糧に困こまらなかったのも安全な場所で眠ねむれたのも彼女がいたからこそ。森の中を軽かろやかに駆かけ、鮮あざやかに狩かりをし、獲え物ものを分け与あたえてくれた。


　実はジェイドも、クラリッサが眠っている間にルビーウルフの狩りを真ま似ねて獲物を探さがしてみたけれど、上う手まくいかなかった。川に流された際にサーベルも失っているし、もし獲物を捕らえることができても、捌さばくことすら難なん儀ぎだろう。


　ルビーウルフがいなければ、飢うえを凌しのぐこともできない。彼女は優ゆう秀しゆうな狩人かりゆうどであり、獣だった。森の中ではルビーウルフに頼たよりきりだったから、彼女なしの今の状じよう況きようは正直、厳きびしい。


　だからこそ早く戻らなければ。多少の飢えは、ジェイドなら我が慢まんできる。しかしクラリッサにはきついだろう。ただでさえ疲つかれきって体力を失っているのに、長時間食事を断たっていれば歩くことさえ困こん難なんになる。


　理想的なのは進みながら獲物を捕まえるか、食べることのできる植物を探すことだが……そう簡かん単たんにはいかないのが実情だ。


　川沿いに向かい、ジェイドが歩き出すとクラリッサもついてきた。


「ジェイド様は、陛へい下かと仲がよろしいのですね」


　つぶやくようにクラリッサは言った。控ひかえめに微笑んだ口元は、なぜだか少し寂さびしそうだった。


「陛下が盗とう賊ぞくの育ちだということは聞いています。けれど、それでもあの方は女王陛下ですわ。そんな方のお名前を呼よび捨すてにするなんて、わたしにはできません。陛下とジェイド様の間には、大変な信しん頼らい関係がおありなんですね。──羨うらやましいです」


　何を羨む必要があるのか、ジェイドにはわからなかった。しかし、返事をしないわけにもいかないので、差し障さわりのない返答をする。


「彼女は自分の名前に誇ほこりを持っていますから、それを尊そん重ちようしているだけです。それに、彼女の前で改まった態たい度どを取ろうものなら、警けい戒かいして近ちか寄よってくれません。何せ狼おおかみですから」


　ジェイドの言葉に、クラリッサは笑う。やはり、どこか憂うれいのある笑えみだった。


「ジェイド様は陛下をとても大切に思ってらっしゃるのですね」


「それが騎き士しというものです」


　当然と言わんばかりにジェイドが答えると、クラリッサはそれきり黙だまってしまった。
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　その日の夜になっても、ジェイドは戻ってこなかった。


　一日だけ待つ、という約束だ。決けつ断だんしなければならない。ジェイドを捜さがしにいくか、それとも予定通りに王おう城じようへ戻るか。


　なかなか答えを出さないルビーウルフに、今まで陛下陛下と慕したっていたリオンとティグルも不安そうな眼まな差ざしを向けてくるようになった。


　集しゆう団だんを取り纏まとめる立場にある者は、常つねに堂々と振ふる舞まわなくてはいけない。ブラッディ・ファングの頭かしらだったモルダはいつだって鷹おう揚ようで陽気で泰たい然ぜんとしていた。どんな困こん難なんな時でも、彼が大だい丈じよう夫ぶだと言えば誰もが安あん堵どした。


　そんなモルダの姿すがたを見て育ったというのに、小さな決断一つできない自分が情なさけなくてたまらない。


　なんだか、自分が弱くなっているような気がする。ルビーウルフはそう感じていた。山を離はなれて以来、少しずつだが何かがルビーウルフの中で変化し始めている。


　盗賊として山で暮くらしていた頃ころは、狼の群むれを率ひきいる長おさとして、常つねに先頭に立っていた。群れの狼たち、そして仲間の盗賊たちを守るために誰よりも強くあろうと気を張はっていた。


　それが今では、油断すると気が緩ゆるんでしまう。気を緩めてしまう場所を──ジェイドを見つけてしまった。それを失った今、こうして狼狽うろたえているのだから本当に情けない。


　昔、養母のヴィアンカがルビーウルフに言った。あなたは自分で見つけるのでしょうね、と。


　モルダとヴィアンカの仲を羨んだルビーウルフに、そう言ったのだ。


　野生の狼であるヴィアンカが、ゆったりと寄り添そっていたのはモルダの背せ中なかだった。幼おさなかったルビーウルフは、それが羨ましくて仕方なかった。


　だけど、誰かに身を委ゆだねて頼ることが弱さに繫つながるなら、そんなのはいらない。必要ない。弱くなんて、なりたくない。


　強く握にぎった拳こぶしの中に、小さくて硬かたい感かん触しよくがあった。ハリスに返しそびれた、ジェイドの首くび飾かざりだ。


　彼は何のために、これをハリスに預あずけたのだろう。父親の形見を置いて、どうして姿を消したのだろう。考えたって答えなんか出ないけれど、思考はぐるぐると頭の中を駆かけ巡めぐる。


「陛下」


　呼ばれ、はっと顔を上げた。考えに耽ふけってしまって、周囲の声が聞こえていなかった。


　応おう接せつ室しつにはハリスとテレジア、リオンとティグル、そしてカミーユが集まっている。ルビーウルフに呼び掛けたのはカミーユだった。


「陛下、ご決断を。このまま、ここでこうしていても詮せんないことです。陛下が指し示じを下さなければ、騎士見習いの少年たちも身動きが取れません。私で良ければお力になります故ゆえ、今はどうか国の長たる采さい配はいを」


　ちら、とリオンとティグルに目線を向け、カミーユが言う。彼らはもう、ルビーウルフには何の期待もしていない。ひどく落らく胆たんしている。裏うら切ぎられたと言わんばかりの哀かなしげな表ひよう情じようで、ルビーウルフを見つめていた。


「騎士がいなければ指示の一つも下せないのですわ。だってこの方、盗とう賊ぞくだったのでしょう？　力でねじ伏ふせることしか知らないのよ」


「おやめなさい、テレジア」


　カミーユの背はい後ごに隠かくれながら、ルビーウルフを睨にらんでテレジアが言い、ハリスはそれを厳きびしい口調で咎とがめた。


　ルビーウルフの足元にはフロストとケーナが寄り添っている。彼らのおかげで、ルビーウルフはやっと自立できている状じよう態たいだ。時折、ひどい眩暈めまいが襲おそってくる。


　決断なら、もうとっくに済すませてある。だが、それは本当にみっともない、無様な行こう為いになり得る決断だ。それでもルビーウルフには、これ以外に選べなかった。


「リオン、ティグル、出発の準じゆん備びをしろ。明日の朝、ここを発たつ」


「そんな、陛へい下か……！」


　リオンが何かを言おうとしたが、ルビーウルフはそれを制せいした。まっすぐ双ふた子ごの顔を見つめ、口答えは許ゆるさないと視し線せんで訴うつたえる。


「それでよろしいのですか、陛下」


　ハリスが不安げに問う。ルビーウルフは苦く笑しようで答えた。


「仕方ないだろう。あたしがやらなきゃいけないんだ」


　ルビーウルフの諦あきらめを含ふくんだ表情に、テレジアは満足そうな笑えみを向けていた。


　なぜ彼女がルビーウルフを嫌きらっているのか、それはわからない。ハリスに対して手を出したことを恨うらまれているのか。けれど、なぜだろう。テレジアは本気でハリスやクラリッサを心配しているようには思えない。


　ただ、ルビーウルフの今の言葉は、テレジアにとって最上の結果だったのだろう。にたりと笑う石榴ざくろのような唇くちびるで、テレジアはカミーユに囁ささやく。


「ねぇ、カミーユ様。陛下のお供ともをして差し上げたら？　女王陛下の随ずい従じゆうが子こ供どもと獣だけでは、あまりにお可哀かわい想そうですもの」


「もとより、そのつもりです。私も明日には帰路につきましょう。騎士様に代わり、私が陛下をお守り致いたします」


　胸むねに手を当て、カミーユは慇いん懃ぎんな礼をする。


　見み張はる気か、とルビーウルフは即そく座ざに察した。ルビーウルフが大人しく王おう城じように戻もどるなどと、まだ信じきれていないのだろう。テレジアとカミーユには、何か含むところがありそうだ。


　しばし考え、ルビーウルフは小さく笑って言った。


「心配するな。噓うそはつかないよ。──でも、ちょっと疲つかれが出てるみたいでね。馬に乗るのはきついかな。馬車を貸かしてもらえるとありがたいんだけど」


「わかりました。ご用意致いたしますので、お使いください」


　沈しずんだ声でハリスが答える。ただでさえ老年なのに、昨日今日ですっかり老ふけ込こんでしまったように見えて申し訳わけなく思う。けれど今は、彼にも本当のことは告げられない。


　ハリスから奪うばい取ったジェイドの首飾りを握り拳の中に隠したまま、ルビーウルフはリオンとティグルに目を向けた。


「ジェイドが戻ってきた時のために、どちらか残ってもらうよ。──そうだね、ティグルに残ってもらおうか。あたしはリオンと一いつ緒しよに行く。段だん取どりを決めるから、ついておいで」


　一方的な指示を下し、ルビーウルフは狼たちを伴ともなって部屋を出る。戸と惑まどいながらも双子が追いかけてきて、そんなルビーウルフたちの背せ中なかにテレジアの嘲ちよう笑しようが降ふり掛かかった。


「戻ってくるはずなんて、ありませんわ」


　何とでも言うがいい。


　盗賊であることを嘲あざけるのなら、盗賊らしく身勝手に振ふる舞まってやる。
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「どういうことですか、陛下！」


　ルビーウルフにあてがわれた部屋に入ったとたん、リオンが憤ふん懣まんをぶちまけた。隣となりではティグルも同じように、不ふ審しんそうな眼まな差ざしをルビーウルフに向けていた。瓜うり二ふたつの顔に並ならんで睨まれるというのは、なかなか迫はく力りよくがある。


「ジェイド様には、きっと何かがあったんです。何も告げずに姿を消すような、無む責せき任にんな方じゃない。陛下だって、そうおっしゃっていたじゃないですか。だから、お願いですから、ジェイド様を捜しに行きましょう」


　懇こん願がんするようにティグルが言った。すっかり信用を失なくしたな、とルビーウルフは苦笑する。


　これからルビーウルフがする頼たのみごとを、この少年たちはどう思うだろう。フロストとケーナは賛さん同どうしてくれたが、神の血を引く女王としてルビーウルフを神しん聖せい視ししている彼らはさらに落胆するかもしれない。


　それでも、今さら退ひけない。もう決めたことだ。


「早とちりするんじゃないよ。あたしは『王城に戻る』なんて一言も言ってない」


　口角を上げ、言ってやった。すると双子は揃そろってぽかんと口を開ける。


「よく聞きな。あたしはこれから、最高にみっともない行動に出る。お前たちには、それを支し援えんして欲ほしい」


「どういうことですか？」


「みっともない、って？」


　首を傾かしげる仕草までそっくりだ。不安そうにしているリオンとティグルに、ルビーウルフは苦く笑しようを含ふくんで言う。


「逃げた男を追っかける女は、無ぶ様ざまだろう？」


　ルビーウルフの言葉に双子はしばし黙もくし──見る間に笑え顔がおを取り戻していった。


「無様なんかじゃないです！」


「それに、ジェイド様は逃げたわけではないですよ」


　リオンははしゃぎ、ティグルは冷静に意見する。そっくりな双子でも、性せい格かくには多少違ちがいがあるらしい。


「あたしたちがそう思っていたとしても、周りから見りゃあ無様だろうさ。そういったことにお前たちを巻き込むって言ってるわけだが……どうする？」


「やります！」


「名めい誉よなことです」


　ルビーウルフの問いに双子は力強く頷うなずいた。ティグルはともかく、リオンは少し興こう奮ふんしすぎだ。声が大きい。ルビーウルフは自身の唇に人差し指を当て、二人を黙らせる。


「少し静かにね。誰だれが聞いているか、わからないから」


　注意すると、双子はぐっと黙り込む。


　ルビーウルフが警けい戒かいしているのは、あの二人だ。


　ジェイドとクラリッサがいなくなった翌よく日じつに帰ってきたテレジア。そしてテレジアの友人だというカミーユ。ここはハリスの屋や敷しきで、テレジアの自じ宅たくでもあるのだから、彼女が友人を招まねいても何らおかしくはないのだが……二人の態たい度どには妙みような引っ掛かりを覚えるのだ。


　テレジアがルビーウルフを毛け嫌ぎらいしているのは明らかだし、カミーユとは友人だと言っているけれど、仲が良いようにも見えない。そして何より、テレジアはジェイドとクラリッサがいなくなったことを喜んでいるように思えるのだ。


　二人が姿すがたを消した要よう因いんに、テレジアとカミーユは深く絡からんでいる。だからルビーウルフの見み張はり役として、テレジアはカミーユを同行させるつもりなのだ。ジェイドを捜しに行かれては、彼女にとって困こまることでもあるのか……。目的がわからないから、どうとも言えない。


　ただ、これは憶おく測そくだ。今のルビーウルフは自分の嗅きゆう覚かくに自信を持てないでいる。周囲を必要以上に警戒するあまり、過か敏びんになっているかもしれないと自覚しているのだ。


　これで、もしジェイドとクラリッサが合意して姿を消したのだとしたら、ルビーウルフは無様な負け犬となる。それを覚かく悟ごしたうえで捜しに行くのだ。


　ジェイドがいなければ何もできない。それは、自じ尊そん心しんをひどく傷きずつける自覚だ。誰かを頼るという行為によって弱さを負うなら、誰にも頼りたくない。その葛かつ藤とうが、眩暈めまいとなって襲おそってくるほどだ。


　けれど、幼おさなかったルビーウルフはこう願っていた。ヴィアンカのようになりたい、と。


　たおやかで美しかったヴィアンカ。彼女の凜り々りしさは、モルダという寄る辺があったからこそ。モルダに寄より添そって、幸せそうに微笑ほほえんでいる母は、決して弱くなどなかった。


　だからルビーウルフも、ようやく見つけた寄る辺を手放したりはしない。何があっても捜し出す。──いや、迎むかえに行く。


　彼は必ず帰ってくると、信じたいから。
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　朝早くから、双ふた子ごの少年たちは出しゆつ立たつの準じゆん備びを始めていた。カミーユが馬を用意している間に、ルビーウルフは早々に馬車へ乗り込んだらしい。


　見送りに、ハリスが出てきていた。テレジアはいない。ルビーウルフを言い負かすことができた祝いわいにと、昨夜ゆうべしこたま酒を飲んでいたからまだ眠ねむっているのだろう。


　カミーユが馬車に近づくと、鉛なまり色の髪かみを束ねた少年──双子の兄の、リオンが立ちはだかった。


「陛へい下かは今、とても神しん経けい質しつになっておられます。不用意に近づかれては困りますね。──あのように強がってらっしゃる方ですが、十六歳さいになられたばかりの淑しゆく女じよだということをお忘わすれなきよう。護ご衛えい役を引き受けてくださったことには感かん謝しや致いたしますが、馴なれ馴れしい行動は慎つつしんでいただきたい」


　子供とはいえ、相手は魔ま導どう騎き士しを志こころざす者だ。下手に逆さからうことはできない。しかし、ルビーウルフが馬車に乗り込むところを見たわけではないから、本当に彼女が乗っているのかどうか、確たしかめたいというのがカミーユの本音だ。


　窓まども閉とざされ、中を窺うかがうことはできない。が、ふいに馬車が揺ゆれ、獣けものの吠ほえる声が中から響ひびいてきた。


「狼おおかみも一いつ緒しよに乗っているのですか？」


　カミーユが訊たずねると、リオンは当然というように頷うなずく。


「陛下は彼らと兄弟のように育ったとおっしゃっていましたから。一緒だと落ち着くそうです。それに、獣を鎖もつけずに歩かせるなと、どなたかが諫かん言げんなさったとか」


　白々しい口調でリオンはカミーユの揚あげ足を取った。どうやら、この少年はまだルビーウルフへの忠ちゆう誠せい心しんを失っていないらしい。昨日の様子では、ずいぶん失望していたようだったが……。


　それでも、これ以上は踏ふみ込めない。相手が女王である以上、無礼な行こう為いは許ゆるされない。


　一礼し、カミーユは引き下がった。常つねに狼たちを傍そばに置いていたルビーウルフだから、馬車に彼らを同乗させていても何らおかしくはない。


　カミーユが馬に跨またがると、それを見み届とどけたリオンは馬車の御ぎよ者しや台だいに座すわった。ハリスの屋や敷しきで働く馬ば丁ていを使えばいいものを、彼が御者を務つとめるというのだ。それも理由は、ルビーウルフが神経質になって慣なれない者を拒きよ絶ぜつしているからだという。


　暁あかつきの女じよ傑けつと呼ばれる女王が、ずいぶんと弱ってしまったものだ。噂うわさとはだいぶ印象がかけ離れている。


　騎士を失った彼女の憔しよう悴すいぶりは想そう像ぞう以上のものだった。盗とう賊ぞくの育ちだという女王に哀あわれみなどくれてやるつもりはなかったが、あれはあまりに痛いた々いたしい。テレジアはそれを喜んでいたけれど。


　ハリスとティグルに見送られ、カミーユは馬車と共に屋敷を出た。王おう城じようまで数日は掛かる道どう程ていだから、途と中ちゆうでルビーウルフとも顔を合わせる機会があるだろう。


　盗賊と名乗り、この国を盗賊団だんだと主しゆ張ちようする女王。〈導みちびきの剣けん〉を掲かかげる正当な王家の血ち筋すじであっても、その奔ほん放ぽうさは許されるべきではない。彼女は〈導きの剣〉を次の世代に渡すためだけにあればいいのだ。盗賊の風習が染しみ付いた荒あらくれ者に、この国は任まかせられない。


　ルビーウルフには、これを機に表おもて舞ぶ台たいから消えてもらう。そのために、テレジアの友人としてハリスの屋敷に赴おもむき、ルビーウルフに近づいたのだ。


　騎士に裏うら切ぎられたと傷しよう心しんしている少女を慰なぐさめるのは他愛たわいないことだろう。そうしてルビーウルフの心を摑つかめば、いくらでも制せいすることができる。


　ルビーウルフを盗賊団から連れ戻もどした者たちは彼女を傀かい儡らいの王にしようとしていたが、カミーユはそんな愚おろかな真ま似ねはしない。神国グラディウスの采さい配はいを振ふるのは、〈導きの剣〉を持つ王でなければいけないのだ。だから国主となる人物には、洗せん練れんされた知ち性せいと品ひん格かくを身に付けてもらう必要がある。


　だが、ルビーウルフはもう手て後おくれだ。十五年も盗賊として育ち、獣と寝しん食しよくを共にする卑ひ賤せんな娘むすめが女王を名乗るなど国の威い信しんに関かかわる。神国の王は神しん聖せいであるべきなのだ。


　彼女が今すべきことは、世よ継つぎを残すこと。それに尽つきる。現げん女王がこういった人だから、次期国主として生まれてくる子こ供どもには大きな期待が掛けられる。


　神具を持つことの適かなう血筋は王族のみだ。しかし、ただ血統さえ確たしかなら持てる、ということでもない。神具は継けい承しようされることにより、持つことのできる者、できない者を振り分ける。


　たとえば、降こう嫁か。王の姉、または妹、娘などが王家から離れれば、たとえ血統が確かでも二度と神具を扱あつかうことはできない。神具の所有者の親、兄弟、子供。この範はん囲いから漏もれる者を神具は拒こばむのだ。


　よって、王が亡なくなった場合、兄弟か子供がいなければ神具の継承は潰ついえてしまう。血筋を辿たどり、縁えん者じやに継承させようとしても神具はその人を拒絶する。


　だからルビーウルフをこれ以上自由にさせておくわけにはいかない。可哀かわい想そうかもしれないが、国のためだ。彼女の身に何かあれば、グラディウスは神国ではなくなってしまう。


　だというのに、あのジェイド・コルコットという騎士はルビーウルフを外へ連れ回し、身勝手を増ぞう長ちようさせていた。あのような者は女王の騎士に相応ふさわしくない。


　あの騎士をルビーウルフから遠ざけないことには、彼女はいつまで経たっても盗賊の奔放さを捨すてきれない。そして、こうまでしてもルビーウルフが態度を改めなければ、次はあの狼たちも処しよ分ぶんする。過か去こはすべて忘れてもらうつもりだ。──しかし。


　カミーユの決意は揺ゆらいでいた。国のために最良と思い、ルビーウルフから自由を奪うばうことを決めてここまで来たのに、高こう潔けつな野生馬に焼印を押おして服ふく従じゆうさせるような罪ざい悪あく感が胸むねを占しめていた。彼女と初めて会った時に、自分は間ま違ちがっているのではないかと……噂うわさに聞くような荒あら々あらしい女王ではないと、一目でわかってしまった。


　馬を操あやつり、馬車へ近づく。この中にあの暁の女傑が大人しく座すわっているのかと思うと奇き妙みような感じだ。──と、まるでカミーユを遠ざけるように、馬車を牽ひく馬の歩調が早まった。置いていかれないようにカミーユが自分の馬を操ると、馬車はまた逃にげる。


　カミーユは馬の腹はらに拍はく車しやを当て、馬車の前方へ回り込んだ。御者を務めるリオンは進路を阻はばまれ、手た綱づなを強く引いて馬車馬を止める。


「少し休きゆう憩けいしましょう。陛へい下かもお疲つかれでしょうから」


「でも、まだ出発してから間もないですよ」


　カミーユの提てい案あんをリオンは突つっ撥ぱねた。しばし睨にらみ合い──カミーユは下馬して馬車に歩み寄った。するとリオンは慌あわてて御者台から降おり、馬車の扉とびらに伸のばされたカミーユの手を乱らん暴ぼうに払はらい除のける。


「無礼な真ま似ねは控ひかえてくださいとお願いしたはずです。今は気が立ってらっしゃいますから、危き険けんですよ」
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　リオンが止めるのを無む視しして、カミーユは再ふたたび扉に手を伸ばした。そして──


　扉を開けたとたん、咆ほう哮こうが響ひびいた。牙きばを剝むいた純じゆん白ぱくの獣けものが、ぐっと身を屈かがめて跳ちよう躍やくの体たい勢せいになっている。


　カミーユはとっさに後こう退たいし、両りよう腕うでを頭上で交差させて防ぼう御ぎよした。しかし獣はそんなカミーユを悠ゆう々ゆうと飛び越こえ、馬車が辿たどった道を全力で駆かけ戻っていった。


「だから言ったでしょう。フロスト様は気き難むずかしい性格ですから、不用意に近づくと危険ですよ」


　白はく狼ろうが駆けていく後ろ姿を啞あ然ぜんと眺ながめているカミーユに、リオンはくすくす笑いながら言った。


　馬車の中は空っぽだ。あの狼以外、誰も乗ってはいなかった。


　騙だまされた……いや、違う。カミーユは心のどこかでこうなることを望んでいたのかもしれない。暁あかつきの女じよ傑けつが大人しく屈くつする姿など、見たくなかったのかもしれない。


　おかしな話だ。会うまでは盗賊の育ちだという女王を嫌けん悪おしていたのに、こうして逃げられた今はそれを喜んでいる自分がいる。彼女なら、自分の望みを叶かなえてくれるかもしれない。そんな気がする。


「陛下はどちらへ？」


　カミーユが問うとリオンは肩かたを竦すくめた。


「迷まい子ごを迎むかえに行く、だそうです」


　騎き士しに裏うら切ぎられたのではないと信じるのか。すばらしい自信だ。


　その自信がどこまで続くか、見てみたい。このどうしようもなく奔ほん放ぽうな女王がどこまで抗あらがえるか、見てみたい。


　カミーユはリオンに向かって両手を軽く挙げ、降こう参さんの意を示しめした。自分はもう何もしない。傍ぼう観かんを決め込むことにする。


　カミーユが手を下さなくても、駒こまは止まることなく動き続けているのだから。
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「それじゃ、行ってくるよ」


　雪ゆき柳やなぎの茂しげみの下に身を隠かくしたルビーウルフが、リオンたちが出発したと知らせに来たティグルに言った。


　花の森と化しているこの庭は死角の宝ほう庫こだ。おかげで、リオンとフロストがカミーユを屋や敷しきから引き離はなすまでの間、隠れているのも造ぞう作さない。


　彼らが出しゆつ立たつしてすぐ、ルビーウルフはケーナと共に屋敷を出る算さん段だんだ。確かく実じつにカミーユの目を逃のがれられて、ハリスにも気づかれないようにするには今が好機。ハリスは正直な人だから、彼をも騙さなければいけないのは心苦しいけれど、仕方ない。


　そして何より、ルビーウルフは時間稼かせぎがしたかった。こんな小細工をするまでもなく逃げ出すことは簡かん単たんだったが、気づかれるのが早ければカミーユに追いつかれるかもしれない。だから、できる限かぎり彼を引き離しておきたかったのだ。


　とはいえ、それも一時的なものだ。ばれるのも時間の問題だろう。フロストなら多少引き離されてもルビーウルフたちとすぐ合流できるだろうし、行くなら急いだほうがいい。


「やっぱり、僕ぼくも一いつ緒しよに行きます」


　雪柳の下から這い出そうとしたルビーウルフに、ティグルが言う。鉄てつ紺こんの瞳ひとみは力強く、責せき任にん感に溢あふれていた。父親に似にて、頼たのもしい少年だ。けれどルビーウルフは首を左右に振る。


「お前はここに残って。もしジェイドが戻もどってきて、あたしたちと行き違いになったら、状じよう況きようを説明できる奴やつがいなきゃ困こまるだろう？　それと五日経たってもあたしが戻って来なかったら、王おう城じように戻ってロベールに報しらせて。あとはリオンと協力して、自分たちで判はん断だんするんだ。いいね」


　ティグルは少しだけ迷まよいを見せ、それでも力強く頷うなずいた。それを見届けてルビーウルフとケーナは雪柳の茂みから這い出す。


　ハリスが預あずかったというジェイドの首くび飾かざりは失なくさないように首から下げ、服の中にしまった。


　父親の形見を置き去りにしたまま帰ってこないなんて、とんだ親不孝者だ。そんな奴には拳こぶしの一発でも食くらわしてやらなければ。


「覚かく悟ごしておけよ、迷子の馬ば鹿か野や郎ろう」


　奮ふん起きするために無理やり笑って、ルビーウルフはつぶやいた。




　第４章　狼おおかみ狩がり







　ケーナの嗅きゆう覚かくを頼たよりに、ジェイドの足そく跡せきを追う。ジェイドの馬は帰ってきたのだから、途中から徒歩に切り替かえたのか。その理由もわからないが、今はまだ馬の匂においが濃こいとケーナは言った。


　森の中の細い道だ。周辺の村民が狩りや山菜を採とりに来る程てい度どの往おう来らいなのだろう。いくつもの分かれ道があり、地元の者でなければすぐに迷ってしまいそうだ。けれどルビーウルフとケーナは構かまわず前進する。


　時折、ケーナは遠吠えで居い場ば所しよをフロストに伝えた。フロストも匂いを辿たどって追ってくるだろうが、こうしたほうが確かく実じつだし合流も早い。


　ルビーウルフも感覚を研とぎ澄すまし、周囲を注意深く観察しながら進んだ。何か痕こん跡せきがあるのなら、少しだって見逃したくはない。


　どれほど走ったか。陽光は木々の枝えだ葉はに遮さえぎられ、太陽の位置を確かく認にんすることはできないが、それでもずいぶんな距きよ離りを来た。


「水の匂においがする」


　ルビーウルフがつぶやくと、ケーナも頷いた。近くに川でもあるのか。


　ケーナの先せん導どうに従したがって進むにつれ、ブーツの底を通し、微び震しんを感じるようになった。大きな水の流れが地面に伝わっているのだ。水の匂いも濃こく、はっきりとしてくる。


（変だわ。何か、焦こげた臭においもする）


　突とつ然ぜん、ケーナはそんなことを言い出した。こんな森の中で焦げた臭いなんて、山火事でもあったのだろうか。だが、それなら煙けむりの臭いも漂ただよってくるはず。


　ルビーウルフの嗅覚も何かが焼けた臭いを捉とらえたけれど、煙の臭いはしない。鎮ちん火かしてから、少し時間が経たっているらしい。


　鑢やすりで心しん臓ぞうを撫なでられるような、嫌いやな感覚がした。焦あせる気持ちに比例して、走る速度も速くなる。


　ふいに視し界かいが開けた。周囲の木々はなぎ倒たおされ、枝葉や表皮が黒く焦げている。木々の倒たおれ方から見るに、ある一点を中心にして、炎ほのおを伴った強い力が──爆ばく発はつが起こったらしい。


（馬はここで引き返してきたみたい。ジェイドとクラリッサの匂いもここで途と切ぎれているわ）


　周囲の匂いを確かめながら、ケーナが言う。


　視界が開けた先は渓けい谷こくだった。下を覗のぞいてみると、轟ごう々ごうと唸うなる川が見える。濁にごった色の水が、その流れの速さを示しめしていた。


　ここで匂いが途切れている。それが何を意味するのか、少し考えればわかることだ。けれど、頭はそれを理り解かいすることを拒きよ絶ぜつする。じりじりと焼けつくような痛いたみを胸に感じた。


　ぼんやりした気持ちでその場を動けないでいると、周囲の匂いを探さぐっていたケーナが茂しげみから出てきて、何かを銜くわえて持って来た。


　矢だ。鏃やじりには、乾かわいて黒く変色した血がついている。それを受け取った瞬しゆん間かん、じりじりした胸の痛みが増ました。


（ジェイドの血だわ）


　ケーナの言葉に、胸の痛みは心臓が爆はぜたような激げき痛つうに変わった。矢を放ほうり出し、焦げた木の幹みきにもたれ掛かる。


　吸すった息が吐はけない。爆ぜてしまったかと思った心臓はどくどくと鼓こ動どうを刻きざみ、その急激な動きに頭痛と吐き気が伴ともなった。胃の腑ふを絞しぼり上げられるような痛みを堪こらえるために呼こ吸きゆうを止めると、ひどい耳鳴りがした。視界から色しき彩さいが失うせ、白と黒の斑まだら模も様ようが目の前で渦うず巻まく。


（ルビー!?）


　ケーナの呼び掛けに答えることもできなかった。手足が痺しびれて感覚を失い、立っているのもつらい。たまらず座すわり込こみ、息苦しさに襟えり元もとを──その下にある首くび飾かざりを服の布ぬの地じごと鷲わし摑づかみにする。


　痺れている手足は冷たい。そこだけ血の流れが止まってしまったかのようだ。どうにか呼吸を整えようとする唇くちびるも乾いて冷たくなっている。


　苦痛のために目を閉とじると、そこには見覚えのある景色が広がっていた。レターナ廃はい鉱こうの、粗そ野やな住じゆう居きよと懐なつかしい面々。


　モルダがいる。ディーゴもいる。長老や仲間たち、狼おおかみたちも。その景色に重なって見えるのは、炎ほのおだ。


　焦げつく臭い。耳鳴りの中には悲鳴が混まじって聞こえた。閉じているはずの視界は炎と血の赤に染まる。


　こみ上げてくる吐き気を堪えては息を止め、そのたびに耳鳴りはひどくなる。このままでは意識さえ手放してしまうと思った瞬間、ルビーウルフは無意識に自身の腕に食くらいついていた。痛みで、耳鳴りと吐き気が遠とお退のく。


（ルビー、やめて！　血が……！　骨ほねが砕くだけてしまう！）


　悲鳴じみたケーナの声が耳に届とどいた。ケーナは頭を強く摺すり寄せて、ルビーウルフの自じ傷しよう行こう為いをやめさせようとする。


　温かな砂すな色の体。ヴィアンカに似にた優やさしい声。それに支ささえられ、ルビーウルフは混こん濁だくした意い識しきからどうにか抜ぬけ出すことができた。腕を口から引き離すと、服の袖そでには歯型が赤く浮うき出ていた。少し、皮ひ膚ふが裂さけてしまったようだ。


　両手を地面につき、呼吸を整える。まだ少し耳鳴りが残り、冷たいままの手足は震ふるえていた。それでも視界は色を取り戻し、心配そうに覗のぞき込んでくるケーナの顔が見える。手を伸のばし、その頰ほおに触ふれると柔やわらかな毛が心地ここちよかった。とても温かい。その温度をもっと感じたくてルビーウルフはケーナを抱だき寄よせた。


「……見えたんだ」


　弱々しくつぶやく。それをケーナは無言で受け止めてくれた。


「モルダやみんなが、見えた。あの頃ころに戻もどれたみたいだったのに……。もう少し手を伸ばせば、届いたのかな？　あたしの力が足りていれば、今でもみんな、元気に……」


　声が詰つまって、それ以上は言えなかった。歯を食いしばり、こみ上げるものを抑おさえ込む。


（……あなたは少し、頑がん張ばりすぎていたのね。隠かくさなくてもいい苦しみも哀しみも、私やフロストにさえ見せてくれないの。それはあなたを苦しめるし、私たちは寂さびしいわ）


　家族同然だった仲間を失った心の傷きずは、どんなに明るく振ふる舞まったところで癒いえることはない。誰にも弱みを見せたくないがために平気な振りをして、他人も自分も騙だましていた。


　あの日の出来事は忘れることなんてできない。だけど、意識的に目を逸そらしていた。あの日を鮮せん明めいに思い出すと、自分はきっと耐たえられないと心のどこかでわかっていたから。


　しかし、こうして似た状況を目前にすると、否いや応おうなく思い出してしまう。そして五感がそれを拒否する。その葛かつ藤とうが、このような反はん応のうを引き起こしたのだ。


　焼け焦げた木々。血の痕こん跡せき。そこから連想される暗い想像が、過か去この体験と今を混同させた。モルダたちのように、ジェイドは──


（彼は生きているわ）


　ルビーウルフの考えを読んだように、ケーナが力強く言った。


（ねぇ、よく考えて。これで、ジェイドが自分の意思であなたの傍そばを離れたのではないとはっきりしたのよ。彼は戻ってくる。あなたはそれを迎むかえに行くの。だってあなたは、せっかちなんだもの。良い子で待っていられない、困こまった慌あわて者よ。そうでしょう？）


　ルビーウルフの活力を喚かん起きするように、ケーナは笑った。つられてルビーウルフも笑ってしまう。


「ひどいな。あたしのこと、そんなふうに思ってたの？」


（だって本当のことだもの）


　けろりと言ってくれる。苦く笑しようし、ルビーウルフはケーナの額ひたいに唇くちびるを寄せた。感かん謝しやの口付けだ。


（ジェイドに会えたら、彼にもこうしてあげたらどう？）


「あいつはデコが広いからな。たしかにやりやすそうだ」


　言って、ルビーウルフはけらけら笑った。気にしていることをからかわれて、むすっと拗すねているジェイドの顔が見えるようだ。──今、目の前にいるみたいに鮮せん明めいに。


　気持ちを奮ふるい立たせ、勢いきおいよく立ち上がる。少しふらついたけれど、大だい丈じよう夫ぶだ。


　すぅっと息を吸すい、蒼そう穹きゆうを見上げた。どこかにいる彼に届とどけと、渾こん身しんの力で雄お叫たけびを上げた。響ひびき渡わたった咆ほう哮こうに驚おどろいた鳥が飛び立ち、枝えだ葉はが揺ゆれる。


「行こう」


　ルビーウルフが促うながすと、ケーナは頷く。


　手足の痺れは消えていた。動ける。走れる。──前に進める。





　　　　†




　ルビーウルフとケーナの匂においを辿たどり、フロストは駆かける。時折、ケーナの遠とお吠ぼえが風に乗って聞こえた。おかげで迷まよいなく走れる。


　ジェイドを捜さがしに行くというルビーウルフに賛さん同どうしたら、彼女もケーナも驚いていた。あれほど嫌きらっていたのに、と。


　たしかにフロストはジェイドを敵てきとみなしていた。今だって、まだ完全に認みとめたわけではない。それでも、ルビーウルフにはジェイドが必要なのだ。


　ケーナが言ったように、狼おおかみである自分たちはルビーウルフよりも早く老いて死ぬ。彼女の未来を守ることはできない。


　けれど、ジェイドなら。ルビーウルフと同じ人間であるジェイドなら、彼女と寄より添そって生きていける。ルビーウルフを託たくせるのは、ジェイド以外にいない。


　ジェイドはルビーウルフの獣けものじみた行動も子こ供どもっぽい性せい格かくも、ひっくるめて受け入れている。それはまるでルビーウルフを育てた盗とう賊ぞくたちのように大らかで、彼女に対する深い理り解かいの表れだった。


　そんな人物を、こんなところで失うわけにはいかない。ルビーウルフは自信を失なくしていたが、ジェイドがルビーウルフを置いて逃げるなどフロストには到とう底てい思えなかった。何せあの男は、ルビーウルフを──


　フロストは思考を止めた。遠く、木々の陰かげに人ひと影かげを見たのだ。


　とっさに身を潜ひそめ、相手が何者か探さぐる。遠くからでもわかる化け粧しよう品ひんの匂いがした。


　たしか、テレジアという名の女だ。ハリスの娘むすめで、クラリッサの姉。今朝、フロストが馬車に乗り込んでから出しゆつ立たつするまで、顔を見せなかったと思ったらこんな所にいた。屋や敷しきからさほど離れていないとはいえ、こんな森の中にどんな用があるというのか。


　テレジアはルビーウルフに激はげしい嫌けん悪おを示していた。そして、ジェイドとクラリッサがいなくなったことを歓かん喜きする感情の匂い。彼女は何かを知っている。


　声が聞こえる。誰かと話しているらしい。


　強い意志を持つ言葉なら、ルビーウルフを介かいさなくても多少は理解できる。ここで何か、ジェイドに関する情じよう報ほうを得られるなら、良い手て土産みやげになるはずだ。気配を殺し、じりじりと近寄る。


　もう少しいけるだろうか。相手は人間だ。フロストの存そん在ざいに気づくはずもない。こちらは風上だが、それも人間相手なら気にする必要はない。


　せめてテレジアが対話している者の顔と匂いを確かめたい。急せく気持ちを抑おさえて、一歩踏ふみ出した。その時。


　吠え声を上げて、大おお柄がらな犬が数頭飛び出してきた。反はん射しや的にフロストは駆け出す。


　猟りよう犬けんだ。テレジアに気をとられ、その存そん在ざいに気づけなかった。己おのれのとんだ失しつ態たいに、フロストは内心で自身を罵ば倒とうする。


　犬に負けるようなフロストではないが、相手は複ふく数すうだ。それも、狩りの訓練を受けている猟犬。


　すらりとした四し肢しと胴どうは走るのに特化した体型だ。脚きやく力りよくだけなら狼をも凌りよう駕がする犬種か。それでも、ここは振り切るしかない。


　後方から声が聞こえた。人間の、女の声。


「殺してしまいなさい！　仕し留とめた子にはご褒ほう美びをあげるわ！」


　テレジアの哄こう笑しようだった。


　それは、狩りという名の処しよ刑けいを娯ご楽らくとして楽しむ低てい俗ぞくな喜き悦えつ。


　できることなら、今すぐあの女の首に食くらいついてやりたい。猟犬を撒まくことさえできれば、造ぞう作さなく殺せるのに。


　吠えながら、猟犬の群れは追い縋すがってくる。それも、ただ追ってくるだけではない。フロストが方向転てん換かんしようとすると、その進行方向へ回り込んで逃がすまいとする。このあたりの地形を把は握あくしているのか、どこかへ追い込むつもりのようだ。


　そんな算段に大人しく乗ってやるつもりはない。けれど、活路を見み出いだす余よ裕ゆうは与あたえてくれなかった。脚の速さは、やはり彼らのほうが格かく段だんに上。フロストが全力で駆けているのに対し、彼らには余力がありそうだ。狼を恐おそれず追ってくるところを見ると、今までにも狼狩りの経けい験けんがあるのだろう。これは厄やつ介かいだ。


　土を蹴け立たて、倒とう木ぼくの下を潜くぐり、小川を飛び越こえる。自分がどの方角に向かって走っているのかさえわからない。後方からは猟犬の息いき遣づかいと足音が、一定の距きよ離りを保たもったまま離れずについてくる。


　ただ前だけを見て走るしかなかった。振り返っている余裕はない。──しかし。


　木々の密みつ生せい地ちを抜けたその先に道はなかった。土地が抉えぐり取られたように、穏おだやかでない傾けい斜しやがフロストの進行を阻はばんだ。その下に広がる樹じゆ海かいは青々と冴さえ、遠くには森を分かつ大きな川も流れている。なんとも壮そう大だいな眺ながめではあるが、同時に最悪だった。


　フロストは身を反転させ、頭を低くして唸うなり声を上げた。鼻はな筋すじに皺しわを寄せて牙きばを剝むく。追いついてきた猟犬たちは、扇おうぎ状じように展てん開かいしてフロストを取り囲んだ。


　後ろに道はない。前は猟犬の群むれ。打開する方法は唯ゆい一いつ、犬を蹴散らすしかない。


　相手が普通の飼かい犬や野犬なら、思考を伝えることができる。しかし猟犬はだめだ。彼らは仲間以外の獣を狩りの対象としか認にん識しきしていない。そのように教育され、訓練を受けているのだ。説得はできない。


　フロストが威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げても、猟犬たちは臆おくすことなく吠え立てる。一歩でも動いたら一いつ斉せいに飛び掛かってくるだろう。


　威嚇しながら、猟犬たちの顔ぶれを見渡してみる。一番若わかく、経験の少なそうな犬を見み極きわめようとした。しかし、彼らは揃そろって精せい鋭えいだ。老いている者は老ろう獪かいで、熟じゆく練れんしている者は雄お々おしい。そして若い者は無む鉄てつ砲ぽうに命知らずの行動力を見せる。


　それに、彼らは自分たちの力量を把は握あくしているようだ。少しでも体格の小さい者は一歩引き、反はん撃げきされない位置にいる。そして時折、何かを呼ぶような高い声を上げていた。


　その声に導みちびかれてきたのは騎き馬ばだった。鞍あん上じようの人間は仕立ての良い服を着た男。その男と似にた匂いを、フロストはどこかで嗅かいだことがあるような気がした。


　馬に跨またがったまま、男は単弓を構えた。鏃やじりはまっすぐフロストに向けられている。迷いなく狙いを定める眼まな差ざしは、優秀な狩人かりゆうどの証あかしだった。弓ゆ弦づるを引き絞しぼる、ぎりりという音が響く。


　こうなったら選べる道は一つだ。矢が射出される、まさにその瞬しゆん間かん。フロストは大きく後ろへ跳はねた。


　きつい傾斜を駆け下る。爪つめを立てて減げん速そくを試みるものの、体重を掛けた岩場が崩くずれてあえなく転てん倒とうした。体勢を立て直しては転び、爪で岩がん壁ぺきを削けずりながら飛ぶように駆ける。


　着地の直前、懸けん命めいに踏ふん張ばって速度を殺した。その制動に脚あしが耐たえられず、背中から地面に叩たたきつけられる。それでも、どうにか窮きゆう地ちは抜けられた──


　駆け下りた絶壁を見上げ、フロストは絶ぜつ句くした。猟犬の群れが土つち煙けむりを上げて駆け下ってきたのだ。


　そうまでして追ってくるとは。冗じよう談だんじゃない。


　痛いたむ体に鞭むちを打ち、フロストは立ち上がった。運よく骨ほねは折れていないようだが、前脚の蹠しよ球きゆうは摩ま擦さつで焼け、血が滲にじんでいる。


　しかし、そんなことは気にしていられない。血の跡あとを点々と残しながら、フロストは駆け出した。





　　　　†




　クラリッサの体力を考え、ジェイドは短い間かん隔かくで休きゆう憩けいを入れた。


　空は青と橙だいだいの濃のう淡たんに染そまっている。屋や敷しきを出たのは二日前の夕方だから、もう二日間まともな食事をしていない。木こ陰かげに座すわり込こんだクラリッサはぐったりとして、顔色も優すぐれなかった。


　二人が流された川は渓けい谷こくに挟はさまれていたが、下流では川かわ幅はばが広がって谷もなだらかな傾斜となり、這い上がることができた。そこをさらに登っていけば屋敷まで辿たどり着けるかと思ったのだが、クラリッサがこの調子だ。傾斜が緩いとはいえ、登りの道どう程ていは厳きびしい。
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　なので、どこか人里を探さがし、食糧を分けてもらうことにした。水辺には人が住んでいる場合が多いから、小さな村くらいはあるはず。人が通ったことのある形けい跡せきを探して、その道を辿った。


「歩けますか？」


　問いかけると、クラリッサはふらつきながらも立ち上がった。しかし、顔は伏せたまま、木陰ばかりを歩く。口数も少なく、ジェイドから離れてついてくる。


　嫌きらわれてしまったのだろうか。渓谷で襲われた要よう因いんをジェイドが疑うたがってしまったから、気分を害したのかもしれない。


　何しろ、今のクラリッサは行き倒だおれ寸すん前ぜんだ。もし彼女が関かん与よしていたなら、こんなことにはならなかっただろう。


　今さらだが、謝あやまろうと思った。しかし、ジェイドが振り返るとクラリッサは逃げるように身を引く。そして、なぜか顔を隠そうとした。


「どうしたのですか？　まさか、怪け我がでも？」


　顔に傷でも負ってしまったのか。だとしたら、隠したがるのも理解できる。しかし、もし深い傷ならば跡が残ってしまう。若わかい女性に、それは大きな痛いた手でだ。


　だが、クラリッサは首を左右に振った。


「お気になさらないでください。わたしは、その……お化け粧しようが落ちてしまいましたし、汗あせで髪かみはべたべたですし……服も顔も汚よごれてしまって……」


　ぼそぼそと恥はずかしそうに、クラリッサは俯うつむきながら言った。どうやら嫌われてしまったわけではないようで安あん堵どしつつも、ジェイドは呆あきれてしまった。行き倒れになるかならないかという場面に直面しているのに、そんなことを気にする余よ裕ゆうは残っているのか、と。


　しかし、それが本来、女性のあるべき姿すがたなのかもしれない。普ふ段だん、ジェイドの最も身近にいる女性──ルビーウルフはそういったことには無む頓とん着ちやくだったから、クラリッサが身なりを気にしているなんて想そう像ぞうもしていなかった。


　もちろん、ルビーウルフだって不ふ潔けつなのが平気というわけではない。むしろ、嗅きゆう覚かくの鋭するどい彼女は清潔好きだ。けれど、場面に応おうじた適てき応おうもできる。生き残るためなら、なりふり構かまわず突つき進む精せい神しん力りよくを持っているのだ。


　だが、それをクラリッサに要求するのは酷こくというものだ。ルビーウルフは山で狼おおかみと共に育った少女だが、クラリッサは田舎いなか暮ぐらしとはいえ、ハリスの養女として大切に育てられた令れい嬢じよう。比ひ較かくしては失礼だ。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。俺おれも泥だらけですから」


　何が大丈夫なのか、言ったジェイド本人もわからなかった。それでも、クラリッサはようやく笑ってくれた。


「本当に、お優やさしいですね。昔はやんちゃな男の子でしたのに」


　クラリッサの言葉に、ジェイドは首を傾かしげた。彼女とは先日初めて会ったばかりなのに、昔、とは……。


　訝いぶかるジェイドの表ひよう情じようが可お笑かしかったのか、クラリッサはくすくす笑い出した。そして、どこか諦てい念ねんじみた溜ため息をつく。


「ジェイド様は覚えていらっしゃらないようですけど、わたしたちは小さい頃ころ、一いつ緒しよに遊んだことがあるんです。ハリス様が都市に住んでいらした頃のお屋敷で、庭にわ師しをしていたのはわたしの父でしたから。そのお屋敷の庭木に、父がハリス様のお許ゆるしを得てブランコを作ってくれて……。わたしもジェイド様も、それが大のお気に入りだったんですよ」


　父親に連れられ、何度かハリスの屋敷に行ったことはあった。その見事な庭と、そこにあった手作りのブランコは覚えている。


　そういえばハリスの屋敷に行くと、いつも年上の女の子に遊んでもらっていた。すっかり忘れていたし、名前も思い出せないけれど、たしかにジェイドはその女の子とブランコで遊ぶのが好きだった。


「あの子はクラリッサ殿どのだったのですか」


　懐なつかしさと驚おどろきが入り混じった、不思議な感覚だ。最近知り合ったばかりだと思っていた人が、子こ供どもの頃に遊んでくれた幼おさな馴な染じみだったなんて。


「やっと思い出してくださったのですね。──とはいえ、あの時わたしは五歳さいで、ジェイド様はまだ三つでしたものね。覚えているほうがおかしいですよね」


　照れくさそうにクラリッサは笑う。その表情を見ていると、なんだか申し訳ない気持ちになった。彼女はずっと覚えていたのに、ジェイドは完全に忘わすれていたのだ。


　ふと、あることを思い出した。クラリッサがジェイドを屋敷から引き離はなしてまで、伝えたいことがあると言っていたことを。


「もしかして、このことだったのですか？　クラリッサ殿が伝えたかったことというのは」


　ジェイドが言うと、クラリッサはきょとんと目を丸くした。それから、ふっと笑う。どことなく寂さびしげな笑えみだった。


「ええ、まぁ……そうです」


　歯切れの悪い肯こう定ていだった。彼女はまだ、何か言いたいことがあるのではないか。そんな気がした。


　けれど訊きくのは躊躇ためらってしまう。クラリッサは目に見えてがっかりしていたから。やはり、忘れていたことで彼女を傷つけてしまったようだ。


「……ジェイド様は、陛へい下かをお守りするために騎き士しを志こころざしたのですよね？」


　突とつ然ぜん、クラリッサは脈みやく絡らくのないことを言い出した。わけがわからないまま、ジェイドは頷うなずく。するとクラリッサは、少し恨うらみがましそうな目をジェイドに向け──溜ため息をつき、小さく笑った。


「幼おさない頃からの意い志しを貫つらぬき通されましたこと、敬けい服ふく致いたします。──わたし、諦あきらめますね」


　オリーブ色の瞳ひとみを潤うるませ、クラリッサは礼をした。笑っているけれど、なぜかその表情はつらそうだ。


　彼女はジェイドより先に立って歩き出した。さっきまでよたよたと頼たよりない足取りだったのに、急に元気になった。というより、何かに怒おこっているみたいだ。


「諦めるって、何をですか？」


「わからないんですか？　ここに来るまでジェイド様がわたしにお話ししてくださったこと、思い出してみてください」


　言われて、昨日から今までのことを振り返ってみる。しかし、彼女の気分を害するようなことは言っていないはずだ。ただ歩くだけでは疲つかれが増ますだろうから、クラリッサが好みそうな世間話をしただけ。ルビーウルフが乗馬の稽けい古こをしようとしたら、狼の匂においに怯おびえた馬たちがなかなか言うことを聞かなかったとか、冬場に雪合戦がしたいと言い出したルビーウルフの遊びに付き合ったら、彼女共々風か邪ぜを引いてしまったこととか。そんな、他愛たわいない笑い話だ。


　クラリッサが怒おこっている理由がわからなくて、ジェイドは狼ろう狽ばいする。無む造ぞう作さに歩き出してしまったクラリッサを追いかけようと歩調を速め──クラリッサが立ち止まった。


「何か、聞こえませんか？」


　周囲をきょろきょろ見渡して、クラリッサが言う。木々にこだまする風の唸うなりでも聞こえたのではないかとジェイドは思ったが、たしかに何か、喧けん騒そうのようなものが遠くから聞こえてきた。


　けれど、人間ではない。獣けものの──犬の争う声だ。


「野犬でもいるのでしょうか」


「かもしれません。迂う回かいしましょう」


　怯おびえを見せたクラリッサを、犬の声が聞こえる方角とは反対方向へ導みちびく。野犬同士の諍いさかいに巻まき込こまれるなど、避さけるに越こしたことはない。しかし。


　一ひと際きわ大きな咆ほう哮こうが響ひびいた。クラリッサは小さく悲鳴を上げたが、ジェイドにはこの雄お叫たけびに聞き覚えがあった。


　しかし、思い違ちがいかもしれない。彼がルビーウルフの傍そばを離はなれ、こんな所にいるはずがない。それに獣の声を聞き分ける能のう力りよくはジェイドにはないのだ。ただ、なんとなく聞き覚えがあるような……そして、切せつ羽ぱ詰つまっているような声だと思った。


「ジェイド様!?」


　クラリッサの制せい止しを振ふり切り、ジェイドは声のするほうへ駆けた。生おい茂しげる低木の枝えだ葉はを搔かき分け、走る。クラリッサも慌あわててついてきた。


　声が近づく。犬の数はかなり多いようだ。そして、その中に混まじる猛たけ々だけしい咆哮の主を、やはりジェイドは知っているような気がした。


　苔こけむした大たい樹じゆの根を乗り越え、ジェイドは犬の群むれを見た。すらりとした体たい格かくの大きな犬が五、六頭。そして彼らが取り囲んでいるのは、純じゆん白ぱくの狼おおかみ。


「フロスト！」


　ジェイドの声に気づいたフロストが、一いつ瞬しゆんだけ視し線せんをジェイドに向ける。その隙すきを見み逃のがさなかった犬たちが一いつ斉せいにフロストに飛び掛かかった。


　フロストに劣おとらない体たい軀くをした犬たちが、彼の脚あしや首くび筋すじに牙きばを立てる。フロストは身をよじらせてそれらを振り払うが、多た勢ぜいに無勢だ。反撃もままならない。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼よばれしものは爆ばく裂れつの地ち殻かく！」


　地面の下で小規き模ぼな爆発を起こす術じゆつを放つ。殺さつ傷しよう能のう力りよくは低いが、地表が弾はじける爆音と飛散する土の塊かたまりで、犬たちの注意をフロストから引き離すことはできた。


　犬たちは突とつ然ぜん現あらわれた人間に戸と惑まどい、そしてジェイドも攻撃対象とみなした。牙を剝むいて唸うなり、襲おそい掛かってくる。


　けれど、それでフロストに対して隙が生まれた。ジェイドに飛び掛かろうとした一頭にフロストは突進し、その首に食いつく。


　暴あばれる犬をねじ伏ふせ、犬の首を離さないままフロストは頭を振った。ぎゃんっ、と短く悲鳴を上げ、犬はそのまま動かなくなる。頸けい骨こつを砕くだかれたようだ。


　仲間を倒たおされて動どう揺ようしたのか、残った犬たちの統とう制せいが乱みだれた。どうにか威い嚇かくの声を上げているものの、フロストにもジェイドにも攻撃してくる様子はない。


　犬の遺い骸がいに前脚を掛け、フロストは大だい音おん声じようで咆ほう哮こうを上げた。威嚇、ではない。警けい告こくだ。その威圧に耐えかねた犬たちは一斉に散っていく。


　それを見み届とどけたフロストはふらふらとその場から離れたが、脚がもつれてしまい、どっと倒れこんだ。


「フロスト、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　ジェイドが駆け寄ると、フロストは頭だけを気だるそうに持ち上げた。白い被ひ毛もうは血と土で汚よごれているが、命に関かかわるような傷きずは見当たらない。苦しそうなのは負ふ傷しようによるものではなく、疲ひ労ろうが濃こいためか。よく見ると、足の裏うらや爪つめの隙間からも血が出ていた。犬との攻防では、こんな箇か所しよは負傷しないはず。ずいぶん長い距きよ離りを追われてきたようだ。


「これは……何事ですの？」


　ジェイドを追ってきたクラリッサが、犬の遺骸を目にして恐こわ々ごわと訊たずねた。そしてフロストの存そん在ざいに気づき、彼女も駆け寄ってくる。


「まぁ、狼の騎士様！　怪け我がをなさっているの？」


「いえ、傷は深くないようです。少し休めば大丈夫でしょう」


　白い毛が血を目立たせるけれど、そのほとんどは犬と争った返り血だ。背中や脚に咬かみ傷があるものの軽傷のようだし、脚や肋ろつ骨こつ付近を触さわってみても痛いたがる様子はない。


　この程てい度どの傷なら自然に治ち癒ゆさせたほうがいい。魔導治療は命に関わるような負傷にのみ使うのが適てき切せつなのだ。治療の術には対象の寿じゆ命みようを削けずる副作用がある。


「フロスト、どうしてこんな所に？　ルビーウルフも近くにいるのか？」


　訊ねてから、ジェイドは無意味なことを訊いたと気づいた。ルビーウルフがいなければ、フロストの言葉はわからない。けれど、フロストはジェイドの言葉を多少なら理解できるはず。そう信じて、ジェイドはフロストに話を続けた。


「ともかく、無事で良かった。お前が一いつ緒しよなら心強い。共にルビーウルフのもとへ戻もどろう」


　傷に障さわらないよう注意しながら背せ中なかを撫なでてやると、そんな気き遣づかいは不要だと言わんばかりにフロストは立ち上がった。よろけながらも、先せん頭とうを切って歩き出す。まるで、ついて来いと言っているようだ。


　ルビーウルフ以外の人間に指図されるのを嫌きらう彼だから、この場では自分が指し揮きを取りたいのだろう。それだけの矜きよう持じがあればこそ、彼はこうして歩けるのだ。本当はもう少し休んでいたほうがいいのに。


「無理はするなよ」


　ジェイドの呼びかけに、フロストは振り返らない。けれど、一度だけ大きく尾おを振った。


　素す直なおではない彼の、意地っ張りな返事だった。




　第５章　呼よび合う声







　ルビーウルフの言いつけを守り、リオンとティグルはハリスの屋や敷しきに留とどまった。


　五日待って、誰だれも帰ってこなければ王おう城じように戻もどれと言われたものの、そんなに長い間、ただ待っているだけというのは苦く痛つうだ。


「五日って長いよな」


「うん、長い」


「もうすぐ帰ってくるかな」


「わからない」


　藤ふじ棚だなのアーチの傍そばにある長なが椅い子すに腰こし掛かけ、リオンがつぶやくとティグルが答える。それを延えん々えんと繰くり返していた。


　ルビーウルフやジェイドが帰ってきたら一番に出で迎むかえたくて、ここで待っている。けれど、一日目の夕方になっても人ひと影かげさえ現あらわれない。気の短いリオンはすでにやきもきとして、立ったり座ったり歩き回ったり、とにかく落ち着きがなかった。


「じっとしてろよ。目の前うろちょろされると僕ぼくまで苛いら々いらするじゃないか」


「何だよ、ティグル。お前は落ち着きすぎなんだよ。大人ぶりやがって、弟のくせに」


「双ふた子ごに兄も弟もないだろ」


　二人で顔を突き合わせ、しばし睨にらみ合う。先に視線を逸そらしたのはリオンだった。ぷいっと顔を背そむけ、また苛々と歩き回る。それを見てティグルは、見世物小屋の熊くまみたいだなぁと思ったけれど、言うと今度は本気で喧けん嘩かになりそうなので口を噤つぐんだ。


　ティグルがルビーウルフとケーナを見送ってからしばらくして、リオンはカミーユを連れて戻ってきた。カミーユは騙だまされたことに激げつ昂こうするでもなく、拍ひよう子し抜ぬけするくらい大人しかった。ルビーウルフを連れ戻すと騒さわがれるのではないか、と身構えていたティグルとリオンは安あん堵どしつつも、カミーユの落ち着きぶりに不気味さを感じていた。


　そもそも、彼は何の目的でここへ来たのか。テレジアはこの庭園を見せるために招まねいたと言っていたけれど、花を見て回る様子もない。戻ってきてからもあてがわれた部屋に閉とじこもり、考えが摑つかめない。


　カミーユ・フィッツアラン。彼の家か系けいは代々、王家を深く信しん仰こうしている一族だ。カミーユの父であるマルクス・フィッツアランは狩かりの名手で、マルクスが若わかい頃ころに仕し留とめた大おお鹿じかは先王に献けん上じようされ、その剝はく製せいは今でも王城に保ほ管かんされている。戦いくさのない神国では、狩りの腕前や剣けん術じゆつ試合などで良い結果を残すことが功こう績せきに繫つながるのだ。


　名めい誉よを得たマルクスに対し、息子むすこのカミーユは目立たない存そん在ざいだ。魔ま導どうを学ぶでもなく、剣術に長たけるでもない。父親に倣ならって狩りをしているのかもしれないが、彼からは狐きつね一いつ匹ぴき献上された記録はない。


　家いえ柄がらは立りつ派ぱだが、それだけの男。そんな人は大勢いるけれど、彼の場合は何かが違った。普ふ通つうなら、功績を残したいのに不ふ振しんが続けば焦あせるものだ。それなのに彼は、父親に比べて無む能のうな息子だと陰かげで謗そしられても平然としている。世界を客観的に俯ふ瞰かんするような、そして客観的すぎるためにすべてを諦あきらめているような眼まな差ざし。ティグルはそれが気になって仕方なかった。


　カミーユのことをリオンはどう思っているだろう。訊ねてみようとティグルが目線を上げると、リオンの姿はなかった。うろちょろして、どこかへ行ってしまったらしい。


　本当に落ち着きのない兄あに貴きだ、と嘆たん息そくする。けれど、気持ちはわからないでもない。


　ルビーウルフもジェイドも、早く帰ってきて欲ほしい。待っているだけなのは、まるでこっちが迷まい子ごになってしまったような居い心地ごこちの悪さだ。置いてけぼりを食くらうのは心細い。


　ジェイドの身に何があったのかわからないけれど、彼がルビーウルフの傍そばを自ら離れるなんて信じられない。本人たちは互たがいをどう思っているか知らないが、女王と騎き士しという枠わくを超こえて仲の良い二人だ。だからこそ、ルビーウルフがジェイドを捜さがしに行くと言った時は嬉うれしかった。


「あと四日か……」


　正直、そんなに待っていられない。リオンではないけれど、落ち着かない。


　ティグルは藤棚のアーチに目をやる。今すぐそこを通って二人が現れてくれたら、と強く願った。





　　　　†




　落ち着き払ったティグルの様子を見ていると、苛々してしまう。気の利きいた一言でも言ってくれたらいいのに、出てくる言葉は適てき当とうな相あい槌づちと生意気な反はん論ろんばかり。双子だって、弟は弟だ。もう少し兄を敬うやまえ、と思ってしまう。


　リオンは髪かみを束ねている紐ひもを解ほどいた。髪は束ねていると重く感じるので、紐を解くと程ほど好よい解放感を得られる。


　落ち着かない気持ちを発散したい。そう思って、リオンは厩きゆう舎しやに向かった。馬で屋敷の周囲をひとっ走りするくらい、許されるだろう。


　厩舎は庭の一いつ角かく、裏うら門もんに近い辺りに設もうけられていた。もともと馬車を牽ひく馬を置いているだけだから、さほど広くもない。そこにルビーウルフとジェイドの馬、そしてリオン、ティグル、カミーユの馬までいるのだから馬ば房ぼうは空きがない状じよう態たいだ。


　ふと、誰だれかの話し声が聞こえてリオンは足を止めた。とっさに木こ陰かげに身を隠かくし、様子を窺うかがう。


　テレジアとカミーユだった。馬を馬房から出し、どこかに行こうとしているカミーユをテレジアが見み咎とがめたらしい。


「やはりあなたは、何でも途と中ちゆうで投げ出してしまうのね。お父上が嘆なげいてらした通りだわ」


「私はただ、もう付き合いきれないと思っただけです。軽けい蔑べつしたければすればいい。私はもともと、あなたと父の関係を疎うとんでいたのですから。私の目的は女王に過か去こを捨すてていただきたかっただけ。けれど、あの女王は放ほうっておけば自じ滅めつします。我われ々われが手を下さずとも、いずれ誰もが彼女の奔ほん放ぽうさに不安を訴うつたえるでしょう。そうなった時、女王は自由を失う。それも、そう遠くない将しよう来らいに。それでいいではありませんか」


「そんなの待っていられないわ。盗とう賊ぞくに支し配はいされているなんて虫むし唾ずが走るの。耐たえられない。あなただって、そう言っていたじゃない。盗賊として育った女王なんて、国の恥はじだって。それに、あなたはどうせマルクス様がいなければ何もできないのだから、大人しくお父上とわたしの言う通りにしておけばいいのよ」


「女王の騎士と妹を手に掛かけてまで我わが父に媚こびを売る娼しよう婦ふの命令など、聞くに値あたいしない」


　カミーユの侮ぶ蔑べつに、テレジアは憤ふん怒ぬして顔を赤く染そめ、平手でカミーユの頰ほおを打ち据すえた。


「誰が好き好んで、あんな年とし寄よりの相手をするものですか！　わたしは……わたしは、ただ帰りたいだけよ。わたしだって伯はく爵しやく家の娘むすめなのに……。こんな田舎いなかに追いやられたのも何もかも、お父様があの騎士の父親を庇かばったせいだわ。なのにお父様は平然とそんな境きよう遇ぐうを受け入れて、馬ば鹿かみたい。それを恨うらんで何が悪いの？　お父様も騎士も女王も、わたしの不幸の上に平へい穏おんを得ているんじゃない。わたしだけ犠ぎ牲せいになっているなんて許ゆるせない！」


　耳みみ障ざわりな金切り声で、テレジアは捲まくし立てる。そんなテレジアをカミーユは静かな眼まな差ざしで見ていた。


「苦しいのは自分だけとお思いですか。哀あわれな人だ」


　虚きよ栄えい心しんを撒まき散らすテレジアに、カミーユは落ち着いた声こわ音ねで言う。それがさらにテレジアの神しん経けいを逆さか撫なでたのだろう。彼女はまた、平手を振ふり上げ──


　背はい後ごに気配を感じ、リオンは振り返ろうとした。しかし、遅おそかった。腕うでを捩ねじ上げられ、猿さる轡ぐつわを嚙かまされる。抵てい抗こうしても敵かなわず、木陰から引きずり出された。


　リオンの姿を目にしたカミーユは驚おどろきで目を見開いた。そんな彼にも、武ぶ装そうした男が刃を突きつける。カミーユは両手を挙げ、抵抗の意思がないことを示しめした。


「盗ぬすみ聞きとは品のない坊ぼうやですこと。お仕置きをしなければいけないわね」


「テレジア殿どの、その方は宰さい相しよう閣かつ下かのご子息です。手を出せば、あなたも私の父もただでは済すまない」


「何を言っているの？　わたしたちはもう騎士様を手に掛けたのよ。女王陛へい下かの大事な狼おおかみも、今いま頃ごろは猟りよう犬けんたちになぶられているでしょう。今さら死体が一つ増ふえたところで構かまわない──いいえ、一つではないわね、二つだわ。カミーユ、あなたはもう邪じや魔まよ。役に立たない人は消えてちょうだい」


　物ぶつ騒そうなテレジアの言葉に、リオンは激はげしく暴あばれた。けれど拘こう束そくを抜ぬけ出すことはできない。


　暴れるリオンにテレジアは歩み寄った。真っ赤に染めた爪つめでリオンの頰を甘あまく引っ搔かく。ぞわっと全身に悪お寒かんが走った。


「あなたはたしか弟のほうね。双子なら、片かた方ほうが残っていれば宰相閣下も早々に諦あきらめてくださるわ」


　髪を解いていたことで、ティグルと勘かん違ちがいされたらしい。それに、片方を残しておくということは、本物のティグルには手を出さないだろう。それだけわかって、リオンは少し安あん堵どした。


「その子をどうなさるおつもりですか？」


　カミーユの問いに、テレジアはしばし考え込む。そして、赤い唇くちびるをにたりと歪ゆがませて笑った。


「宰相閣下のご子息が女王陛下に殺されたなら、悲ひ劇げきじゃない？　どんなに温おん厚こうな方でも、息子むすこを殺した女王に仕えたいなんて思わないはずだわ」


　ルビーウルフを罠わなに掛けるための餌えさにするつもりか。


　足手まといになるなんて嫌いやだ。宰相は……父はルビーウルフを責せめたりしないだろうけれど、自分のせいでルビーウルフの立場が悪くなるなんて、だめだ。騎士を志こころざす者として、こんな不ふ名めい誉よなことはない。


　暴れるリオンからテレジアは離れた。そして、彼を押さえつけている武装した男たちに目配せをする。


　その瞬しゆん間かん、リオンは首くび筋すじを強打された。ぐらりと目の前の景色が揺ゆれ、体から力が抜ける。


　意い識しきを手放す寸すん前ぜん、カミーユと目が合った。リオンを哀あわれみながら、ひどく諦てい観かんじみた眼差しだった。
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　日が落ちれば、森の中では光こう源げんがなくなる。枝えだ葉はの隙すき間まから漏もれる月明かり程度だ。けれど、ルビーウルフの目は暗くら闇やみでもよく見える。月と星のわずかな光を受け、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは闇の中でも燦さん然ぜんと輝かがやいていた。


（ルビー、道が逸それているわ。川かわ沿ぞいを行くのではないの？）


　迷まよいなく前進していたルビーウルフをケーナが制せい止しした。耳を澄すましてみると、たしかに水の音が遠ざかっている。川沿いを進んでいたつもりが、いつの間にか逸れてしまったらしい。しかし──


「いや、こっちでいい」


　ルビーウルフは自身の足が向かうまま、進むことにした。決して意地を張はっているわけではない。昔から、仲間と逸はぐれた時はこうして捜していたのだ。獣けものの感覚を研とぎ澄すまし、勘だけを頼たよりにする。仲間なら、感覚で呼び合えるのだ。


（おかしな話ね、私よりルビーのほうが勘に自信があるなんて）


　ケーナは苦く笑しようしていた。けれど、彼女が不安に思うのも仕方がない。


（フロストはどうして応こたえてくれないのかしら）


　ケーナとルビーウルフが遠とお吠ぼえで呼んでも、フロストは一向に応おうじてくれない。声が届とどかない位置にいるのか。夜になっても追いついてこないなんて、妙みようだ。


　ルビーウルフは足を止めた。そして高々と声を上げる。それに合わせ、ケーナも吠えた。これで何度目になるかわからない遠吠えだ。


　しばし待つ。けれど、やはり応答はなかった。諦めて歩き出そうとした、その時。


　風の唸うなりのような声が聞こえた。遠くから、たしかにフロストの声だった。だが、その声に含ふくまれる意思にルビーウルフとケーナは眉まゆをひそめた。


　呼ぶな、というのだ。これ以上、声を上げるな、と。


「どういうことだ？」


　つぶやいてみても、答えは返ってこない。ケーナも困こまったように首を傾かしげている。すると、最後にもう一声、フロストの遠吠えが響ひびいてきた。曰いわく、『捜さがし物は見つかった』。


　ルビーウルフとケーナは顔を見合わせた。互たがいに笑え顔がおが零こぼれる。


「フロストの奴やつ、追いついてこないと思ったら……あたしより先に見つけやがって。でも、呼ぶなって何だろうね？」


（わからないわ。けれど、やっと合流できる）


　たしかに、これで心配事が吹ふき飛んだ。それに、フロストの声が聞こえた方角はルビーウルフたちが向かっている先だ。このまま進路を変えずに進むことができる。自然と歩調が軽くなった。


「あたしの勘は間違ってなかったみたいだね。やっぱり、これって帰主本ほん能のうってやつなのかな」


（あら、じゃあジェイドはルビーの主人ということになるわね）


　ケーナの言葉に、ルビーウルフはしばし黙もくした。それから、拗すねたように唇を尖とがらせてケーナを横目に睨にらむ。


「訂てい正せい。今のなし。あいつがあたしより上の順位なんて、あるわけない。仲間だから勘が働くだけだ。あたしはブラッディ・ファングの頭かしらなんだから……そうか。それであの時、腹はら立たったんだ」


（何の話？）


「クラリッサがジェイドを連れてったと思った時、すっごい腹が立ったんだ。でも、群むれの仲間を余所よそ者ものに取られたらむかつくのは当たり前だよな。あたしは変じゃないよな」


　自じ己こ解かい決けつしたルビーウルフに、ケーナは呆あきれたような目を向けた。それから、ふぅっと溜ため息をつく。それがなんだか馬鹿にされているように感じて、ルビーウルフはまた唇を尖らせた。
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「何さ。言いたいことがあるならはっきり言ってよ」


　その言葉に、ケーナはぴたりと歩みを止めた。いや、違う。彼女は何かを警けい戒かいしている。ルビーウルフの感覚も、何かの気配を捉とらえた。


（獣の匂においがする）


　ケーナは頭を低くして警戒の姿し勢せいになった。ルビーウルフも〈導みちびきの剣けん〉の柄つかに手を掛け──


　茂しげみを揺ゆらし、飛び出してきたのは大きな犬だった。それも複ふく数すう。犬たちはルビーウルフに見向きもせず、ケーナ目掛けて突とつ進しんする。


「ケーナ！」


　ルビーウルフはとっさに身を屈かがめ、ケーナを呼んだ。ケーナはルビーウルフの意思を汲くみ取り、駆け寄る。


　ルビーウルフの背せ中なかを踏ふみ台にして、ケーナは突進してくる犬たちの背はい後ごへ跳とんだ。目標を見失った犬たちは、〈導きの剣〉を抜き放ったルビーウルフを啞あ然ぜんと見上げる。


　ルビーウルフは刃を地面に突き立てた。放ほう射しや状じように亀き裂れつが走り、土が盛もり上がって隆りゆう起きする。地じ割われの振しん動どうに数頭の犬が驚き、飛び跳はねる。ルビーウルフは彼らの動どう揺ように畳たたみ掛けるよう、腹の底から獣の如ごとき咆ほう哮こうを発した。


　犬たちは耳を伏ふせ、きゃんっ、と怯おびえた声を出した。その隙すきにルビーウルフはケーナを追う。


　ケーナの鼻は隠れている者の匂いを嗅かぎ取っていた。彼女が駆ける先から矢が射出され、地面や木に突き刺さる。しかしケーナは蛇だ行こうしながら軽かろやかに避よけ、茂みに飛び込んで狙そ撃げき手しゆの足に食くらいついた。


　悲鳴を上げ、茂みから這はい出した男にルビーウルフは〈導きの剣〉の切っ先を向けた。そしてケーナに目配せをし、牙きばから解放するよう命じる。


　窺うかがうように集まってきた犬たちを威い嚇かくしながら、ケーナはルビーウルフの背後を守る。そしてルビーウルフは、クロスボウを放ほうり出して地面に這いつくばっている男へ静かに問うた。


「お前は猟りよう師しか？　それにしちゃあ、重そうな武ぶ器きを持ってるね」


　男が腰こしに下げた矢や筒づつには、見覚えのある矢が収おさめられていた。ジェイドの血がついた、あの矢と同じものだ。


　ルビーウルフもレターナに住んでいた頃は狩しゆ猟りようをし、弓矢を扱あつかったことがある。獲え物ものとする鹿しかや兎うさぎを追いかけるのに、金きん属ぞくの引き金がついたクロスボウなんて邪じや魔まで仕方がない。けれど、暗くら闇やみで撃うってきたこの男の狙いは正せい確かくだった。


「さ、里に狼が出るから退たい治じしてくれと頼たのまれたんだ。仕し留とめたら、その毛皮を破は格かくの値で買い取ってくれると言われて、猟師仲間を集めて……。俺おれたちには狼狩がりの経けい験けんなんてないって、はじめは断ことわったんだ。俺たちが飼かっている猟犬だって、鹿や狐きつねくらいしか追ったことがない。威い力りよくの高い弓と狼狩りの経験がある犬をくれると言うから……」


「誰が？」


「テレジア様だ。ハリス様のところの、上のお嬢じよう様さま。あの方は怒おこらせると、おっかないんだ。だから、狼狩りなんて怖こわかったけど……」


　怯えた目で、男はルビーウルフを見上げてくる。噓うそはついていないと、ルビーウルフの嗅きゆう覚かくは嗅かぎ取った。


「その弓で狙ったのは狼だけか？　人間を射ったか？」


　ルビーウルフの問いに、男は大おお慌あわてで首を左右に振った。


「そんな恐おそろしい真ま似ね、するものか！　さっきだって、その狼にお嬢ちゃんが襲われるんじゃないかと思って、犬で引き離そうとしたんだ。まさか、飼かわれている狼だとは思わなくて……。すまなかった」


　地面に手をついたまま、男は深く頭を下げた。


　どうやら彼は、ルビーウルフの素す性じようには気づいていないらしい。面めん倒どうがなくて楽だ。ルビーウルフは小さく溜め息をつき、刃を鞘さやに収める。


　フロストが呼ぶなと言ったわけが、ようやくわかった。遠吠えで呼び合うことで、猟犬にまで居い場ば所しよを伝えてしまっていたのだ。ということは、フロストも猟犬に襲われたのか。ジェイドと合流できたのなら、無事だろうけれど。


　フロストとケーナを殺せと命じ、クロスボウを与あたえたのはテレジア。ということは、ジェイドを狙った者もテレジアの命令で動いているのだろうか。


「お前の猟師仲間も、狼を捜さがして森に散っているのか？」


　この質しつ問もんに、猟師は頷うなずいた。


「ああ、だからお嬢ちゃんは早くこの森から出て行ったほうがいい。テレジア様が仕留めろと言っていた狼と間違えられて、また狙われるかもしれない」


　この人は本当に何も知らないんだな、とルビーウルフは悟さとった。テレジアが狙っているのは間違いなくフロストとケーナだ。何が目的かは知らないが……許ゆるさない。


　胸むねの底に怒いかりの火種が生まれた。けれど、今はそれを抑おさえ込む。目の前には、巻まき込こまれてしまった無関係な怪け我が人にんがいるのだ。


「足、大だい丈じよう夫ぶ？」


　ルビーウルフが訊たずねると、彼はゆっくりと立ち上がった。足を擦さすり、具合を確かめる。


「平気だ。血は出ているが、歩ける」


「そう、よかった。犬を連れて村に戻りな。休養しなきゃ、狩りができなくなるよ」


　ケーナが手て加か減げんしたのか、急所を咬かみ損そこなったのか。どちらにしろ、大事に至いたらなくてよかった。これがフロストだったら、一いち撃げきで喉のどを食い裂さかれていただろう。


　猟師に背を向け、ルビーウルフは歩き出した。ケーナもついてくる。


「お嬢ちゃん、そっちはもう道なんかないぞ。迷まよっていたのか？　こんな夜に、森の中にいるなんて……」


　猟師が心配そうに呼び止めてくれた。ルビーウルフは微笑ほほえんで振り返る。


「迷ってなんかいないさ。仲間を迎むかえに行くだけ。それから、もし猟師仲間に会ったら、狩りは一いつ旦たん引き上げるように伝えて。テレジアの命令になんて従したがわなくていい」


「しかし……」


「お前はグラディウスの民たみだよね？」


　反論しかけた猟師の言葉を遮さえぎり、ルビーウルフは問う。それに猟師は頷いた。


「だったら、あたしが守ってやる。この国は盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングだ。後始末は全部、頭とう領りように任まかせな」


　ルビーウルフが何を言っているのかわからなかったのだろう。ぽかんとしている猟師に手を振って、ルビーウルフは駆け出した。
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　フロストが高々と声を上げた。それにクラリッサは驚おどろいていたけれど、ジェイドは安心して見守る。ルビーウルフやケーナと呼び合っているのだと、知っているから。


　フロストには大いに助けられた。ジェイドとクラリッサが空くう腹ふくだと悟った彼は兎を獲とってきてくれた。しかしながら、それを捌さばく道具がなく、獲物はフロストの腹に消えることになったけれど。その後は、ハーブや食べられる植物を探しては教えてくれて、それをクラリッサが選別した。


　空腹が満たされたことで、クラリッサの足取りもしっかりしてきた。休きゆう憩けいの間かん隔かくを空けても音ねを上げない。


　けれど、ジェイドとクラリッサの間での会話はめっきり減へった。化け粧しようが落ちたとか服の汚よごれがとか、そういったことはもう諦あきらめたようだが、なぜか態たい度どがよそよそしい。足場の悪い所でジェイドが手を貸かそうとしても断ことわったり、離はなれて歩いたりする。そのせいで、どうしてもクラリッサは遅おくれがちだった。


　張はり出した木の根に足を取られ、クラリッサが転ぶ。ジェイドが呪じゆ文もんで作った光る蝶ちようを飛ばしているけれど、足元はほとんど見えないのだ。


「休みますか？」


「いいえ、平気です」


　ジェイドが手を差し伸のべても、クラリッサはそれに頼たよらず立ち上がった。しかし、疲つかれが溜たまった足は震ふるえてしまっている。


　先頭を行くフロストが苛いら立だたしげに鼻を鳴らした。一いつ刻こくも早くルビーウルフと合流したいのに、クラリッサが足手まといになっているのが気に食わないらしい。今にもクラリッサを置いてさっさと行ってしまいそうだ。


　嘆たん息そくし、ジェイドはクラリッサに背を向けてしゃがみこむ。


「乗ってください。負ぶって行きます」


「必要ありません。自分で歩けますので」


　意地を張り、そっぽを向いて歩き出したクラリッサは、今度は石につまずいた。倒れる寸すん前ぜん、ジェイドは彼女の体を抱だきとめる。


「大丈夫ですか？」


　訊ねたけれど、クラリッサは答えなかった。さっと身を離し、ジェイドから距きよ離りを取る。


　フロストが急せかすように小さく吠えた。もたもたしていたら、置いていかれてしまう。


「申し訳わけありませんが、俺にはあなたが怒おこっている理由がわかりません。しかし、こんな所で時間を食うわけにもいかない。俺のことを嫌きらっていても、今は我が慢まんして負ぶわれてください」


「わたしは怒ってなんかいません。ジェイド様のことを嫌ってもいません。ただ……優やさしくされるのは、嫌いやです」


　クラリッサの言いたいことが、さっぱりわからない。ジェイドは困こまり果て、溜め息をついた。


「……させないでください」


「え？」


　消え入りそうな声で、クラリッサがつぶやいた。聞き取ろうとジェイドが顔を覗のぞき込むと、今度ははっきり言葉にした。


「期待させないでください。ご自分ではお気づきでないかもしれませんが、ジェイド様は何かにつけて陛へい下かのことばかりお話しなさいます。わたしのことなんて、ちっとも覚えていなかったのに、陛下のために騎き士しになって……。子こ供どもの頃ころから陛下のことしか考えていなかった方を振り向かせるなんて、わたしには無理です。だから諦めたのに……優しくされたら、期待してしまいます」


　唇くちびるを嚙かみ、クラリッサは俯うつむいた。今にも泣き出してしまいそうな彼女の表ひよう情じように、ジェイドは言葉をなくしてしまった。


　クラリッサがそんなことを思っていたなんて気づかなかった。いや、気づこうとしなかったのだ。


　たしかに、ジェイドが気晴らしにと話したのはすべてルビーウルフに関することばかりだった。それはルビーウルフの破は天てん荒こうさが印象深かったからだと思っていたが、違ちがう。無む意い識しきに彼女のことばかり考えていた。


　それを他人に……しかも、自分を好いてくれていた人に教えられるなんて、間ま抜ぬけもいいところだ。ジェイドの何気ない一言でも、クラリッサは傷きずついていたに違いない。


　ジェイドが何も言えないでいると、クラリッサは笑った。ぐす、と鼻を鳴らして、それでも口元には笑みを浮うかべていた。


「誰にでも優しいのは、とても良いことですわ。でも、それだと女は時々不安になります。特別な人を特別扱あつかいしたって、足りないんです。いつだって独ひとり占じめしていたいんですもの。だから、わたしがさっき言ったことは忘わすれてください。陛下だけを見ていて差し上げて」


「……ルビーウルフは、俺のことをただの仲間だと思っていますよ」


　ジェイドが苦く笑しようして言うと、クラリッサは呆あきれたように目を丸くした。


「まぁ、そんなことありませんわ。陛下はジェイド様にとても懐なついてらしたじゃないですか。もっと自信を持ってください」


　力説して、クラリッサは慌あわてて口を噤つぐんだ。


「わたしったら、陛下に対し『懐く』だなんて……。ご無礼、お許ゆるしください」


「いえ、いいんです。ルビーウルフは礼節を気にする性せい格かくではありませんよ」


　むしろ丁てい重ちように扱われるのを嫌う人だ。それに、クラリッサの表現は間違っていない。


　ルビーウルフは暇ひまを持て余あますと、よくジェイドにじゃれついてくる。ジェイドを玩具おもちやか何かだと思っているのか、彼女の遊びに付き合わされて振り回されて、へとへとになることだってあった。子供の狼おおかみが人に懐くとしたら、こんな感じなのだろうなと思う。


　ルビーウルフは根が野生の獣けものだ。獣は追いかけると本ほん能のうで逃にげてしまう。彼女は決して、誰にも捕つかまらない。それなら自分は、獣がその根元でゆったりと眠ねむれるような大たい樹じゆでありたい。


「ジェイド様は陛下の良き理り解かい者しやですわね。本当に羨うらやましい」


　そう言ったクラリッサは微笑んでいた。少し寂さびしげだったけれど、もう吹ふっ切れたというように、ジェイドに向かって両手を伸のばす。


「負ぶってくださるのでしょう？　陛下のもとへ早く戻もどらなくてはいけないのに、足手まといになって申し訳ありません。さぁどうぞ、小麦の袋ふくろか何かだと思って負ぶってください。──重いですよ？」


　最後に小声で付け足して、恥はずかしそうに俯うつむいた。


「大だい丈じよう夫ぶです。暴あばれる狼を洗あらうことに比くらべれば、軽い仕事ですから」


　苛いら々いらしながら待っているフロストに目を向け、ジェイドは言った。そしてクラリッサに背を向けて屈かがむ。


　その時だった。フロストの耳がぴくりと動き、彼は遠くの暗がりに向かって威い嚇かくの唸うなり声を上げた。頭をぐっと低く下げ、牙きばを剝むき出す。


　何かがいる。フロストの様子からジェイドがそう悟さとった瞬間、閃せん光こうが走った。フロストは大きく横に跳とび、回かい避ひする。


　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたクラリッサが尻しり餅もちをついて倒たおれこんだ。彼女を庇かばいつつ、ジェイドは構かまえを取る。


　魔ま導どうの力だ。それを扱える者は、そう多くない。力を認みとめられた魔導師は国に仕え、そうでない者は貴き族ぞくに雇やとわれている場合がほとんどだ。魔導を学ぶには大変な費用を要するため、魔導師自身も名家の出身者が多い。


　つまり、魔導師を雇い入れるには、よほどの財ざい力りよくがなければ不ふ可か能のうということだ。この襲しゆう撃げき者しや個こ人じんの考えで動いているのなら話は別だが、誰かの指し示じがあるのなら、それは名の知れた貴人ということになる。


「フロスト、殺すな！」


　駆け出そうとしたフロストに、ジェイドは待ったをかけた。狼の闘とう争そう本ほん能のうを剝き出しに襲い掛かれば、相手は命を落とすかもしれない。傷きずつけるなとは言わないが、誰の命令で動いているのか聞き出すためには死なせるわけにはいかない。


　フロストは少し躊躇ためらい、ジェイドに駆け寄ってきた。ジェイドと共にクラリッサを庇って構え、周囲を窺う。


「相手は一人か？」


　ジェイドの問いに、フロストはばさりと尾おを振った。肯こう定ていの意か否ひ定ていの意か──肯定だ。勘かんだが、今はそれを信じるしかない。


　明かりとして飛ばしていた蝶ちようを消した。暗くら闇やみの中で明かりを灯ともしていれば、居い場ば所しよを知らせることになってしまう。相手も明かりを持たず、どこに隠れているのか把は握あくできない。


「フロスト、お前の目を頼たよるぞ」


　闇の中で炯けい々けいと輝かがやく金色の目。獣にとっては、明かりなど不要だ。


「クラリッサ殿どのはここを動かないでください」


　それだけを告げ、ジェイドはフロストと共に駆け出した。


　狼の嗅きゆう覚かくは隠れた獲物を鋭するどく嗅かぎ取る。闇の中でも見分けられるフロストの白い背中を目印に、ジェイドは彼の後を追った。


　フロストが跳んだ箇所では同じように跳び、木の根を踏ふみ越こえる。足元が見えなくても全力で駆けることができた。


　前方で、がさりと茂しげみが揺ゆれた。そこに何かがいる。


　獲物に届く直前、フロストは横に跳んでジェイドに進路を譲ゆずった。障しよう害がい物ぶつがなくなり、ジェイドはまっすぐ両手を前に翳かざす。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは万ばん緑りよくの群むら鳥とり！」


　周囲の木々がざわめき、木の葉が枝えだを離れて舞まい上がった。鳥の群むれのように一ひと塊かたまりとなり、茂みへ飛び込んでいく木の葉は刃の鋭さを持つ。直撃さえ避ければ軽傷で済すむ術じゆつだが、意思があるかのように飛び回る葉をすべて避けるなど不可能に近い。


　茂みから男が転がり出てきた。纏まとわりつく葉に腕うでや頰ほおを切られながらもジェイドを睨にらみ、術を放つ。


「導くのはレオナール・トーマ！　呼ばれしものは鎧がい装そうの竜たつ巻まき！」


　纏いつく木の葉を払はらう風が男を中心に渦うず巻まいた。暴ぼう風ふうの鎧よろいを着た男は、そのままジェイドに突進してくる。しかしジェイドはそれを避けず、呪じゆ文もんを唱えて迎むかえ撃うった。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは静けし凍いて凪なぎ！」


　ジェイドの手がほのかに輝き、渦巻く風に触ふれる。光は暴風を凍こおらせ、凪なぎへと緩かん和わさせた。風の鎧よろいを失った男は次なる手に出ようとしたが、遅おそい。背後からフロストが飛び掛かり、肩かたに牙を立てた。


　倒れこんだ男の背中を踏みつけ、フロストは高らかに吠ほえた。男が身じろぎすると、耳元で唸る。いつでも咬かみ殺せる、という脅おどしだ。


　よく見ればまだ若わかい青年だった。しかしジェイドはレオナール・トーマという名に聞き覚えはない。中流貴族の出身で、誰かに雇われているのか。ならば、その人物の名を聞き出したい。


「大人しくしていれば狼は咬みつかない。どうか気を静めてくれないか」


　声の調子を落とし、ジェイドはレオナールに語りかけた。レオナールは地面に手をついたまま震ふるえている。


「フロスト、もういい。少し離れてやってくれ」


　ジェイドが言うと、フロストはレオナールを警戒しつつも距離を取った。しかし、威嚇はやめない。レオナールが少しでも妙な動きをすれば、すぐ飛び掛かれる位置で待機する。


「お、お許ゆるしください……！」


　顔を伏ふせたまま、レオナールは震ふるえる声で許しを乞こう。これ以上怯おびえさせないよう、ジェイドは膝ひざをついてレオナールと目線を近くした。


「大丈夫だ。すべてを話してくれたら、咎とがめはしない。二日前、渓けい谷こくで俺たちを狙ねらったのも君か？」


　その問いに、レオナールは小さく頷うなずいた。そして、申し訳わけございません、と詫わび入る。


　この様子なら、レオナールはジェイドの素す性じようを知っているのだろう。女王に仕える騎き士しだと。


　渓谷での攻撃も先ほどの襲撃も、彼には躊躇ためらいを感じた。ジェイドもクラリッサもフロストも、単に運が良かったわけではない。襲撃者たるレオナールに、心のぶれがあったから全員無事だったのだ。


「遺い体たいを確かく認にんするまで戻もどって来るなと言われたのです。猟りよう犬けんを使って捜さがして来い、と。女王の騎士を生かしておくなと……」


　震える声でレオナールは言った。


　猟犬という言葉に、フロストが不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。彼を襲っていた犬たちも猟犬だったのだろうか。たしかに、野犬にしては毛け並なみのいい犬たちだった。


「渓谷では、一人ではなかったな。仲間がいるのか？」


　クロスボウを使い、射ってきた者たちがいた。それはつまり、駒こまがレオナール一人だけではないということだ。


「彼らとは面めん識しきはありません。ただ、雇い主を同じくする私し兵へいたちです。最初の襲撃の後、別れておりますので、彼らが今どこにいるのかは存ぞんじません」


「そうか。では、最後にもう一つ。君に、俺を殺すよう命じたのは誰だ？」


　静かに、けれど力強くジェイドは質ただした。レオナールはしばし迷まよい──毅き然ぜんと顔を上げる。そして、彼が何かを言いかけた時だった。空を切る音が闇やみを裂さいた。


　どっ、と鈍にぶい音がしてレオナールが前のめりに倒たおれる。ゆっくりと身を起こした彼は──震える手で、自身の頸けい部ぶを貫つらぬいている矢や柄がらを握にぎった。


「な……！」


　あまりのことに、ジェイドは言葉を失った。レオナールも我わが身に何が起こっているのか理り解かいできず、啞あ然ぜんと目を見開いている。


　遠くに視し線せんを向けたフロストが吠えた。ジェイドは彼の目線を辿たどり、顔を上げる。その視線の先で、何かが光った。


　それを視し認にんした瞬間、フロストとジェイドは飛び退すさった。先ほどまで立っていた場所に、矢が立て続けに突き刺ささる。


　木の陰かげに身を隠かくし、ジェイドは地面に耳を寄よせた。馬の蹄ひづめの音が聞こえる。一騎だ。──遠ざかっていく。


　同じく木陰に身を潜ひそめたフロストに目をやると、彼はすでに警けい戒かいを解といていた。ジェイドにちらりと目線をくれる。出てきても大だい丈じよう夫ぶだ、ということだろう。すぐさま、ジェイドはレオナールのもとへ駆かけ戻もどった。


「大丈夫か!?　しっかりしろ！」


　うつ伏せに倒れているレオナールを抱き起こしてみたが、もう息はなかった。虚うつろに開かれた目に、そっと手を添そえて瞼まぶたを閉とじさせてやる。


　レオナールを運んでいくことはできない。しかし、このままの姿すがたでは忍しのびなかった。矢柄を折って頸部から引き抜き、木に凭もたせ掛けて胸むねの上で両手を組ませる。


　短い黙もく禱とうを捧ささげ、ジェイドはフロストと共にその場を後にした。


　クラリッサのもとへ戻ると、彼女は安あん堵どしたように笑顔で迎むかえてくれた。こんな時ばかりは暗闇に感かん謝しやする。レオナールの血が服についているから、明るければきっとクラリッサを怯えさせていただろう。


　ジェイドとフロストが無事だったことを喜んでいたクラリッサだったが、何があったのかと問い質ただしはしなかった。普ふ通つうなら、当然のように気になるはず。それを訊たずねないということは、クラリッサは何かを知っているということだ。


　レオナールは言っていた。女王の騎士を生かしておくなと命じられた、と。


　この状じよう況きように至った理由を、クラリッサは義あ姉ねを取り巻まくいざこざが原げん因いんだと言った。もし本当にそうなら、一番に狙われるのはテレジアの義妹いもうとであるクラリッサだ。しかし実じつ際さい、レオナールが名指ししたのはジェイドで、フロストも猟犬に追われた。標的は明らかにジェイドと、そしてフロストだった。


　そうなると、心配なのはルビーウルフとケーナだ。先ほどフロストと遠吠えで呼び合っていたということは、森のどこかにいる。レオナールを射しや殺さつした狙そ撃げき手しゆが潜ひそむこの森に、彼女たちはいるのだ。


　クラリッサに真しん偽ぎを質している時間さえ惜おしい。逸はやる気持ちを抑おさえ、ジェイドはクラリッサを負ぶって歩き出した。




　第６章　夢ゆめよりも現げん実じつを







　もう、わけがわからない。


　ティグルは呆ぼう然ぜんとして、庭の長なが椅い子すに腰こし掛かけていた。


　まず、ジェイドがクラリッサと共に消えた。それを追ってルビーウルフと狼おおかみたちも行ってしまった。そして今度は、リオンまで。


　リオンがいないと気づいたのは、日にち没ぼつになってからだった。はじめは、落ち着きのない兄のことだから屋や敷しきの外へ散歩にでも行ってしまったのだろうかと思った。けれど、夜に散歩なんてあるはずがない。


　その次に考えたのは、ルビーウルフたちを追って勝手に出て行ってしまったのではないか、というもの。しかしリオンの馬は厩きゆう舎しやにいた。ルビーウルフと違ちがって森を歩きなれていないリオンが、馬なしで遠出などできるはずがない。


　そこで気がついたのが、馬車を牽ひくためにハリスが所有している馬がいないということだった。そして、馬車もない。ハリスにそのことを伝えると、他ほかにも姿すがたを消した者たちがいたと判はん明めいした。テレジアとカミーユもいないというのだ。


　一体、何が起こっているのか。ティグルはもう、どうしていいのかわからない。


　ティグルと同様に衝しよう撃げきを受けていたのはハリスだった。娘むすめが二人、続けざまにいなくなって、彼自身も憔しよう悴すいしているのにハリスはティグルを慰なぐさめてくれた。


　老ろう紳しん士しの優やさしい言葉は、ずっと不安を押おし殺して張はり詰つめていたティグルの気持ちを緩ゆるませた。騎き士しを志こころざす男が情なさけないとわかっていたけれど、一度涙なみだが出てしまったら、なかなか止まらなかった。


　泣いたら、頭がぼんやりした。火ほ照てった顔を冷やすために外へ出て、夜風に当たっていたのだが……ばしっと膝ひざを叩たたき、気合を入れてティグルは立ち上がった。


　このまま待っていたって、何も変わらない。だったら動くしかない。


　明日の朝になれば、ティグルだけでも王おう城じようへ戻もどるようにとハリスに言われたけれど、そんなのはだめだ。女王を、双ふた子ごの兄を、尊そん敬けいするジェイドや仲良くしてくれる狼たちを置いて一人で帰るなんて、だめだ。


　厩舎から馬を連れ出し、ハリスには黙だまったまま屋敷を抜け出した。言うと、きっと心配して止められるだろうから。


　どこへ向かえばいいのかもわからない。けれど、じっとしているなんてできなかった。女王は──ルビーウルフはこう言ったのだ。自分で判はん断だんしろ、と。だったら、その通りにさせてもらう。


　ティグルは東の空を見上げた。わずかに白い輝かがやきを帯びている。


　夜明けが近かった。





　　　　†




　地元の猟りよう師しでも見落とすような獣けもの道みちを潜くぐり抜け、ルビーウルフとケーナは緩やかな斜しや面めんを下った。


　空が白んでいく様を、梢こずえの隙すき間まを通して見ていた。目を覚ました鳥の声や、小さな獣けものの気配が動き出す。


　とても懐なつかしい感覚だった。体に馴な染じんだ朝の音、色、匂におい。


　ほんの一年前までは、こうした風景の中で生きていた。周りには必ず、仲間の誰かがいて、馬ば鹿か話ばなしをして笑ったり食事当番を押し付けあって喧けん嘩かをしたり、そんなふうに過すごしていた。


　休きゆう憩けいして仮か眠みんをとり、目を覚ました時に思ってしまった。全部夢ゆめだったのではないか、と。


　仲間が死んだのは悪あく夢む。王城で過ごした時間はおとぎ話じみた夢。だって、目を覚ました自分は土にまみれて森の中にいる。女王になったなんて、笑ってしまうくらい可お笑かしな夢だ。


　けれど、首に下げて服の中に隠かくしてある首くび飾かざりの感かん触しよくは本物だった。ジェイドのことを夢だと思うのは、すごく嫌いやだし寂さびしい。


　情じようが移うつってしまったのだ。ただ、それだけのこと。なのに、なぜだろう。彼の傍そばで安らげるなら、他のどんな現実だって丸ごと受け入れられる気がした。


　ヴィアンカも、こんな気持ちだったのだろうか。盗とう賊ぞく団だんという人間の群むれに身を置き、モルダの傍を離はなれなかった母。モルダの隣となりに自分の居い場ば所しよが用意されていることを誇ほこらしそうに微笑んでいた蒼そう穹きゆうの瞳ひとみ。


　ヴィアンカはモルダに飼かわれていたのではない。共に生きていたのだ。だからこそ、彼女は人の群れの中にあっても野生だった。


　ジェイドには、モルダと似にた匂いを感じる。ルビーウルフの本ほん質しつである野性を損そこなわず、尊そん重ちようしてくれる。そんな人は養父であるモルダや仲間たちだけだと思っていたのに、まったくジェイドは稀け有うな存そん在ざいだ。


　ふと、先を行くケーナが足を止めた。そして鼻先を天に向け、遠くの匂いを探さぐる。


（近いわ）


　そう言って、歩調を速めた。ルビーウルフも後に続く。低木の細い枝えだを押しのけ、背せの高い草を踏ふみ越こえて、何かの気配を感じた。よく知っている、仲間の気配。


　野の茨いばらの群ぐん生せいを飛び越えて現あらわれたのはフロストだった。しかし、ルビーウルフはその姿すがたにぎょっとした。彼は傷きずだらけだったのだ。


「フロスト、大丈夫か!?」


　駆け寄って、傷の具合を確たしかめてみる。見た目はひどい有様だが、幸い大したことはなかった。けれど、足の裏うらの摩ま擦さつで擦すり切れたような傷は痛いた々いたしい。


（猟りよう犬けんに追われて、へまをやらかしただけだ。舐なめておけば治る）


　やはり、彼も猟犬に襲おそわれていたらしい。カミーユの目をごまかすために別行動してもらったが、こんなことなら一いつ緒しよにいるべきだった。


　ルビーウルフは唇くちびるを嚙かんだ。また、自分が判はん断だんを誤あやまったせいで仲間を失うところだった。もっとよく考えて行動していたら、あの時も──モルダたちも死なせずに……。


（傷を負わない獣などいない。傷きず跡あとは争いに勝ち残ったという証あかしになるんだ）


　ルビーウルフの考えを読んだように、フロストが言った。胸むねを反そらし、不ふ敵てきに笑う。


（俺おれに単たん独どく行動をさせたのは、俺の力を信じているということだろう？）


　自じ尊そん心しんの強いフロストには、それが誇ほこりなのだ。ルビーウルフに仕事を任まかされることが、彼にとっては自信へと繫つながる。


「そうだね……。ありがとう、ご苦労様」


　傷に障さわらないよう注意して、ルビーウルフはフロストの頭を抱だき寄せて頰ほおずりした。


　フロストもケーナも、ルビーウルフがあの時のことを思い出さないように気き遣づかってくれているのだ。ルビーウルフ以上に人の感情に敏びん感かんな彼らだから、ルビーウルフが固く覆おおい隠している致ち命めい的な傷に触ふれないでいてくれる。その気遣いを無駄にして、卑ひ屈くつになる必要なんかない。


「そういえば、ジェイドは？　見つけてくれたんだろう？」


　周囲を見渡しても彼の姿はない。するとフロストは、呼ぶように声を上げた。ケーナもそれにつられて吠える。


　しばらくして、背の高い草を踏み分けてジェイドが姿を見せた。野茨の棘とげを避さけ、迂う回かいしてきたようだ。


　ルビーウルフは思わず駆け寄ろうとして──足を止めた。ジェイドはクラリッサを背負っていたのだ。じりり、と不快な熱が腹はらの底に生まれる。


　そんなルビーウルフの気持ちとは裏腹に、こちらに気づいたジェイドは華はなやいだ笑え顔がおを見せた。そしてクラリッサは慌あわてたようにジェイドの背から離れる。


「どぅも。お久ひさしぶり」


　走り寄ってきたジェイドを皮肉な態たい度どで出で迎むかえてしまった。そんなルビーウルフの様子に、ジェイドは苦く笑しようを浮かべる。


「やはり、怒おこっているよな。顔を合わせたとたんに殴なぐられるくらいの覚かく悟ごはしていたのだが……」


「殴ってほしいの？」


「いや、覚悟はあってもそれは避さけたい」


　ルビーウルフが握にぎり拳こぶしを構かまえると、ジェイドは一歩引いて距きよ離りを取った。けれど顔は笑っている。この馬鹿馬鹿しいやり取りを楽しんでいるようだ。


　少し離れた所で、クラリッサがきまり悪げな様子で立っていた。ルビーウルフが彼女に目を向けると、慌ててお辞じ儀ぎをする。


「で、どんなわけでこうなったのか、説明は？」


　ジェイドとクラリッサを交こう互ごに見つめ、ルビーウルフは問うた。それに対し、ジェイドは整然と今までの経緯を述のべる。


　すべてを聞き終え、ルビーウルフはしばし考え込んだ。そして、ちらりとクラリッサの表情を窺うかがい見る。
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「屋や敷しきを出た理由、テレジアを迎むかえに行くはずだったって言ったね？」


「はい……」


　俯うつむいたまま、クラリッサは頷うなずく。ルビーウルフと目を合わせようとしないのは、何かを隠している証だった。


「帰ってきたジェイドの馬に、クラリッサのハンカチが結びつけてあったんだけど。もう帰らない、みたいなメッセージ付きのやつだよ。心当たりはない？」


　そう言うと、クラリッサは驚いたように顔を上げた。そして、首を左右に振る。


「いいえ、そのようなことはしておりませんわ。……本当に、そんなものが？」


　どうやら、こちらに関しては何も知らないようだ。ということは、あのハンカチは別の誰か──おそらくテレジアの仕し業わざか。クラリッサの姉であるテレジアなら、妹の部屋からハンカチを盗ぬすみ出すくらい造ぞう作さないだろう。


（俺に猟犬をけしかけたのも、テレジアとかいう女だ）


　フロストが忌いま々いましそうに吐はき捨すてた。彼の言葉をジェイドとクラリッサに伝えて、ルビーウルフは自身が持つ情じよう報ほうも添そえる。


「あたしとケーナがここに来る途と中ちゆう、猟師がケーナを仕し留とめようとしたんだ。テレジアに頼たのまれて狼おおかみ狩がりをしている、ってね。猟犬と武ぶ器きまで貸かしてくれたんだってさ。妙みようだと思わないか？　ハリスの屋や敷しきには犬の匂においなんてしなかったのに、どこから猟犬なんて連れてきたんだろうね」


「猟犬、か……」


　ジェイドがぽつりとつぶやいた。何か、心当たりがあるようだ。


「あれだけの猟犬を所有して、魔ま導どう師しを雇やとうだけの財ざい力りよくがあるとするなら、該がい当とうするのはあの方だが……」


「誰？」


　ルビーウルフが問うと、ジェイドは迷まよいながらもその名を口にした。


「フィッツアラン侯こう爵しやくだ。狩猟の腕うで前まえには定てい評ひようがある。だが、フィッツアラン家は代々王家を深く信仰しているはずだし、当主のマルクス殿どのは王家に何度も獲え物ものを献けん上じようしている。女王の騎士を殺せと命じるなど……」


　ジェイドは腕を組んで、自身の考えを否ひ定ていするように軽く頭かぶりを振ふった。だが、ルビーウルフは狼たちと顔を見み交かわし、ふっと口元に笑みを浮かべた。


「じゃあさ。その侯爵さんの長ちよう男なん坊ぼうがハリスの屋敷に来てる、って言ったらどうする？　それも、テレジアの友達だってさ」


　その言葉に、ジェイドは口を閉ざした。それから大きく溜ため息をこぼす。


「……当人たちがいないのに、ここで詮せん索さくしていても埒らちが明かない。それに、一度王おう城じように戻ってレオナール・トーマという魔導師について調べれば、彼が誰に雇われていたかはっきりする。──テレジア殿とフィッツアラン家のご長男には、話を伺うかがわなければいけませんが」


　ちらりとクラリッサに目をやって、ジェイドは言った。先ほどから、クラリッサは俯いたまま黙もくしている。けれど、ジェイドとルビーウルフの視線を受け、諦あきらめたように顔を上げた。


「……どうか、お願いです。テレジア様がどんなひどいことをしていても、ハリス様は関係がないと信じてください。そうでなければ、わたしは何もお話しできません」


　クラリッサの言葉に、ルビーウルフは引っ掛かりを感じた。小首を傾かしげる。


「ハリス、様？」


「クラリッサ殿は養女だそうだ」


　ルビーウルフの疑ぎ問もんにはジェイドが答えてくれた。なるほど、それで父親のハリスを名前で呼んだのか、とルビーウルフは納なつ得とくする。


　ルビーウルフは頷き、クラリッサに微笑みかけた。


「大だい丈じよう夫ぶ。あたしはハリスを信しん頼らいしてるよ。あんなに澄すんだ匂いの人は珍めずらしいからね」


　そう言うと、クラリッサはようやく笑ってくれた。テレジアについて何かを話すことで、ハリスまで咎めを受けるのではないかと気が気ではなかったのだろう。


「テレジア様がお屋敷に戻っていらした時に、その……ジェイド様がいらしていることをお話ししたら、二人で出掛けなさい、と……。お断ことわりしたのですが、どうしてもと言われて。わたしには、あの方に逆さからう勇気なんてありませんでした。それが、こんなことになるなんて……」


「知っていることはそれだけ？」


　ルビーウルフが訊たずねると、クラリッサは頷いた。


「テレジア様はわたしも殺すおつもりだったのです。義ぎ理りの妹ですから、嫌きらわれているのはわかっていましたけれど……やっぱり、哀かなしいですね」


　そっと目め頭がしらを押さえ、クラリッサはそれきり黙り込んでしまった。


　ルビーウルフとジェイドは顔を見合わせ、そこで会話は打ち切られた。とりあえず、今はハリスの屋敷に戻ることが最優ゆう先せんだ。リオンとティグルには五日以内に戻るという約束をしている。今から歩いていけば、明日の昼頃には戻れるはずだ。


「あ、そうだ」


　ふと思い出して、ルビーウルフは身に付けたままだった首くび飾かざりを引っ張り出して外し、ジェイドに差し出す。


「忘わすれ物。親の形見を置いていっちゃ駄だ目めだろ」


　ルビーウルフからそれを受け取ったジェイドは驚おどろいたように目を丸くした。そして、なぜか焦あせった様子で訊ねてくる。


「な、中を見たか？」


「いいや？　だって、前に一回見せてもらったじゃないか」


「あぁ、まぁ……そうだな」


　言葉を濁にごしたジェイドの態たい度どに、ルビーウルフは不信感を抱いだいた。さっと手を伸のばし、返したはずの首飾りを奪うばい取ろうとする。しかしジェイドも心得たもので、ルビーウルフにも狼たちにも盗とられないよう、首から下げて服の中に隠した。ちょうど、ルビーウルフがしていたのと同じように。


「隠されると余よ計けいに気になるよ。何か、やましい物でも入ってるの？」


「やましくはない。ただ、その……日に当たると、絵が傷いたむから」


「答えになってないよ。中身は何？」


　ジェイドの慌あわてぶりが気になって、しつこく問い質ただす。しかし、彼は一向に口を割ってはくれなかった。


「俺にだって、秘ひ密みつにしておきたいことがあってもいいだろう？　それに、これはハリス殿に預あずかっていただいていたのに、どうしてルビーウルフが持っているんだ？」


　そう言われると、ルビーウルフは引き下がるしかなかった。ハリスから無理やり取り上げたなんて、言えない。


「でも、でもさ。何で大事な形見を預けていったんだ？」


「それも言えない」


　突つっ撥ぱねられ、ルビーウルフは頰ほおを膨ふくらましてジェイドを睨にらんだ。


　今までだったら、質問には何でも答えてくれたのに。急に突き放された気分になって、なんだか寂しい。


「あ、あのぅ……」


　二人の攻こう防ぼうが途と切ぎれるのを待っていたかのように、クラリッサが声を上げた。ルビーウルフとジェイドを交こう互ごに見やり、申し訳なさそうに言う。


「お急ぎになったほうがいいのでは？　わたしも、早く戻りたいですし……」


　たしかに彼女の言う通りだ。こんな所で悶もん着ちやくを起こしている場合ではない。


　まだ少しすっきりしない気分を引きずりつつも、ルビーウルフはもと来た道を辿たどって歩き出した。


　そのうち隙すきを見て中身を盗み見てやる、と心に誓ちかいながら。
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　息苦しい、というのが目覚めて最初に湧わいた感かん情じようだった。狭せまくて薄うす暗ぐらい中、拘こう束そくされて身を動かすこともできず、猿さる轡ぐつわのせいで話すこともできない。


　リオンは自分がどこにいるのか、どうしてこんなことになっているのか、理り解かいできなかった。


　身じろぎすると、狭い空間が揺ゆれた。ぎし、と車しや軸じくが軋きしむ音。馬車の中にいるらしいとわかった。


「あまり暴あばれないでくれませんか。なにぶん、狭いもので」


　すぐ背はい後ごで声がした。驚いて振り返る。


　そこにいたのはカミーユだった。リオンと同じように拘束されているが、猿轡はされていない。子こ供どもとはいえリオンは魔ま導どうを扱あつかえるから、それを警けい戒かいしての処しよ置ちなのだろう。


　薄暗い中、カミーユは落ち着き払った様子で座すわっていた。拘束されているとは思えないほどの超ちよう然ぜんとした態度を見ていると、リオンは不思議と冷静さを取り戻すことができた。これはそんなに切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようではないのかもしれない、と思えたのだ。


　落ち着いてみると、いろいろなことが思い出された。たしか、カミーユとテレジアが言い争っているのを見てしまったがために、こんなことになったのだ。それから先の記き憶おくはないから、今までずっと眠ねむっていたのだろう。


　馬車の内ない装そうには見覚えがあった。ハリスの屋や敷しきにあったものだ。小こ窓まどは閉とじられているので外の様子を知ることはできない。


　リオンはカミーユの表情を窺うかがい見た。無感情な眼まな差ざしだが、常つねに何かを憂うれいているようにも見える。


　カミーユがテレジアに言っていたことを思い出し、リオンは重苦しい気持ちになった。


　ルビーウルフは女王に不向きだと、疎うとましく思っている人々がいるのだ。カミーユとテレジアは、その不満を堪こらえきれずに行動を起こしたのだろう。そして二人の会話から察さつするに、カミーユの父親も関かん与よしている。


　フィッツアラン家は信心深い一族だ。それが、女王を疎むなんて。──いや、信心深いからかもしれない。神しん聖せいであるべき神国の女王が盗とう賊ぞくとして育ったことで、神そのものを冒ぼう瀆とくされたような怒いかりを覚えても不思議ではない。


　暁あかつきの女じよ傑けつと呼ばれ、その豪ごう胆たんさで人々を惹ひきつける女王。狼おおかみの騎き士しや盗賊という経けい歴れきで、今は珍しがられているけれど、それも時間が経たてば新しん鮮せん味みを失なくす。そしてルビーウルフの奔ほん放ぽうさが目立ち始めれば、それを良しとしない声も増ふえてくるかもしれない。そうなった時、ルビーウルフはどうするのだろう。


　考えれば考えるほど、気分が落ち込んだ。騎士となり、父のように女王に仕えたいと願っていたけれど、ルビーウルフの自由を守っていく自信なんて持てない。


　ジェイドはなんと言うだろう。ルビーウルフの一番の理解者である彼なら、彼女の自由は死守するのだろうか。それとも、国のために民たみの声を聞き入れ、ルビーウルフから自由を奪うばうだろうか。


　いや、そもそもジェイドは生きているのか。テレジアはジェイドと、そして狼を殺したと言っていた。


　そんなの信じたくない。けれど、ジェイドがいなくなったのは事実だ。


　リオンは考えることをやめた。ここで一人、ぐだぐだと思考を巡めぐらせていても疲れてしまうだけだ。


　騎士の見習いとして、女王の遠出に付き添そうだけの仕事だった。リオンもティグルも、半分旅行気分で楽しんでいた。帰ったら、両親と妹に土産みやげ話ばなしをしてやるんだと二人で張り切っていたのに。ハリスの庭がどんなに美しいか話したら、母と妹は見たいと言うに違いない。花がしおれなければ、ハリスに頼んで花束にしてもらって、持ち帰ることができるのになぁ、なんて話してティグルと笑い合っていたのに。


　家族のもとへ帰りたかった。今すぐにでも戻りたい。優やさしい父、穏おだやかな母、ちょっとわがままな妹、そして、生意気だけど頼たよりになる双ふた子ごの弟。


　ティグルは無事だろうか。テレジアは、ティグルには手を出さないと言っていたけれど、その言葉が本当かどうかはわからない。何せ、邪じや魔まなものは片かたっ端ぱしから消すという女だ。ティグルがリオンを捜さがし、テレジアに疑うたがいの目を向けようものなら、きっとティグルも捕とらえようとするはず。


　そう思ったら、じっとしていられなくなった。どうにかして、ここから抜け出さなくては。


　リオンはカミーユに目を向けた。ぼんやり虚こ空くうを見つめている彼の足を軽く蹴けって、意見を求める。


　こちらに顔を向けたカミーユは、じっとリオンの顔を見つめた。それから、何も言わずに顔を背そむけてしまう。


　むっとして、今度はもっと強く蹴ってやった。今は足しか動かせないから、こうするしかない。しかしカミーユは、今度は振り向きもしなかった。


　諦あきらめて、リオンは馬車の外に聞き耳を立てた。自力でどうにかしてみせる。


　馬車は止まっている。その周囲を、先ほどから誰かが行ったり来たりしているようだ。それも複ふく数すう。よく聞いてみると、テレジアらしき女の声もする。だが、遠すぎて何を話しているのかは聞き取れない。


　テレジアたちの目を盗んで抜け出すにはどうしたらいいだろう。何か良い案は出てこないかと、リオンは懸けん命めいに考える。


「君は、女王を信じていますか？」


　突とつ然ぜん、カミーユが口を開いた。リオンの顔を見るでもなく、横を向いたままだった。


　問われても、今のリオンは話すことができない。けれど、しっかりと頷うなずいた。たとえ盗賊として育った人でも、ルビーウルフはこの国を救ったのだ。信じていなければ、騎士になろうなんて思わない。


　横を向いたまま、カミーユはまた黙った。彼が何を考えているのかわからなくて、リオンは眉まゆ根ねを寄よせる。それからしばらくして、カミーユはぽつりとつぶやいた。


「あの方なら、すべてを壊こわしてくださるだろうか」


　その言葉が何を意味するのか、リオンにはわからない。けれどカミーユの横顔は、寂さびしげな微笑ほほえみを浮かべていた。
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　何もかもが、邪魔だ。


　カミーユも宰さい相しようの息子むすこも、どうして自分の前には邪魔者ばかり現あらわれるのだろう。


　思えば、テレジアの望みが叶かなったことなんて一度もない。


　昔は良かった。十六年前までは城じよう下か都市に住む伯はく爵しやく令れい嬢じようで、十四歳さいだったテレジアは誰よりも美しく、婚こん姻いんが許ゆるされる十六歳になる前にすでに多くの縁えん談だんがあった。


　幸せになれるはずだった。それが、あの時を境さかいに変わってしまったのだ。


　ゲイリー・コルコット。王女を救った二代前の宰相。王と王おう后こうを弑し逆ぎやくしたのは彼だとする者たちに反発したハリスは、このような僻へき地ちに追いやられてしまった。


　こんな何もない所で暮くらしていくなんて、テレジアには耐たえられなかった。けれど、一人で城下都市へ戻っても、ハリス・ベネディクトの娘を相手にしてくれる者はいなかった。誰もが、ハリスと同じ道を辿たどるのを恐おそれたのだろう。そして十六年という時間が過すぎ、テレジアは女としての華はな々ばなしい時期を逃のがしてしまった。


　けれど、そんなテレジアを世話してくれる者がいた。それがマルクス・フィッツアランだった。


　かつての精せい彩さいを失い、安酒場で酩めい酊ていしているテレジアを見つけたマルクスは嘲あざ笑わらった。これが、あの美しかったテレジア・ベネディクトか、と。蝶ちようも住む場所が変われば蛾がになるのだな、と言って嘲笑った。


　それでも、テレジアはマルクスに縋すがった。父親ほども年ねん齢れいの離れている男の愛あい妾しようとなってでも、都市に身を置いていたかったから。


　そんな中、この国に新たな女王が即そく位いした。行方ゆくえ不明だった姫ひめが戻ってきたことに、はじめはマルクスも喜んでいたが、彼は次し第だいに女王に対して嫌けん悪おを示しめすようになっていった。盗とう賊ぞくと名乗り、神国たるグラディウスを盗賊団だんと呼よぶ女王を嘆なげいていた。


　他国に恥はじを晒さらす前に、あの女王を表おもて舞ぶ台たいから引き下がらせたい。マルクスはそう願うようになった。そして、エインフェルにあるハリスの屋敷に女王が赴おもむくと知ったマルクスはテレジアに悪あつ計けいを持ちかけたのだ。


　女王が傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうのは、傍そばについていながら彼女の奔ほん放ぽうさを許ゆるしている騎士に責せき任にんがある。あの騎士さえいなければ、女王の突とつ飛ぴな言動に付き合える者はいなくなるとマルクスは考え、ジェイド・コルコットを始末しようとテレジアに言った。ジェイドを上う手まく消すことができたなら、褒ほう美びに屋敷を与えてやると約束してくれた。都市に屋敷を構えることができれば、もうマルクスに縋っていなくてもいい。魅み力りよく的な取引だった。


　それに、テレジアがこんな境きよう遇ぐうに陥おちいった原げん因いんであるゲイリー・コルコットの息子むすこに復ふく讐しゆうができる。盗賊だと拘こだわる女王だって、早々に王位から退しりぞけさせればいい。


　女王と騎士が王城から離はなれれば、いくらでも隙すきはできる。それに、テレジアには良い駒こまがあった。


　ハリスが養女として迎むかえ入れたクラリッサ。ベネディクト家に仕えていた庭にわ師しの娘むすめだったクラリッサは、よくハリスにジェイドの話をしていた。幼おさない頃ころ、一いつ緒しよに遊んだことがある程てい度どの仲だったが、クラリッサはジェイドのことを子こ供どもの頃から想おもい続けているのだとテレジアにはわかっていた。


　義ぎ妹まいとはいえ、もとは使用人の娘だ。あんな僻地に追いやられても、そこを安住の地としている愚おろかな父を慕したう小娘。利用して死なせたって、テレジアにとっては痛いたみなど感じられない。


　すべては完璧のはずだった。クラリッサには、贈おくり物と称しようして自分と同じ化け粧しよう品ひんを使わせていた。女王は狼おおかみを従したがえているから、テレジアとクラリッサの匂においを紛まぎらせておく必要があったのだ。そしてその思惑おもわく通り、テレジアがクラリッサのハンカチにメッセージを書き込んだことに、女王も狼も気づかなかった。──しかし。


　騎士を追って、女王は逃にげてしまった。ハリスに摑つかみ掛かかるほど取り乱みだしていたのに、どこからそんな気力が湧わいてくるのか。


　だが、盗賊として育った娘だ。予想外で非ひ常じよう識しきな行動に出ることくらい、充じゆう分ぶん考えられた。問題は、女王を簡かん単たんに逃にがしてしまったカミーユにある。


　マルクスの息子であるカミーユもまた、盗賊の女王に反意を抱いだく者だ。しかし、カミーユは昔から、どこか超ちよう然ぜんとして何かを諦あきらめきった雰ふん囲い気きを持っていた。伯爵令嬢として城下都市に住んでいた頃にも何度か会ったことがあったけれど、その頃から何をやらせても長続きせず、マルクスが得意とする狩しゆ猟りようの腕うでも受け継つがない。テレジアが妾めかけとしてマルクスと逢あい引きするようになった頃から、その諦てい観かん的な態度はどんどん目立つようになった。


　そんなカミーユが父親の計画に協力すると言ったものだから、マルクスもテレジアも驚いた。しかし、ようやく彼が自発的に何かをしようとする姿し勢せいを見せたことにマルクスは喜び、女王の監かん視し役を息子に与えたのだが……結局、女王を逃がした挙句に途と中ちゆうで投げ出す始末だ。本当に役に立たない。


　この計画に失敗すれば、テレジアもマルクスもただでは済まない。裏うら切ぎり者のカミーユも、事情を知ってしまった騎士見習いの少年も、生かしておくわけにはいかないのだ。


　カミーユを殺すなどマルクスは許ゆるさないだろうが、すべて女王に擦なすり付けてしまえばいい。それに、今まで侮ぶ蔑べつの目を向けられながらも夜よ伽とぎをしてやったのだ。その恨うらみを晴らす意味でも、カミーユには死んでもらう。息子むすこを殺されたマルクスがどんな顔をするか、楽しみだ。


　今、テレジアの目の前では、マルクスが自由に使えと与えてくれた私し兵へいたちが馬車に仕掛けを施ほどこしている。女王の手で、カミーユと騎士見習いの少年を殺させるための仕掛けを。


「さぁ、悲ひ劇げきを演えんじてちょうだい」


　赤い唇くちびるに弧こを描えがき、テレジアは愉ゆ快かいげにつぶやいた。




　第７章　待ち構かまえるのは炎ほのおの罠わな







　一日かけて歩き通し、屋や敷しきに戻もどってきたルビーウルフたちを出で迎むかえたのはハリスただ一人だった。リオンとティグル、そしてテレジアとカミーユも、気がつけばいなくなっていたというのだ。


　ジェイドとクラリッサが無事だったことを喜んでいたハリスだが、連日の心労ですっかり参ってしまっていた。


　ハリスと、彼を介かい抱ほうするクラリッサを残し、ルビーウルフとジェイドは狼おおかみたちと共に屋敷を出た。まずは、いなくなった双ふた子ごを捜さがさなくてはならない。


「自分で判はん断だんして行動しろ、とは言ったけど……」


　リオンとティグルが何を思って屋敷を離はなれたのか。しかし、二人が別行動をしているらしい、ということはわかっていた。屋敷の厩きゆう舎しやにはリオンの馬だけ残って、ティグルの馬がいなかったのだ。


　二手に分かれて、勝手にジェイドを捜しに出て行ってしまったのだろうか。だが、それならティグルだけが馬を使っているというのが引っ掛かる。


　気になるといえば、テレジアとカミーユもだ。馬車がなくなっていたから、それは彼らが使っているのだろう。ジェイドと狼たちを殺し損そこねたことに気づいて、逃げたのか……何にせよ、そちらは後回しだ。双子がいなくなった理由には、何か嫌いやな予感がした。


　フロストとケーナがいれば、匂においで追える。しかし、狼たちが嗅かぎ取れたのは、馬で出て行ったティグルの匂いだけだった。リオンの匂いは屋敷から途と絶だえてしまっているらしい。


「もしかして、リオンは馬車で移い動どうしたのではないか？」


　リオンの匂いが追えないと聞いたジェイドが、ふいにそんなことを言った。たしかに、それなら合が点てんがいく。だが、そうするとリオンはテレジアたちと一いつ緒しよにいるということになる。


「リオンを捜そう。急いだほうがいい」


　ルビーウルフの判断に、ジェイドと狼たちも同意を示しめした。


　フロストとケーナの先せん導どうに従したがい、ルビーウルフとジェイドは馬を操あやつる。馬車の匂いを辿たどり、狼たちは駆かけた。


　屋敷へと戻る道中、ルビーウルフたちはそれぞれの持つ情報を出し合って、互たがいがどんな状況だったのかを確たしかめた。その中で気になるのが、フロストが猟犬に襲おそわれた時の話だ。


　フロストに猟犬をけしかけたテレジアは、誰かと一緒だったという。その人物かどうかはわからないが、猟犬を指し揮きしてフロストに矢を向けた男と、レオナール・トーマという魔ま導どう師しを射しや殺さつしたのは同じ人間だ、とフロストは言った。


　レオナールを射いた腕うで前まえは実に正確だったと言ったのはジェイドだ。フロストがいなければ自分も射殺されていただろう、と。そして、それだけの腕を持つ者は、やはり一人しか思い当たらないと言って苦い表情を見せた。


　狩猟の才に長たけているということは、野生動物にも気配を悟さとらせない技ぎ術じゆつの持ち主だ。今もどこかから、ルビーウルフたちを見ているのかもしれない。


　今まで味わったことのない不気味さに、ルビーウルフの背せ筋すじに悪お寒かんが走った。





　　　　†




　馬車が移動するには、それなりの道みち幅はばがなければいけない。轍わだち跡あとのある道を辿ると、自然と集落に出くわす。ハリスの案内で訪おとずれたことのある村々だった。


「あんた、昨日のお嬢じようちゃんじゃないか」


　馬上のルビーウルフに声をかけた村人の顔に、ルビーウルフは見覚えがあった。テレジアの命令で狼狩りをしていた、あの猟りよう師しだ。村の畑に他ほかの者たちと集まって、畑仕事の手伝いをしているらしい。


「ここの村の人だったのか。足は平気？」


　ルビーウルフが問うと、猟師は頷うなずいた。ケーナが咬かみついた足に包帯を巻いているものの、杖つえを使うことなく歩いている。


「大だい丈じよう夫ぶ、皮が裂さけた程てい度どだ。お嬢ちゃんも無事で良かったよ。捜してた人、見つかったんだな。お嬢ちゃんの旦那だんなかい？」


　ルビーウルフとジェイドを見み比くらべ、猟師は快かい活かつに笑った。


「い、いえ、違ちがいます。俺おれは、そんなものでは……」


　すぐさま、ジェイドは否ひ定ていした。その態度に、ルビーウルフはむかっとして彼を睨にらむ。そんなに慌あわてて言い訳わけしなくてもいいじゃないか、と言ってやりたい。


　普ふ段だんのルビーウルフなら、猟師の言葉に便乗してジェイドをからかっていた。なのに、今はそんな気分にはなれない。クラリッサを負ぶっていたのだって、あれこれ訊たずねてわざと困こまらせてみたかったけれど、結局やめた。クラリッサの足が限げん界かいなまでに疲つかれていたのはルビーウルフの目にも明らかだったし、ジェイドの口からクラリッサの話を聞くのはなんとなく嫌いやだった。気になるけど、聞きたくない。奇き妙みような感覚だった。


　ルビーウルフたちの様子に好こう奇き心しんをそそられたのか、猟師は勘かん繰ぐった目を向けてきた。そこへ農作業をしていた女が大慌てで駆けてきて、猟師の頭を平手で叩たたいた。そしてそのまま、無理やり頭を下げさせる。


「何やってんだい、あんた！　女王陛へい下かと騎士様に失礼だよ！」


　この猟師の妻つまなのだろうか。すごい剣けん幕まくだ。


　この村には、開かい拓たくの説明に訪れたことがある。猟師の妻はルビーウルフとジェイドを見て覚えていたのだ。猟師はその時には不在で、ルビーウルフのことを知らなかったのだろう。そして妻の言葉が信じられないのか、頭を叩かれたことに憮ぶ然ぜんとして妻に反はん論ろんした。


「馬ば鹿か言うなよ、お前。こんな女の子が女王陛下なわけないだろう。なんたって、暁あかつきの女じよ傑けつって呼よばれてるそうじゃないか。きっと鎧よろいを着き込こんだ、男みたいに勇ましいお方だろうさ」


　その言葉に、猟師の妻は顔を真っ青にして夫の頭を何度も叩いた。そしてルビーウルフに向かって深く頭を下げる。


「申し訳ありません。この人、礼れい儀ぎってものをどこかに落としてきちゃった、どうしようもない人で……」
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「いや、いいよ。気にしないで。っていうか、怪け我が人にんなんだからそんなに叩いちゃ駄目だよ」


　そんなやり取りをしていると、ルビーウルフたちに気づいた村人たちが集まってきた。陛下陛下と慕したわしそうに寄ってきた彼らとルビーウルフを見比べ、猟師はきょとんと目を丸くする。そして、信じられない、といった顔でつぶやいた。


「……本物？」


「うん、まぁ、一いち応おう」


　ルビーウルフが肯こう定ていすると、猟師は慌てて平ひれ伏ふした。こういうのが嫌きらいだから、あまり名乗りたくはないのだ。軽口を叩いてしまったことに戦々競きよう々きようとしている猟師を見て、ルビーウルフは溜ため息をついた。


「今日はまた、どうしてここへ？　何か大事なお話ですか？」


　猟師の妻が興きよう味み津しん々しんと訊ねてきた。ルビーウルフはジェイドと顔を見合わせ、頷き合う。


「誰か、十四歳さいくらいの男の子を見なかった？　捜してるんだ。それか、テレジア。ハリスの娘むすめを見た人はいないか」


　テレジアの名に、村人たちは俯いてしまった。そして全員が首を横に振る。


「テレジア様には、関かかわりたくありません。わたしたちが、ちらっと見ただけでお怒いかりになって畑を焼こうとなさるのですよ。落ちぶれた女だと馬鹿にしているんだろう、とかなんとか喚わめいて……。だから、あの方がこの辺りをお通りになると知れば、みんな隠れてしまうんです。ハリス様や妹のクラリッサ様はとてもお優やさしいのですけどねぇ」


　困こまったように猟師の妻が言うと、他の者たちも頷いた。


　そういえば、ルビーウルフたちがこの地方へ来た当初、村はあるのに人ひと影かげが見えない、といったことが何度もあった。それは、ルビーウルフとジェイドがテレジアの知り合いではないかと恐おそれた村人たちが隠れてしまっていたからなのかもしれない。


「あの……」


　ルビーウルフが考え込んでいると、一人の老いた農夫が歩み出てきた。


「今朝けさ方がたなんですが、薪たきぎ柴しばを取りに山の中へ入ったら、この先の峠とうげでハリス様のとこの馬車をお見かけしましたよ。奇妙な弓みたいな物を背負った人たちを引き連れておられたので、目立つこと目立つこと。もちろん、恐おそろしいので逃げ帰ってきましたがね。一体、どこへ行きなすったんだか……」


　道の先を指差しながら、農夫は言った。


　奇妙な弓みたいなものという言葉に、平へい伏ふくしていた猟師がびくりと震ふるえた。彼には、その弓に心当たりがあるのだ。そして、今それをここで言わないということは、村の者たちには黙だまったまま猟師仲間だけでテレジアと取引をしたのだろう。テレジアに口止めされているのか、猟師は可哀かわい想そうなくらい畏い縮しゆくしてしまっている。


「クロスボウだな。その集しゆう団だんが俺を撃うった者たちか」


「そうだろうね。追いかけよう」


　武ぶ器きを持った者たちを引き連れた馬車なら、ずいぶん目立つはず。その中にリオンがいるかどうかは定かでないが、ともかく追いかけるしかない。


　村の人々に礼を言い、ルビーウルフたちは農夫が指し示しめした先へと急いだ。





　　　　†




　リオンがどこへ行ったのか、ティグルには見当もつかなかった。けれど、目的もなく駆け回るわけにもいかない。


　点在する村々を巡めぐって、自分と同じ顔の少年を見なかったかと訊ね回った。地じ道みちだが、他に方法を思いつかなかった。


「同じ顔ってのは知らないがね、男の子を捜してるってお方なら来なすったよ、ついさっき。十四歳くらいの男の子とおっしゃったかな。同じ子を捜しているのかい？」


　いくつめかの村で、ようやく手ごたえがあった。とはいえ、ティグルが望んでいた答えではなかったけれど。


「どんな人ですか？　男の子を捜しに来たというのは」


　馬に跨またがったまま、ティグルは重ねて問う。答えてくれた老農夫は、畑の傍そばの切り株かぶに腰こし掛かけたまま、馬上のティグルを見上げて言った。


「女王陛へい下かだよ。騎き士し様と、狼おおかみの騎士様を連れておられてね。坊ぼうやも仕立てのいい服を着てるが、陛下のお付きの子かい？」


「騎士様　陛下とジェイド様がご一いつ緒しよだったんですか」


　ティグルが驚おどろいて声を上げると、農夫はその声にびっくりして仰のけ反ぞった。


　ルビーウルフはジェイドを見つけたのだ。リオンはまだ見つかっていないけれど、心配事が一つ減へった。


　ティグルの大声に、他の村民も集まってきた。彼らにも同じ質しつ問もんをぶつける。けれど、リオンを見かけたという人は一人もいなかった。


「でも、陛下はテレジア様を追いかけて行きなさったんじゃなかったっけ？」


　集まってきた者たちの中から、そんな声が上がった。どういうことか、とティグルは訊ねる。しかし、全員が首を傾かしげてしまった。


「さてね。何が起こっているのか、さっぱりわからなくて……」


　困ったように、村人たちは顔を見合わせる。すると、躊躇ためらいがちに一人の男が歩み出てきた。足に包帯を巻いているが、足取りはしっかりしている。


「テレジア様が、陛下に何かご無礼を働こうとしているんじゃないか？　俺は……テレジア様に騙だまされて、狼の騎士様を殺しちまうところだったんだ。でも、陛下はそれを許ゆるしてくださって……それどころか、怪け我がを気き遣づかってくださった。──テレジア様が連れている連中が持っているのと同じ弓を、俺たち猟りよう師し仲間にくれたんだ、テレジア様は。森の中で陛下にお会いした時、その弓で人間を撃ったかと訊かれたよ。もしかしてテレジア様は、俺らに人殺しを擦なすり付けるつもりだったのかも……。そのために、あの弓を持たせた。きっとそうだ」


　男の言葉に、村人たちが騒そう然ぜんとした。しかし、彼は構かまわずティグルに言う。


「陛下は、こんな俺を守ってやると言ってくださった。狼の騎士様に、矢を向けたというのに……。テレジア様は何をするかわからない女だ。陛下や騎士様たちも危あぶないかもしれない」


　男の真しん剣けんな眼まな差ざしに、ティグルは頷いた。


　ルビーウルフたちが捜している少年は、リオンかティグルか、それとも両方なのか。少年を捜しているはずのルビーウルフたちがテレジアを追っていったということは、そこにリオンもいるのかもしれない。ともあれ、一人で奔ほん走そうするより、まずルビーウルフやジェイドと合流したほうが良さそうだ。


「それで、陛下はどちらに？」


　ティグルの問いに、村人全員が峠とうげの向こうを指差した。





　　　　†




　山やま間あいの小さな集落に、テレジアは罠わなを用意した。


　集落の中央に、ぽつんと置かれた馬車。あの狼おおかみ娘むすめを陥おとしいれるための餌えさだ。その餌に狼が食くらいつく瞬しゆん間かんを、今か今かと待ち焦こがれていた。目立つように移い動どうしてきたから、いずれ女王はここへ来るはずだ。


　集落の者たちを私し兵へいで脅おどし、家の中から出ないよう命令した。そしてテレジアと私兵も民家の中に入り、外の様子を窺うかがう。


　女王が罠に掛かったら、すぐさま出て行く。何せ、女王を死なせてはいけないのだ。死んでいいのは、騎士見習いの少年とカミーユだけ。その二人を女王に殺させる。それを、この集落の者たちに見せ付けるのだ。


「テレジア様」


　傍そばに控ひかえていた私兵が呼よんだ。私兵が外を指し示したので小こ窓まどから覗のぞき見てみると、森から騎馬が一騎、出てきた。馬の周囲には猟犬が数頭群むれている。馬上の人物はテレジアのよく知る男だ。


　男は馬車に馬を寄せ、様子を窺う。テレジアは舌した打うちし、外へ出た。あの中にカミーユがいると気づかれてはまずい。


「マルクス様、わたしはここにいるわ」


　テレジアが歩み寄るとマルクスは下馬して、渋しぶい表情を見せた。


「これは何事だ、テレジア。カミーユはどうした？」


「馬車には触ふれないでちょうだいね。仕掛けが台無しになってしまうわ。それに、カミーユ様なら逃にげてしまって……」


　そう言って、テレジアはマルクスを馬車から遠ざけた。しかし、マルクスは変わらず渋面だ。


「どうなさったの？　顔色が優すぐれないようだけど。まさか、騎士様を殺したことに今さら罪ざい悪あく感を？」


　小馬鹿にしたような笑みをテレジアが向けると、マルクスは首を左右に振ふった。そして、テレジアが予想していなかった言葉を吐はく。


「レオナールがしくじった。騎士も狼も生きている。女王陛下と共に、こちらへ向かっているぞ」


　あまりのことに、テレジアは絶ぜつ句くした。女王が逃げ出した朝、マルクスはテレジアに言ったのだ。ジェイドとクラリッサは渓けい谷こくに落ちた、と。それで生きているなんて。それに、白い狼はマルクスが追ったはず。


「腕が落ちたのね。狼の一頭も仕し留とめられないなんて」


　忌いま々いましげにマルクスを睨にらみ、テレジアは吐はき捨すてた。しかしマルクスはもはや決死の戦いくさに臨のぞむ戦士の眼差しで、まっすぐ前を見み据すえていた。


「レオナールのことを調べられれば、私の名が陛下に知られる。だが、これで良いのだ。私がなした行動により、陛下が心を改めてくだされば、それで良いのだ。王家のためならば命も名めい誉よも惜おしくはない。だが、テレジア。お前は案ずるな。これは私がすべて計画したこと。お前は私に脅おどされて利用されたと言い張はればいい。私も、そう証しよう言げんしよう」


　罪人として裁さばかれようと、叛はん意いを示すことで主しゆ張ちようを貫つらぬき通すつもりだ。王家を強く信しん仰こうするがゆえに盗とう賊ぞくの女王を嫌けん悪おし、女王らしくあれと願っている。そして、思った以上にテレジアに絆ほだされていたようだ。おかげでテレジアは捕つかまったとしても温情を受けることができる。だが、それだけではテレジアの気が済すまない。


「ねぇ、待って。諦あきらめるのはまだ早いわ」


　馬車を目線で示し、テレジアは言った。


　扉とびらを開ければ、摩ま擦さつで火花が散る仕掛けだ。そして馬車全体に油を塗ぬってある。それを女王に開けさせ、女王が火に巻まかれれば彼女だけ助ける。集落の者たちから見れば、馬車に火をかけたのは女王で、それを助けたのはテレジアだ。


　だが、騎士が一いつ緒しよなら、女王にやらせるはずだった扉を開ける役を彼がするだろう。たとえ死ぬことはなくても、大おお火傷やけどは免まぬかれない。その間に、馬車の中の二人が焼け死んでくれればいいのだ。焼け焦こげた死体なら、死んだのがカミーユだとマルクスに知られずに済む。調べればわかるだろうが、その頃にはマルクスは檻おりの中だ。


　算さん段だんを胸きよう中ちゆうで巡めぐらせていると、見張りを命じていた私兵が駆け寄ってきた。テレジアの足元にひざまずき、告げる。


「女王陛下が、すぐそこまで」


「わかったわ。あなたも隠れてちょうだい。マルクス様も、ご一緒に見物致いたしましょう。面おも白しろいものを見せて差し上げるわ。火祭りよ」


　マルクスの馬と猟犬を民家の陰かげに移動させ、テレジアとマルクスは民家へ隠れた。


　民家の中では、その家の家人らが部屋の隅すみで一ひと塊かたまりになり、怯おびえた目でテレジアたちを見ていた。目め障ざわりだが、仕方ない。女王は人の気配に聡さといというから、彼らがいることでテレジアや私兵の存そん在ざいをごまかせる。


　ドアの隙すき間まから外を覗き見て、獣けものたちが罠わなに掛かる瞬しゆん間かんを待った。




　第８章　女王と騎き士し







　細くて頼たよりない轍わだち跡あとを辿たどり、ルビーウルフたちは道を急いだ。


　緩ゆるく湾わん曲きよくした林道だ。先ほどの村を過すぎてから、人里は見当たらなかった。一本道を行くなんて、まるで追って来いと言われているようで気味が悪い。


　それでも、馬車の匂においは間ま違ちがいなくこの先に続いている。狼おおかみたちの歩みに迷まよいはない。





　木々の向こうに民家が見えた。その傍そばに、見覚えのある馬車もある。ルビーウルフはジェイドに合図をし、その集落で馬を止めた。


　馬車に繫つながれたままの馬は、のんびり草を食はんでいる。しかし、周囲に人ひと影かげはない。気配はあるが、やはり村の者たちは隠れてしまっているようだ。ということは、近くにテレジアがいる。


　ルビーウルフとジェイドは下馬し、注意深く馬車の様子を探さぐった。中に人の気配がある。


　リオンかもしれない。そう思ったルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜き、馬車に歩み寄った。もし中にいるのがリオンでなければ、すぐ刃やいばを突つきつけられるように警けい戒かいする。だが、そんなルビーウルフをジェイドが制せい止しした。


「俺おれが行く。ルビーウルフは援えん護ごしてくれ」


　そう言って、ジェイドはルビーウルフをその場に留とどまらせた。危き険けんなことを全部背せ負おい込こもうとするのはルビーウルフにとって不安だが、ジェイドは騎士だ。ここは彼に任まかせたほうがいい。


　警戒しつつ、ジェイドは馬車の扉へと手を伸のばした。





　　　　†




　さぁ、早く開けて。


　騎士が馬車に歩み寄るのを、テレジアは固かた唾ずを呑のんで見守った。心の中では、すでに火柱が躍おどっている。その光景に現げん実じつが追いつくのも、もうすぐだ。


　騎士の手が馬車の扉に伸ばされた。テレジアは思わず身を乗り出す。扉の隙間に額ひたいを摺すりつけ、早く早くと無む意い識しきにつぶやいていた。──しかし。


　騎士が手を止めた。そして、木々の向こうに目を向ける。その視線の先から現れた者の顔を見て、テレジアは我わが目を疑うたがった。


　鉛なまり色の髪かみを風に揺ゆらし、馬で駆け寄ってきた少年。馬車の中に捕とらえているはずの、双ふた子ごの弟。


　どうして外に。テレジアは必死に考えたが、混こん乱らんして頭の中は真っ白だ。出られるはずがない、と否ひ定ていの言葉だけが駆かけ巡めぐる。


　テレジアが混乱してる間に、少年は馬を降おりて女王と騎士のもとへ駆け寄り、何か言葉を交かわしている。


　あの少年はテレジアの計画を知っている。マルクスにさえ教えていない、テレジアの思惑おもわくを知っている。自分が殺されそうになったと、騎士と女王に伝えてしまう。そんなことになれば、テレジアは言い逃のがれができない。マルクスにすべて押し付けて、温情を受けることができない。


「……殺して」


　テレジアの震ふるえたつぶやきを、私し兵へいたちは聞き取れなかった。もう一度、と言葉を求められ、テレジアは喉のどが裂さけんばかりに怒ど鳴なりつけた。


「あの子を、今すぐ殺して！」





　　　　†




「陛へい下か！　ジェイド様！」


　馬上から手を振り、駆け寄よってきたのはティグルだった。走りにくい山道で、巧たくみに馬を操あやつっている。


「ティグル！　どうしてここに？」


「猟りよう師しさんに近道を教えてもらったんです。森の中を突つっ切っていけば、先回りできるかもしれないって」


　ジェイドが訊たずねるとティグルは下馬し、敬けい礼れいして答えた。そして、少し泣きそうな顔で言う。


「ジェイド様、ご無事だったんですね。陛下なら見つけてくださると思っていました」


「あぁ、心配をかけてすまなかった」


　労をねぎらうように、ジェイドはティグルの肩かたを叩たたいた。


　その時だった。点てん在ざいする民家の中から、女の金切り声が轟とどろく。言い争うように喚わめいて、その声の主は外へ飛び出してきた。手にはクロスボウを構かまえている。


「やめるんだ、テレジア！」


　縋すがりつき、止めようとしている男をテレジアは強ごう引いんに振り払った。そして狙ねらいをティグルに定める。


「どうして、どうしてなの……！　わたしの前には、いつもいつも邪じや魔ま者ものばかり！　わたしは幸せになってはいけないの!?　どうしてわたしだけ、望むものを手に入れられないの！」


　叫さけび、テレジアは引き金を引いた。しかし、素人しろうとにも扱いやすいクロスボウとはいえ、もはや正せい常じような判はん断だん力りよくを欠いてしまっている細腕の女に、狙った的を射い貫ぬけるはずもない。矢は大きく逸それ、ティグルの遥はるか頭上を通り過すぎていった。


（あの男、俺に矢を向けた者だ）


　威い嚇かくの姿し勢せいになっているフロストがルビーウルフに言った。


　テレジアを止めようとした男。単弓を肩かたに掛けた、勇ましい面おも立だちの威い丈じよう夫ふだった。頭とう髪はつには白いものが目立ってきているが、力強い狩人かりゆうどの眼まな差ざしをしている。


「フィッツアラン侯こう爵しやく……」


　やはり、というようにジェイドがつぶやいた。その声には、強い疑ぎ問もんの意思も含ふくまれている。王家を深く信仰する一族の当主がどうしてこのような凶きよう行こうに走ったか、理り解かいできないのだ。


　テレジアとマルクス・フィッツアランが姿を現し、それにつられるように武ぶ装そうした男たちも物もの陰かげや民家から姿を見せた。その武装集団に、テレジアは狂きよう的てきに笑いながら告げる。
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「あなたたち、生き残りたければ女王も騎士も殺してしまいなさい！　捕まればどんな処しよ罰ばつを受けるかわからないわよ！」


　その言葉に、武装した者たちは次々にクロスボウを構える。それに焦あせりを見せたのはマルクスだった。


「やめろ！　陛下に矢を向けるな！　殺すのなら、騎士と狼を狙え！」


　王家への信仰心からか、マルクスにルビーウルフを害するつもりはないらしい。彼が憎にくんでいるのはジェイドと狼たちだけ。だが、処罰を受けたくない者たちにとっては、そんなものは関係ない。この場から逃にげ果おおせるのなら、女王が傷きずつこうが構わないのだ。


　矢が一斉に射掛けられる。ルビーウルフと狼たちは馬車の陰かげに隠れ、ジェイドとティグルは竜たつ巻まきの鎧よろいを纏まとって矢を防ふせいだ。しかし、なかなか攻こう撃げきに踏ふみ出せないでいる。


　周囲には民家がある。こんな所で派は手でな術じゆつを使うことはできない。だから躊躇ためらい、矢を防ぐことしかできないのだ。


　馬車を遠巻きに迂う回かいしてきた者たちがルビーウルフと狼たちに矢を向けた。ルビーウルフもフロストもケーナも、それぞれ違った方角へ散る。


　射掛けられる矢を避けながら、ルビーウルフは自身の手に妙な感かん触しよくを覚えた。指先に、ぬるっとした液えき体たいがついている。匂いを確かめてみると、それは油だった。


　どこでこんなものが、と考えてみる。先ほど馬車の陰に隠れていた時、馬車の車輪に触れていたが、なぜ馬車に油なんかついているのか。


　もう一度、馬車に近寄って確かめたい。しかし、矢による攻撃は止やまず、どうにも近寄ることができない。


　すぐ背はい後ごに気配を感じた。振り返ることなく、大きく横に跳とぶ。踏み切った足に矢が掠かすった。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは氷結の驟しゆう雨う！」


　ジェイドが放った剃刀かみそりのような氷の雨が、ルビーウルフに射掛けた男を襲う。氷の刃やいばに腕うでや足を裂さかれ、傷きず口ぐちを冷気に侵しん食しよくされた男は武器を手放し、悲鳴を上げてその場にうずくまった。


　ティグルはどうしていいのかわからず、竜巻の鎧で身を守るのが精せい一いつ杯ぱいだ。実戦はこれが初めてだから無理もない。そんなティグルを、狼たちが援えん護ごしていた。牽けん制せいしながらも矢は確かく実じつに避よけている。いや、避けることが限げん界かいで、反撃にまで手が回らないようだ。


　ルビーウルフは馬車に向かって一気に駆けた。ジェイドの援護があるから、周囲には目もくれずに走る。


　再ふたたび馬車の陰に隠れたルビーウルフは、馬車の扉とびらに触れる。警けい戒かいしつつ開けようとした時、ぎしっと車体が揺れて軋きしんだ。


　やはり、中に誰かいる。そしてルビーウルフの指には、また油がついた。馬車全体に塗ぬられているようだ。


　何か仕掛けがあるのか。だとしたら、不用意に扉を開けるのは躊躇われた。馬車の中に向かって、ルビーウルフは声を掛ける。


「リオン！　中にいるのか!?」


　ルビーウルフの呼びかけに、中の者は答えなかった。だが、代わりに車内から物音がした。床ゆかを激はげしく踏み鳴らすような音だった。


　中にいるのはリオンだと、ルビーウルフは確かく信しんした。だが、答えないのはなぜだ。言葉を話せない状じよう況きようなのか。


　その時、リオンではない誰かの声が馬車の中から聞こえた。カミーユの声だ。床を踏み鳴らしているリオンに、やめるよう忠ちゆう告こくしている。暴あばれたら火が点つくかもしれない、と。


「カミーユ、中にいるんだな。リオンは無事なのか？」


　ご無事です、とカミーユの声は答えた。


「火が点くってどういうことだ？」


　ルビーウルフが重ねて問うと、カミーユは少し迷まよったように黙もくした。そして、落ち着いた声こわ音ねで告げる。扉を開けると火花が散り、油に引火して馬車が燃もえるのです、と。


　それは、中の二人が無事では出られないということを示しめしていた。方法があるとすれば、馬車を地道に解体するしかない。だが、その拍ひよう子しに扉が開いてしまうことだってある。八方塞ふさがりだ──いや。


　ルビーウルフは自身が持つ〈導きの剣〉を見た。今はこれに賭かけるしかない。馬車を構成する金きん属ぞく部品に刃が触れれば火花が散り、リオンたち共々ルビーウルフまで火に巻かれるかもしれないが、これはただの剣ではない。確実という保ほ証しようはないが、摩擦熱も火花を起こさず斬きれるかもしれない。


「ジェイド！　ティグル！　どっちでもいいから水の術を用意しておいて！」


　攻防を繰くり広げている二人に声を掛け、ルビーウルフは〈導きの剣〉を構えた。


　神具なら神具らしく、人の命を救ってみせろ。


　そう強く念じ、刃を振るった。扉部分を避け、後方の壁へき面めんを薙なぐ。木材が擦こすれ、ずれる音にルビーウルフは心しん臓ぞうを摑つかまれたように息を止めた。


　斬られた馬車の壁は重い音を立てて地面に落ちた。一拍置いて様子を見たが、火の手が上がる気配はない。


　すぐさま、ルビーウルフは馬車に飛び乗った。邪じや魔まな内ない装そうの椅い子すを斬ってどかす。


　カミーユもリオンも無事だった。拘こう束そくされているのを無理やり立たせ、二人の腕を引っ張って馬車から降りる。


　リオンは猿さる轡ぐつわを嚙かまされていた。だから話すことができなかったのだ。ルビーウルフが猿轡と縄なわを解といてやると、リオンはようやく呼こ吸きゆうが楽になったのか、深く息を吸すっては咳せき込こんだ。その間に、ルビーウルフはカミーユの縄も解く。


　解放されたリオンは髪かみを縛しばっていた紐ひもが解けていて、ティグルと見分けがつかない。その姿すがたを見て、意外な人が動どう揺ようを見せた。というより、啞あ然ぜんとしている。手にしていたクロスボウを取り落とし、テレジアは自じ嘲ちよう的に笑った。


「そうか、双ふた子ご……。そんな簡かん単たんなことに、勝手に勘かん違ちがいして慌あわてふためいて……。あぁ、可お笑かしい」


　笑いながら、テレジアはふらふらと歩き出した。場違いなほど甲かん高だかい笑い声に、誰もが一時、手を止めた。


　テレジアはルビーウルフに向き、化け粧しようの崩くずれた目元で笑う。


「ねぇ、陛へい下か。あなたは神の血を引いているのでしょう？　だったら教えてちょうだいよ。神はどうしてわたしを見放したの？　わたしが不幸になったのは、まだ清らかな少女だった頃ころよ。わたしを軽けい蔑べつするような男に身を委ゆだねる、恥はじ知しらずの娼婦になる前のわたし。何の罪つみもなかったはずよ。なのにどうして、わたしから幸せな未来を奪うばったの？　わたしは……神に愛されていなかったのね。いいえ、神だけではないわ。お父様はわたしより、養女のクラリッサのほうが大事なの。素す直なおなクラリッサのほうが、可愛かわいいのよ。わたしは──誰にも愛されたことなんてなかった！」


　テレジアは泣いていた。口元には笑えみを浮うかべながら。


「テレジア」


　低い声こわ音ねで、彼女の名を呼んだ者がいた。マルクスだ。単弓を構え、矢をテレジアに向けている。


「どういうことだ。なぜ、そこにカミーユがいる？　その馬車には燃える仕掛けがしてあるのだったな？　カミーユを殺すつもりだったのか？」


　憎にくしみのこもった眼まな差ざしで、マルクスは弓ゆ弦づるを引き絞しぼった。テレジアはマルクスに向き直り、けらけらと声を立てて笑う。


「だって、わたしはずっとあなたに弄もてあそばれていたんだもの。これくらいしてやらなければ、気が済すまないわ」


　悪びれる様子もないテレジアに、マルクスの目が鋭するどさを増ました。誰かが止めに入る間もなく、矢が射出される。


　かつて、先王が認みとめた狩しゆ猟りようの腕。その矢は、狙ねらい違たがわずテレジアを射いる──はずだった。


　矢は、テレジアに駆かけ寄よって立ち塞ふさがったカミーユの胸を射貫いていた。啞然とする一同の前で、カミーユはくずおれる。


　すぐさま、ルビーウルフとジェイドが駆け寄った。


「ジェイド、治ち療りよう魔ま法ほうは？」


　ルビーウルフの問いに、ジェイドは首を左右に振った。


「だめだ。まず、矢を抜かなければ。だが、これは……心しん臓ぞうを射貫いている。矢を抜けば血が溢あふれて、間に合わない」


　歯嚙みし、ジェイドは苦々しく言った。どうしようもないのか、とルビーウルフも唇を嚙む。


「カミーユ、何な故ぜだ？　その女はお前を殺そうと……」


　矢を放ったマルクスは、その場で膝ひざをついていた。呆ぼう然ぜんとして、倒たおれているカミーユを見つめている。


　カミーユには、まだ息があった。掠かすれた声で、つぶやくように言う。


「テレジア殿どのは、ご無事か……？」


　名を呼ばれたテレジアは、びくりと身を震ふるわせた。彼女も、なぜ自分が庇かばわれたのかわからないのだろう。先ほどまでの笑みは消え失せ、おどおどとカミーユを見下ろしている。


　テレジアは無事だとジェイドが教えると、カミーユは安あん堵どしたように小さく笑った。


「どうして……？」


　ようやく、テレジアが沈ちん黙もくを破やぶった。その問いにカミーユは咳き込みながらも答える。ジェイドとルビーウルフは止めようとしたが、治療もできないのに彼から言葉を奪うばうことなんてできなかった。


「私は、今のあなたは嫌きらいです……。我わが父に身を売るような女は、汚けがらわしいと……。けれど、昔のあなたは、姿も心も美しかった」


　うめき声を上げるカミーユに、せめて楽な姿し勢せいにしてやろうとジェイドとルビーウルフは彼の体を横たえた。カミーユは咳き込みながら、言葉を続ける。


「父も、あなたも、憎かった……。あなたを不ふ遇ぐうに追いやった、かつてのこの国も……。けれど、何より許ゆるせないのは、そんな境きよう遇ぐうからあなたを救えず、ご自身をどんどん貶おとしめて心醜みにくくなっていくあなたを、ただ黙って見ているだけだった、私自身です……」


　カミーユは笑っていた。肺はいも傷つき、血を吐はきながら、それでも笑っていた。


「だから、これでいい……。私は、こうなることを望んでいたから……これでいいのです。何もかも、終わってしまえばいいと、願っていたのですから……」


　それきり、カミーユの言葉は途と切ぎれてしまった。呼こ吸きゆうが浅くなり、やがてそれも、止まった。


　カミーユはテレジアを止めたかったのだ。けれど、それができなかった。テレジアが頑かたくなに、自分は哀あわれで誰にも愛されていないのだと信じきっていたから。


　傍そばにいたい気持ちと、テレジアの過あやまちを諫いさめてやれない自分との間で、苦しんでいた。すべてを諦めたようなあの眼まな差ざしは、こうなることを見通していたのかもしれない。


　息いき絶たえたカミーユを、テレジアは呆然と見つめていた。それから、よたよたとその場から離れ、馬車にもたれ掛かる。


「今さらそんなことを言われたって……」


　微かすかな声でつぶやき、テレジアは両手で顔を覆おおった。


　たしかに、遅おそすぎた。カミーユがテレジアに胸の内を明かすのがもう少し早ければ、あるいはテレジアが、カミーユの想おもいに気づくことができていたら。何かが違っていたかもしれない。


　テレジアは己おのれの境遇を悲観するあまり、他人の思し慕ぼさえ哀れみや軽蔑と感じていたのだろう。ハリスだってクラリッサだって、もしかしたらマルクスだって、彼女を嫌ってなんかいなかった。愛されたいと願いながら、その思いを受けながら、感じ取ることができなかった。そして、やっと気持ちを明確にしたカミーユは、そのとたんに手の届とどかぬ人になってしまった。すべてが遅すぎたのだ。


　両手で顔を覆ったまま、テレジアは肩を震わせていた。泣いている──いや、彼女は笑っていた。はじめは微かだった肩の震えが、次し第だいに大きくなっていく。そして、ついには大声で笑い出した。


「あぁ、なんて道どう化けなのかしら。わたしも、カミーユも。こんなのは悲ひ劇げきではなく、喜劇だわ」


　そう言ってひとしきり笑ったかと思うと、ぴたりと声がやんだ。顔を覆っていた手を下ろし、じっとルビーウルフを見つめる。


「神は、やはりわたしを愛してはいなかったのよ。──最後の、最後まで」


　そう言った直後、テレジアは身を反転させた。


　何をするのか、とルビーウルフたちが理解するよりも早く、テレジアは馬車の扉とびらを勢いきおいよく開け放っていた。


　炎ほのおが馬車を包んだ。一番近くにいたリオンが、その熱風に煽あおられて倒たおれこむ。そしてテレジアは、炎の熱など感じていないかのように馬車へと乗り込んだ。


「テレジア！　出てくるんだ！」


　ルビーウルフは叫さけび、ジェイドは呪じゆ文もんを唱える。だが、背後を炎に炙あぶられた馬が恐きよう慌こうして嘶いななき、テレジアを乗せた火車を牽ひいて駆け出してしまった。風を受けて炎は膨ふくれ上がる。そして、集落を出た林道に差し掛かったところで横転し、焼けた瓦が礫れきを撒まき散らした。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは奔ほん流りゆうの水みず蛇へび！」


　ジェイドの手から青い波は紋もんが広がり、そこから水の大蛇が飛び出した。大蛇は身を大きくしならせ、体を地面に叩たたきつける。砕くだけた大蛇の体が大おお粒つぶの雨となり、馬車の上に降り注いで炎を鎮しずまらせた。


　鬣たてがみや尾おが焦こげ、背せ中なかを火傷やけどしてしまった馬は気が荒あれ、まだ火が燻くすぶっている瓦礫を蹴けって崩くずし、踏み荒らした。走り寄ったジェイドが馬を落ち着かせ、離れた場所に繫つなぐ。


　ルビーウルフは焼けた馬車の残ざん骸がいを手でどかした。だが、その下から出てきた手は煤すすにまみれ、ぴくりとも動かない。触ふれてみても脈はなかった。


　唇くちびるを嚙かみ、ルビーウルフは俯うつむいた。


　テレジアはジェイドや狼おおかみたちやリオンを殺そうとした。だが、その報ほう復ふくとして、ルビーウルフは彼女を斬きり捨すてるつもりなんてなかった。彼女は正しく裁さばかれるべきであって、ルビーウルフの私し情じようで殺すつもりなんてなかった。


　それに、カミーユが救ってくれた命を無む駄だにするなんて。多くの仲間たちが助けてくれた我わが身を何より大事にしなければと生きているルビーウルフには、信じがたい行こう為いだった。


　瓦礫をどけていた手に、痛いたみが走った。まだ熱をもっている残骸に触れたせいか、火傷をしてしまったようだ。けれど、ルビーウルフは構わず作業に戻ろうと手を伸ばし──その手を、ジェイドが摑んで止めた。もう無駄だ、と彼は首を横に振る。


　せめて瓦礫の下から出してやりたかったが、今は無理だ。諦め、ルビーウルフはジェイドと共にティグルたちのもとへ駆け戻った。


　何か、違い和わ感があった。


　人が増ふえている。その異い変へんに、ルビーウルフはすぐ気づいた。ジェイドと共に警けい戒かいするが、よく見れば知った顔があった。足に包帯を巻いた、あの猟りよう師しだ。


　猟師は使い古した単弓を構え、クロスボウを持つ者たちを威い嚇かくしていた。彼の猟師仲間なのか、他にも数人、単弓を構えた者たちがいる。


「俺たちは長年、この弓で狩かりをしていたんだ。お前たちが一発撃うつ間に、俺たちは三発撃てるぞ」


　にたりと笑って、猟師が言う。彼らもティグルを追い、近道を使って来たのだろう。


　クロスボウを持つ者たちは猟師たちに詰つめ寄られ、武ぶ器きを捨てた。それを満足そうに見み届とどけ、足に包帯を巻いたあの猟師がルビーウルフたちに礼をする。


「助けていただいた恩おん返がえし、これでいいかな？」


　頭を搔かきながら、猟師は言う。礼節に欠いた言葉遣づかいが、ルビーウルフの胸をなんともいえず安心させた。


「あぁ、ありがとう。逆ぎやくに借りができちゃったね」


　猟師に苦く笑しようを向け、ルビーウルフは視し線せんを巡めぐらした。そこには、横たわるカミーユの傍でへたり込み、いまだに呆然としているマルクスの姿すがたがあった。マルクスを取り囲んで、双ふた子ごと狼おおかみたちが警戒している。


　ルビーウルフとジェイドが近寄ると、マルクスはゆっくり顔を上げる。そして苦しそうに顔をしかめ、俯うつむいた。


「私はただ、陛へい下かに神しん聖せいなる王族としての慎つつしみを持っていただきたかっただけなのです。陛下が、あまりに自由すぎると……」


「だったら、どうして直ちよく接せつ言いに来ない？　あたしはちゃんと聞く耳を持っているよ。こんなことをしなくちゃならないほど、目に余あまる行動だって忠ちゆう告こくしてくれたら良かったんだ」


　それができないからこその凶きよう行こうだったと、わかっている。けれど言わずにはいられなかった。


　マルクスもカミーユと同じだったのだ。誰かを強く想っているのに近寄りがたく、遠くから見ているからこそ、その人の短所や汚お点てんに敏びん感かんになってしまう。そしていつしか、思し慕ぼと憎にくしみが混まざり合う。それがカミーユにとってのテレジアで、マルクスにとっての王家──ルビーウルフだった。


　自分の知らないところで、マルクスを追い詰つめていた。その結果がこれだ。


　火傷で痛む手を、ぐっと握にぎりこんだ。そんなルビーウルフの肩に触れ、ジェイドが歩み出る。


「あなたはレオナール・トーマを殺した。それは何な故ぜですか。あなたがルビーウルフに女王たる自覚を持って欲ほしいために、俺やフロストたちを狙ったのはわかります。俺はルビーウルフの行動を制せい限げんしないし、狼たちはルビーウルフが盗とう賊ぞくである証あかしのようなもの。けれど、レオナールは無関係でしょう。彼の名を調べればあなたに行き着くのは簡かん単たんだから、とっさに射いたのではないですか？　あの時、俺もフロストも油ゆ断だんしていたのに、あなたは真っ先にレオナールを射た。それは、保ほ身しんの意思があったからではないのですか？　だとすれば、あなたの王家に対する忠ちゆう誠せい心しんは紛まがい物だ」


　ジェイドの言葉にマルクスは黙だまり込んだ。しばらく沈ちん黙もくが続き、ようやく彼は口を開く。


「……たしかに、その通りかもしれません。けれど、どうかわかっていただきたい。私のような不安や不信を陛下に抱いだいているのは、きっと私だけではありません。陛下はこの国にとって唯ゆい一いつ無む二にのお方です。慎み深く神聖であって欲しいと……陛下には平へい穏おんであって欲しいと望むのは、グラディウスの民たみだからなのです。それをどうかお忘わすれなきよう、お願い申し上げます」


　両手を地面について、マルクスは声を震わせながら言った。


　保身の気持ちがあったにしろ、マルクスがルビーウルフの言動に不安を覚えていたのは事実だ。それは真しん摯しに受け止めなければいけない。


「心に留とめておくよ」


　掌てのひらの火傷はじくじくと痛む。けれどルビーウルフは爪つめが食い込むのも構わずに、強く拳こぶしを握っていた。
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　ハリスの屋や敷しきを発たつ朝、ハリスとクラリッサは門の外まで見送ってくれた。


　彼らには、テレジアのことは話していない。ただ、もう帰らないだろうとだけ伝えた。それでハリスもクラリッサも大方のことは理解したようだったけれど、何も言わずに受け入れてくれた。二人も、何かを予感していたのかもしれない。


　リオンとティグルは一度王おう城じように戻もどり、今回の件けんをロベールに報ほう告こくした。そして猟りよう師したちの協力で捕とらえていたマルクスと私し兵へいたちは、城下都市ベイタスに送られ、厳げん正せいに処しよ罰ばつされることになる。


　屋敷へ戻ってきた双子と共にルビーウルフとジェイド、狼たちは林道を抜けて見晴らしのいい丘おかへ出た。一行はしばし馬を止め、連なる山の峰みねを見上げる。


　あれから、ずっと考えていた。自分は正しい選せん択たくをしたのだろうか、と。


　山を切り開くしかないと言ったルビーウルフの言葉に従したがい、地じ道みちだがこうして事は進んでいる。けれど、本当にこれだけしか道はなかったのだろうか。他ほかにも何か、見落としているものはなかっただろうか。


　丘を下る、吹ふき下おろしの風は草の匂においがした。ざぁっと若わか葉ばに波を起こす風。その音に、何かの声が交まじって聞こえた。


　声のするほうへ目を向けてみる。丘の下で手を振っている人たちがいた。あの猟師と、その仲間たちだ。


　彼らに向かって、ルビーウルフやジェイドたちも手を振り返す。彼らも見送りに来てくれたようだ。


　振っていた手を下ろし、ルビーウルフに顔を向けたのはリオンだった。今は髪かみを束ね、ティグルと区別がつくようにしている。


「僕、陛下のことを信じます。いろいろあって、少し不安になったけど……でも、陛下はこうして民たみに慕したわれる方です。そんな方にお仕えできることを誇ほこりに思います」


　それだけ言って敬けい礼れいし、リオンは先行して馬を走らせた。それをティグルが慌あわてて追っていく。


　あの二人も、よく頑がん張ばってくれた。彼らがしきりにジェイドを捜さがしに行けと言ってくれなければ、ルビーウルフはあと一歩のところで行動に踏ふみ出せなかったかもしれない。ずいぶん助けられてしまった。


「帰りたいとは思わないのか？」


　ふいに、ジェイドがそんなことを言った。ルビーウルフが首を傾かしげていると、彼は少し躊躇ためらいながらも言葉にした。


「山を見ていたから、懐なつかしんでいるのではないかと思って。レターナに帰りたくなることがあるなら、いつでも行こう。俺おれがついて行くから」


「そうか、そりゃあ助かる。いきなり飛び出して行くかもしれないから、気をつけてね」


　冗じよう談だんめかして笑って、ルビーウルフは馬を走らせた。ジェイドと狼たちもついてくる。


　ジェイドにはああ言ったけれど、そんな唐とう突とつなことはしない。そういった行動のせいで誰かを不安にさせているのなら、やはり慎むべきなのだろうし、ルビーウルフはこれでも一いち応おう女王だ。やるべきことを多く抱かかえている。


　神国という特とく殊しゆな国。いつまでも、ただ一人の王族でいるわけにもいかない。それはきっと、この国の誰もが思っていることだ。ルビーウルフを気き遣づかってか、今はまだ言げん及きゆうする声は少ない。けれど、この春で十六歳さいになった女王を、この先何年も独ひとり身にしておくことはできないだろう。


　覚かく悟ごはしている。だからこそ、子こ供どもでいられる残り少ない期間くらいは自由でいたかった。
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　エインフェルから戻ってきて数日後、王城の庭の一いつ郭かくでジェイドは手の中にある首くび飾かざりを眺ながめていた。


　金の浮うき彫ぼりに、翡翠ひすいの粒つぶ。父の形見だが、今はそれ以上に大切なものだった。


　飾り部分はロケットになっている。蓋ふたを開け、中に収おさめられている絵を見てジェイドは穏おだやかに微笑ほほえんだ。


　葡ワ萄イ酒ン色の短たん髪ぱつに、紅こう玉ぎよくの光を持つ瞳ひとみ。悪戯いたずらを思いついた子供のように笑う口元も、よく特とく徴ちようを捉とらえている。


　ハリスに頼たのんで、中の絵を幼おさない頃ころのジェイドのものからルビーウルフの肖しよう像ぞう画がに替かえてもらったのだ。これなら気き兼がねなく首に掛けていられる。ルビーウルフ本人にはまだ気き恥はずかしくて教えられないけれど、いずれ折を見て明かそう。その時までは、そっと仕し舞まっておく。彼女はこの中身に興きよう味みを持っていたから、盗ぬすみ見られないよう首から下げて服の中に隠した。


　木こ陰かげに腰を下ろし、持って来た本を開く。ロベールがよく働いてくれるから、ジェイドにも自由に使える時間ができた。


　せっかくの春。せっかくの晴天だ。少しのんびりしたい時もある。といっても、すぐにルビーウルフが、一いつ緒しよに剣けんの稽けい古こをしようだのと誘さそいにくるのだろうけれど。


　ジェイドがクラリッサと川に流された時、ルビーウルフは迎むかえに来てくれた。狼おおかみたちの嗅きゆう覚かくや遠とお吠ぼえ、獣けものの勘かんで捜さがしやすかっただろうとは思うが、それでも嬉うれしい。彼女にとって自分は仲間だと認みとめられている。それを強く感じることができた。できることなら、ただの仲間で留とどまりたくはないが……。


　ルビーウルフは誰より自由を望んでいる。けれど、それが許ゆるされないと自覚しているから、こうして女王という枠わくに収おさまっているのだ。世よ継つぎを望む声が高まれば、彼女はそれを受け入れるだろう。そういう人だ。


　そして、エインフェルの山を切り崩くずすのもルビーウルフがいなければならない。今は逗とう留りゆう施し設せつの建設が始まったばかりだからゆっくりしていられるが、それが終わればまた忙いそがしくなる。


　ならば、せめて今だけでも、少女らしく暮くらさせてやりたい。それが騎士としてのジェイドの務つとめであり、ルビーウルフへの恩おん返がえしだった。
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　庭木にもたれ掛かって、ジェイドは眠ねむっていた。どうやら本を読んでいて、寝ねてしまったらしい。


　ルビーウルフは空を見上げた。たしかに今日はいい天気で、風も心地ここちいい。こんな所で本なんか読んでいたら、寝てしまうのも当然だ。


　ジェイドがいなくなった時、自分でも驚おどろくくらい衝しよう撃げきを受けた。そのせいか、ジェイドの姿すがたが見えないと、つい捜してしまうようになった。特に用があるわけでもないのに。


　そういえば、とルビーウルフはあることを思い出した。ハリスの屋敷を発たつ前、クラリッサがそっと耳打ちしてきたのだ。ジェイド様はけっこう鈍どん感かんですよ、と。


　ためしに、眠っているジェイドの頰ほおをつついてみる。起きない。たしかに鈍感だ。


　けれど、クラリッサが何を思ってそんなことを言ったのか、ルビーウルフにはわからない。危き険けんなものの気配に鈍にぶいから注意しろということだろうか。でも、ジェイドはルビーウルフの足手まといになったりしない。むしろ、いつだってルビーウルフは彼に助けられている。


　ルビーウルフがこうして女王をしていられるのは、ジェイドが人々とルビーウルフの橋渡しをしてくれているからだとフロストは言っていた。たしかに、その通りだ。ジェイドがいなければ、こんな所に留とどまっているかどうか、わからない。国のことなんて知ったことかと、とっくに逃にげ出していたかもしれない。


　我が慢まんしていられるのは、盗とう賊ぞくである誇ほこりを捨すてないルビーウルフをジェイドが擁よう護ごしてくれるからだ。盗賊と名乗ることでマルクスのような人を増ふやすわけにもいかないから今後は控ひかえなければいけないけれど、それでもいい。ジェイドはルビーウルフが盗賊で狼の娘むすめだと、認めてくれているから。他ほかの誰もが否ひ定ていしても、ジェイドだけはわかってくれているから。


　眠っているジェイドの顔を覗のぞき込んでみた。起きる気配はない。
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　周囲を見渡し、誰もいないのを確かく認にんする。そして身を屈かがめ、ジェイドの額ひたいに軽く唇くちびるを当てた。


「感かん謝しやの、な」


　言い訳わけするようにつぶやいて、ルビーウルフはジェイドの隣となりに腰を下ろした。少しだけ、ジェイドの肩かたに寄りかかってみる。


　ヴィアンカがモルダにしていたのを真ま似ねてみたのだが、なるほど、これは落ち着く。このまま一いつ緒しよに昼寝してしまおうかと目を閉とじ──


「ルビーウルフ……？」


　名を呼ばれ、驚いて顔を上げる。同じように驚いた顔をしているジェイドと、至し近きん距きよ離りで目が合った。


　ルビーウルフは慌てて飛び退すさり、ジェイドから距きよ離りを取った。


「い、いきなり起きるなよ！　びっくりするだろ！」


　起き抜けに怒ど鳴なられ、ジェイドは目を丸くした。


　慌ててしまった自分に、ルビーウルフはまた驚いた。油断していたせいだろうか。自分から近づいてからかったりするのは平気なのに。


　落ち着いてみると、いきなり理り不ふ尽じんに怒鳴ってしまったことに気がついて、ばつが悪い。頭を搔かきながら、どうしたものかと考え込む。


　ジェイドは座すわったまま、ぽかんとルビーウルフを見上げている。そして、ふっと微笑ほほえんだ。


「また、迎むかえに来てくれたのか？」


　それはジェイドの気き遣づかいだった。ルビーウルフが言葉に困こまっているから、話題を変えてくれたのだ。


「うん、そうだよ。お前はすぐ迷まい子ごになるからな」


　彼の気遣いに、ありがたく乗らせてもらう。けれど、どうしても気になることがあった。


「ねぇ、ほんとに今起きたところ？　まさか、ずっと起きてたなんてことはないよね？」


　起きていたなら、大変なことだ。だって、ルビーウルフはさっき、感謝の意とはいえ彼の額に……。


　じりじりした気持ちでルビーウルフが答えを待っていると、ジェイドは不思議そうに首を傾かしげた。


「あぁ、いつの間にか寝てしまっていたんだな。今日は天気がいいから。だが、それがどうかしたのか？」


　どうやら、気づかれていないようだ。ほっとして、ルビーウルフは何でもない素そ振ぶりでそっぽを向く。


「どうもしないよ。ただ、なんとなく気になっただけ」


　そう言って、さっさと歩き出した。ジェイドは慌てて立ち上がり、追いかけてくる。彼が追いついてきたのを見計らって、斜ななめ後ろを振ふり仰あおいでみた。


　見み慣なれた翠みどりの瞳ひとみと目が合った。さっきは急だったから驚いたけど、今は嬉うれしい。やっぱり、この距離にいないと落ち着かない。


「お前はあたしの騎士だよね？」


　ルビーウルフは前を向き、ジェイドから表情が見えないよう、少しだけ俯うつむいた。


「だったら、もう勝手にいなくなるなよ」


「あぁ、もちろん。約束する」


　ジェイドは当然というように答えた。その言葉だけで満足だ。自然と表情が綻ほころんでしまう。そんな顔を見られたくなくて、ルビーウルフは歩調を速めた。


　庭の生いけ垣がきを飛び越え、フロストとケーナがやってきた。ルビーウルフたちを捜さがしに来たらしい。


　彼らの首には、グラディウスの騎士を示しめす刺し繡しゆうの入った首輪が巻まかれている。ルビーウルフは嫌いやだと言ったし、フロストも乗り気ではなかったが、こうしたほうがいい、と強く主しゆ張ちようしたのはケーナだった。


　首輪は、ただの識しき別べつのため。家か畜ちくになったという証あかしではない。ルビーウルフの傍そばに堂々と寄り添そっていたいから、いっそ身分のある狼だと誰が見てもわかるようにしておきたいとケーナは言ったのだ。


　それでも、やはりルビーウルフには抵てい抗こうがあった。迷まよっているルビーウルフのために、ジェイドが考えてくれたのは、首輪の形状だ。


　革かわ製せいで、邪じや魔まにならない程てい度どに房ふさ飾かざりをつけている。首輪というより気取った装そう飾しよく品ひんだった。それに、房飾りは〈導みちびきの剣けん〉の鍔つばについているのと同じ赤。つまり、お揃そろいだ。それだけのことで、ルビーウルフの気持ちはずいぶん楽になった。


　駆け寄ってきた狼たちの頭を撫なでてやる。毛に隠かくれた首輪に触ふれ、ルビーウルフはあることに気がついた。騎士を示す刺繡の隣となりに、ブラッディ・ファングの印がエンボス加工されていたのだ。


　これもジェイドが考えたのだろう。洒落しやれたことをしてくれる。だが、その心遣いが嬉しかった。


　ルビーウルフは女王であり盗賊。そして狼たちは騎士であり盗賊。言わなくても、ジェイドはわかってくれている。


　首輪の印を指でなぞり、誰にも聞き取れないくらい小さな声で、ルビーウルフはありがとう、とつぶやいた。






　あとがき







　こんにちは。


　もしくは初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれです。





　先日、同どう窓そう会かいに行ってきました。


　半年前から計画されていたためか、二十人以上参加という出しゆつ席せき率りつの高さ。その全員が好き勝手に喋しやべるものだから店員さんが注文を取りに来てもさっぱり聞き取れません。相変わらず元気いっぱいで何よりです。


　幹かん事じの「店員さんのお話はちゃんと聞きましょうね」という保ほ育いく士しさんのような挨あい拶さつで始まった同窓会、メイン料理は鍋なべでした。


　同じテーブルに着いたメンバーの顔ぶれは、ほとんどが二、三か月に一度は会って遊びに行く人たちです。過か去こには彼女たちと鍋をしたこともあります。


　だからこそ、メイン料理が鍋だと知った時は一気に不ふ安あんが押し寄せました。


　今から二年ほど前でしょうか。当時、一人暮ぐらしをしていた友人宅たくに押しかけ、鍋パーティーを決行しました。わいわい楽しくお食事、のはずだった鍋。けれどパーティー開始の合図は、戦いのゴングだったのです。


　お玉で掬すくい上げた肉を別の誰だれかが箸はしで搔かつっ攫さらうのは当たり前。「私、これ嫌きらい」と言って野菜を他人の取り皿へ勝手に入れて押し付け、押し付け返し、不ふ人にん気きな具は取り皿の間を行ったり来たり。


　しまいには、「あ～んして」と言って嫌いな具を他人の口に無理やりねじ込む荒あら業わざも。


　そんな争いが繰くり広げられている隙すきに、欲ほしい具をちゃっかり確かく保ほする私。


　おっとりしているため肉にありつけなかった子は、出だ汁し用の昆こん布ぶをポン酢ずにつけて齧かじりつつ「いいの。私、昆布好きだから。お肉はみんなで食べて」と、この鍋パーティーで唯ゆい一いつの優しい言葉を発しました。この、譲ゆずり合いの精神が消え失せた戦場で彼女は女神のように微笑ほほえみながら昆布をもちゃもちゃ齧っていたのです。


　ただし彼女はその後日、海草がいかに美お味いしいかを切々と説き、本当に昆布が食べたかったから肉なんて眼中になかったんだと発覚。


　結局はみんな、自分が食べたい物を誰にも譲らない人たちだったのです。


　なので、この同窓会でもまた仁じん義ぎなき戦いが……と思いきや。鍋だけでなく一品料理も各自で注文していたため、終始穏おだやかでした。頼たのんだ一品料理をいじるだけいじって、「やっぱりいらな～い」と他人に押し付けたりする光景も見られましたが、そんな些さ細さいなことは今さら気にしません。平和が一番です。


　そもそもあの日、鍋の争いが起こった大きな原因はそれだったのです。


　鍋以外に何か用意していれば、あんなことにはならなかった。そんな気がします。何せみんな、食べ盛りでしたから。


　そして、その中でも一番食べると言われているのが不ふ本ほん意いながら私だったりします。


　みんなでご飯を食べに行けば「今日は淡路がいるからがっつり食える店やないと……」なんて言われ、「そんなに食べへんよ～」と否ひ定ていしたその日にコース料理二人前を一人前だと思い込んで注文し、平らげました。店員さんにも「普通、二名様でも残されるんですよ」と呆あきれられる始し末まつ。


　だって、一枚のお皿に載のってる物は一人前だと思っちゃうじゃないですか。


　ちょっとうっかり食べ過ぎただけなのです。


　……あれ？　もしかして鍋戦争の原因って私？





　まぁ、よく食べることは認めます。けれど、この食欲にも波がありまして。


　人一倍食べる日もあれば、あまり食べなくても平気な日もあります。というか、空腹のピークを過ぎるとお腹が空いていることも忘れてしまうんですね。


　で、食べ過ぎた日のカロリーをあまり食べなかった日に使っているのでプラスマイナスゼロ、なんだと思います。


　そんな言い訳をしたところ、友人には「ラクダのコブみたいやね」とばっさり斬きられました。


　砂さ漠ばくでも生きていけるかもしれません。


　とはいえ、これは学生時代の食生活。当時は授業でジャズダンスをしていたので食べた分を消費できていましたが、今は運動をしていないせいか食欲が暴走することはなくなりました。


　やっぱり、食べ過ぎたり食べなさ過ぎたりなんて健康に良くないですし、今は人並なみの量を食べるようにしています。


　間食の誘ゆう惑わくにはほぼ毎日負けていますが。


　暖あたたかくなってきたのでアイスとか、ね。食べちゃいますね。困ったものです。





　では、最後は真ま面じ目めに謝しや辞じを。


　いつもご迷めい惑わくをおかけしている担当様。私がさっぱり何も考えていないために、せっかく大阪まで来ていただいたのに打ち合わせが進まないというトホホなことになってすいません。次回からは、きっちり考えをまとめておくようにします。まとめた考えを忘れさえしなければ、ちゃんと説明できるようになると思うのです。


　椎しい名な優ゆう様、いつもありがとうございます。イラストを拝はい見けんするたびに感動の嵐あらしです。


　そして、お手に取ってくださった皆様。本当にありがとうございます。今回のお話はいかがだったでしょうか。楽しんでいただけたら幸いです。次回もお会いできますことを心から祈いのっております。


　それでは、今回はこれにて。





二〇〇六年四月十三日　葉桜って桜さくら餅もちが木に実ってるように見えます




淡路帆希





紅こう牙がのルビーウルフ　３


西の春嵐





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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